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【 資 料 1 一 1】 


新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 対策 の 基本 的 対処 方 針 


令 和 2 年 3 月 28 日 ( 令 和 2 年 4 月 16 日 変更 ) 
新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 対策 本 部 決定 


政府 は 、 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 へ の 対策 は 危機 管理 上 重大 な 課題 で ある と 
の 認識 の 下 、 国 民 の 生命 を 守る た め 、 これ まで 水際 で の 対策 、 ま ん 延 防止 、 医 
療 の 提供 等 に つい て 総力 を 挙げ て 講じ に て きた 。 し か し な が ら 、 国 内 に お いて 、 感 
染 経 路 の 不明 な 患者 の 増加 し て いる 地域 が 散発 的 に 発生 し 、 一 部 の 地域 で 感 
染 拡大 が 見 られ て きた と ころ で あり 、 こ の 状況 を 踏ま え 、 令 和 2 年 3 月 26 日 、 
新型 イン フル エン ザ 等 対策 特別 措置 法 (平成 24 年 法律 第 31 号 。 以 下 「 法 」 
と いう 。) 附則 第 1 条 の 2 第 1 項 及び 第 2 項 の 規定 に より 読み 替え て 適用 す 
る 法 第 14 条 に 基づき 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 成 染 症 の まん 延 の お それ が 高 
いこ と が 、 厚生 労働 大 臣 か ら 内 閣 総 理大 臣 に 報告 され 、 同日 に 、 法 第 15 条 
第 1 項 に 基づく 政府 対策 本 部 が 設置 され た 。 

国民 の 生命 を 守る た め に は 、 感 染 者 数 を 抑え る こと 及び 医療 提供 体制 や 社会 
機能 を 維持 する こと が 重要 で ある 。 

その うえ で 、 ま ず は 、「 三 つの 密 」 を 避け る こと を より 一 層 推 進 し 、 さ ら 
に 、 積 極 的 疫学 調査 等 に よ に り ク ラス ター (患者 間 の 関連 が 認め られ た 集団 。 
以下 「 ク ラス ター」 と いう 。) の 発生 を 封じ 込め る こと が 、 い わ ゆ る オー バー 
シュ ー ト と 呼ば れる 爆発 的 な 感染 拡大 (以下 オー バー シュ ー ト 」 と いう 。) 
の 発生 を 防止 し 、 感 染 者 、 重 症 者 及び 死亡 者 の 発生 を 最小 限 に 食い 止め る 
た め に は 重要 で ある 。 

また 、 必 要 に 応じ 、 外 出自 粛 の 要請 等 の 接触 機会 の 低減 を 組み 合わ せ て 
実施 する こと に より 、 感 染 拡 大 の 速度 を 可能 な 限り 抑制 する こと が 、 上 記 の 
封じ 込め を 図る た め に も 、 ま た 、 医 療 提供 体制 を 崩壊 させ な いた め に も 、 重 
要 で ある 。 

あわ せ て 、 今後 、 国内 で 感染 者 数 が 急増 し た 場合 に 備え 、 重症 者 等 へ の 対 
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応 を 中 心 と し た 医療 提供 体制 等 の 必要 な 体制 を 整え る よう 準備 する こと も 
必要 で ある 。 
に 国内 で 感染 が 見 られ る 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 に 関し て は 、 次項 
一 A EE 
肺炎 の 発生 頻度 が 、 季 節 性 イン フル エン ザ に か か っ た 場合 に 比 し て 
相当 程度 高く 、 国 民 の 生命 及び 健康 ( i 
れ が ある こと 、 
感染 経路 が 特定 で き な い 症例 が 多数 に 上 り 、 か つ 、 急 速 な 増加 が 確 
認 さ れ て お り 、 a と か ら 、 全 国 的 
か っ 急速 な まん 延 に より 国民 生活 及び 国民 経済 に 基 大 な 影響 を 及ば 
す お それ が ある 状況 で ある こと 
、 総 合 的 に 判断 で きる 。 
この よう な こと を 踏ま えて 、 令 和 2 年 4 月 7 日 に 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 
感染 症 対 策 本 部 長 は 法 第 32 条 第 1 項 に 基づき 、 緊 急 事態 宣言 を 行っ た 。 
緊急 事態 措置 を 実施 すべ き 期 間 は 令 和 2 年 4 月 7 日 か ら 令 和 2 年 5 月 6 日 
まで の 29 日 間 で あり 、 緊急 事態 措置 を 実施 すべ き 区 域 は 埼玉 県 、 千葉 県 、 
東京 都 、 神 奈川 県 、 大 阪 府 、 兵 庫 県 及び 福岡 県 と し た 。 ま た 、 令 和 2 年 4 
月 16 日 現在 に お いて 、 上 記 7 都府県 と 同 程度 に まん 延 が 進ん で いる 道 府 
県 と し て 北海 道 、 茨 城 県 、 石 川 県 、 岐 阜 県 、 愛 知 県 、 京 都 府 を 緊急 事態 措 
置 を 実施 すべ き 区 域 に 加え る と と も に 、 そ れ 以 外 の 県 に お いて も 5 ペー ジ 
以降 で 述べ る 理由 に より 、 全 都 道 府 県 を 緊急 事態 措置 の 対象 と する こと と 
し た 。 こ れ ら の 区 域 に お いて 緊急 事態 措置 を 実施 すべ き 期 間 は 、 令 和 2 年 
4 月 16 日 か ら 令 和 2 年 5 月 6 日 まで と し た 。 な お 、 緊 急 事 態 措置 を 実施 
する 必要 が な く な っ た と 認め られ る と き は 、 期 間 内 で あっ て も 速やか に 緊 
急 事態 を 解除 する 。 
緊急 事態 の 宣言 は 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 の 現状 と と も に 、 こ れ ま 
で の 課題 に 照ら し 合わ せ て 、 法 に 基づく 各 施 策 を 用 いて 感染 拡大 を 防ぐ と 
と も に 、 こ の 宣言 の 下 、 政 府 や 地方 公共 団体 、 医 療 関係 者 、 専 門 家 、 事 業 
者 を 含む 国民 が 一 丸 と な っ て 、 基 本 的 な 感染 予防 の 実施 や 不要 不 急 の 外出 


の 自粛 、 後 述 す る 「 三 つの 密 」 を 避け る こと な ど 、 自 己 へ の 感染 を 回 避 す 
る と と も に 、 他 人 に 感染 させ な いよ うに 徹底 する こと が 必要 で ある 。 

実効 性 の ある 施策 を 包括 的 に 確実 か つ 迅 速 に 実行 する に あたっ て は クラ 
スタ ー 対 策 を 行う 体制 の 強化 や 医療 提供 体制 の 確保 が 喫 繋 の 課題 で あり 、 
これ まで の 施策 を 十分 な 有効 性 を 持た せ て 実施 し て いく と と も に 、 特 に 不 
要 不 急 の 外出 な ど 外 出自 粛 の 要請 等 を 強力 に 行い 、 人 と 人 と の 接触 を 徹底 
的 に 低減 する こと で 、 必 要 な 対策 を 実施 する こと と する 。 

こう し た 対策 を 国民 一 丸 と な っ て 実施 する こと が で きれ ば 、 現 在 拡大 し 
て いる 感染 を 収束 の 方 向 に 向かわ せる こと が 可能 で ある 。 具 体 的 に は 、 国 
民 に お いて は 、 不要 不 急 の 外出 を 避け る こと 、「 三 つの 密 ] や 夜 の 街 を 極力 
避け る こと 、 事 業者 に お いて は 、 業 務 継 続 計画 (BCP) に 基づき 、 出 勤 
者 の 4 割 減少 は も と より 、 テ レ ワ ー ク な ど を 活用 する こと で 、 さ ら に 接触 
の 機会 を 減ら すこ と を 協力 し て 行っ て いく 必要 が ある 。30 日 間 に 急 速 に 収 
束 に 向かわ せる こと に 成功 で きた と すれ ば 、 数 理 モ デル に 基づけ ば 、80% 
の 接触 が 回 避 で きた と 判断 され る 。 な お 、 政 府 と し て は 、 緊 急 事 態 を 宣言 
し て も 、 社 会 ・ 経 済 機能 へ の 影響 を 最小 限 に 留め 、 諸 外国 で 行わ れ て いる 
「 ロ ッ ク ダ ウン 」 (都市 封鎖 ) の よう な 施策 は 実施 し な い 。 

本 指針 は 、 国 民 の 生命 を 守る た め 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 を めぐ る 
状況 を 的 確 に 把握 し 、 政 府 や 地方 公共 団体 、 医 療 関係 者 、 専 門 家 、 事業 者 
を 含む 国民 が 一 丸 と な っ て 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 対策 を さら に 進め て いく 
た め 、 今 後 講じ る べき 対策 を 現時 点 で 整理 し 、 対 策 を 実施 する に あたっ て 準 
拠 と な る べき 統一 的 指針 を 示す も の で ある 。 

な お 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 は 新型 イン フル エン ザ と は ウイ ルス も 
病態 も 異な る 感染 症 で ある こと か ら 、 政 府 と し て は 、 地 方 公共 団体 、 医 療 
関係 者 、 専 門 家 、 事 業者 を 含む 国民 の 意見 を くみ 取り つつ 、 協 力 し て 直 ち 
に 対策 を 進め て いく こと と する 。 


ー 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 発生 の 状況 に 関す る 事実 
我が国 に お いて は 、 令 和 2 年 1 月 15 日 に 最初 の 感染 者 が 確認 され た 後 、 


4 月 14 日 まで に 、 合 計 46 都 道 府 県 に お いて 合計 7.964 人 の 感染 者 、119 
人 の 死亡 者 が 確認 され て いる 。 特に 、 最 近 の 状況 と し て は 、 感 染 経 路 が 特 
定 で き て いな い 感 染 者 が 61% ( 令 和 2 年 4 月 15 日 現在 、4 月 13 日 まで の 
状況 ) を 占め る 状況 と な っ て いる 。 こ の こと は 、 ク ラス ター と し て 感染 が 
見 られ て きた 特定 の 場所 で の 感染 に 加え 、 こ れ ま で 限定 的 で あっ た 日 常 生 
活 の 中 で の 感染 の リス ク が 徐々 に 増大 し 始め て いる こと を 意味 する 。 

国内 の 感染 状況 に つい て は 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 対策 専門 家 会 議 
(以下 「 専 門 家 会 議 ] と いう 。) の 見 解 と し て 、 今 の と ころ 諸 外 国 の よう な 、 
オー バー シュ ー ト は 見 られ て いな い が 、 都 市 部 を 中 心 に クラ スタ ー 感 染 が 
次 々 と 報告 され 、 患 者 数 が 急増 し 、 そ うし た 中 、 医 療 供給 体制 が ひっ 迫 し 
つつ ある 地域 が 出 て き て お り 、 医 療 供 給 体制 の 強化 が 喫緊 の 課題 と な っ て 
いる と 状況 分 析 さ れ て いた と ころ で ある が 、 特 に 3 月 16 日 か ら 4 月 1 日 
に か け て 、 報 告 され た 感染 者 数 は 817 人 か ら 2,299 人 と 急増 し 、 倍 化 時 間 
(2 倍 に な る まで の 時 間 ) は 4.0 日 、 感 染 経 路 の 不明 な 患者 数 は 40.6% と 
な っ て いる 。 専 門 家 会 議 で は 、 繁 華 街 の 接待 を 伴う 飲食 店 等 の クラ スタ ー 
の 存在 が 指摘 され て お り 、 院 内 感染 や 高齢 者 ・ 福 祉 施設 内 感染 と と も に 、 
大 き な 間 題 と な っ て いる 。 ま た 、 無 症候 又は 症状 の 明確 で な い 者 か ら 感 染 
が 広がる お それ が ある と の 専門 家 の 指 摘 も 存在 する 。 

一 方 で 、 海 外 の 状況 と し て は 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 成 染 症 が 発生 し て い 
る 国 は 、 南 極大 陸 を 除く 全て の 大 陸 に 広がっ て お り 、 イ ラン や 欧米 で は オ 
ー バ ーシュ ー ト の 発生 も 確認 され て いる 。 こ うい っ た 状況 の 中 で 、 本 年 3 
月 中 旬 か ら 下 旬 に か け て 、 海 外 に お いて 感染 し 、 国 内 に 移入 し た と 疑わ れ 
る 感染 者 が 増加 し た 。 こ れ ら の 者 が 国内 で 確認 され た 感染 者 の うち に 占め 
る 割合 も 13% (3 月 11 日 一 3 月 18 日) か ら 29% (3 月 19 日 一 3 月 25 
日 ) に 増加 し 、 最 大 で 37% を 超え る 日 も あっ た が 、 水 際 対 策 の 強化 の 結果 、 
現在 は 一 定 程 度 に 収まっ て いる 。 し か し 、 移 入 元 の 国 に つい て は 、 流 行 当 
初 は 中 華人 民 共 和 国 に 集中 し て いた も の の 、 現 在 で は 欧米 を 中 心 に 拡大 し 
て お り 、 輸 入 症 例 の 広域 化 の 影響 を 受け て いる 。 

国内 の 医療 提供 体制 と し て は 、 感 染 者 の 急激 な 増加 が 見 られ る 東京 都 と 


人 
それ が ある と 判断 し 、 入 院 治療 が 必要 な い 軽 症 者 を 宿泊 施設 で の 療養 に 

り 替 える 旨 発 表し て いる 。 ま た 、 東 京都 に 隣接 し 、 感 染 者 数 が 500 0 
える 神奈 川 県 も 入院 医療 の 切替 え を 行う 方 針 で あり 、 大 都市 圏 を 中 心 に 医 
療 提供 体制 の ひっ 人 迫 が 現実 の も の と し て 現れ 始め て いる 。 

都 道 府 県 別 の 動向 と し て は 、 特 に 東京 都 及 び 大 阪 訂 に お いて 、 報 告 さ れ 
た 累積 感染 者 数 が 令 和 2 年 4 月 6 日 時 点 で 、 そ れ ぞ れ 400 人 以上 (東京 都 
1,123 人 、 大 阪 府 429 人 )、 過 去 1 週間 の 倍 化 時 間 も 7 日 未満 (東京 都 5.0 
日 、 大 阪 府 6.6 日 ) と な り 、 感 染 者 数 の さら な る 急増 の 危険 性 が あっ た 。 
さら に 、 そ の 近隣 府県 と し て は 、 埼 玉 県 、 千 葉 県 、 神 奈川 県 、 兵 庫 県 、 京 
都 府 に お いて 累積 感染 者 数 が 100 人 を 超え 、 そ の うち 、 京 都 府 を 除く 全て 
の 府県 で 、 感 染 経路 が 不明 の 感染 者 が ほぼ 半数 を 超え た 。 福 岡 県 に つい て 
は 、 累 積 報告 数 が 100 人 以上 と な り 、 倍 化 時 間 が 約 3 日 と 急速 本 
が り が 見 られ 、 感 染 経路 の 不明 な 症例 の 割合 が 7 割 を 占め て いる 状況 に 
っ た 。 そ の 後 、 北海 道 、 茨 城 県 、 石 a 
4 月 14 日 まで の 累積 報告 数 が 100 人 以上 と な っ て お り 、 か つ 、 茨 城 県 、 
石川 県 及び 岐阜 県 に つい て は 直近 時 RUN 
愛知 県 及び 京都 府 に つい て は 過去 に あっ た 流行 の 影響 を 除い た 直近 1 週間 
の 倍 化 時 間 が 10 日 未満 と な っ て いる 。 ま た 、 こ れ ら の 道府県 で は 感染 経 
路 の 不明 な 症例 の 割合 も 、 直 近 1 週間 で は ほぼ 半数 と な っ て いる 。 こ の よ 
う に 、 東 京都 及び 大 阪 府 、 北 海道 、 茨 城 県 、 埼 玉 県 、 千 葉 県 、 神 奈川 県 、 

石川 県 、 岐 阜 県 、 愛 知 県 、 京 都 府 、 兵 庫 県 、 福 岡 県 に つい て は 、 特 に 重点 
的 に 感染 拡大 の 防止 に 向け た 取組 を 進め て いく 必要 が ある (この 13 都 道 
府県 を 総称 し て 、 以 下 「 特 定 警 戒 都 道 府 県 」 と いう 。)。 

これ ら 特 定 警戒 都 道 府 県 以外 の 県 に つい て も 、 都 市 部 か ら の 人 の 移動 等 
に より クラ スタ ー が 都市 部 以外 の 地域 で も 発生 し 、 感 染 拡大 の 傾向 が 見 ら 
れる 。 そ の よう な 地域 に お いて は 、 医 療 提 供 体制 が 十分 に 整っ て いな い 場 
合 も 多く 、 感 染 が 拡大 すれ ば 、 医 療 が 機能 不全 に 陥る 可能 性 が 高い 。 緊 急 
事態 宣言 が 出さ れ た 以後 、 多 く の 国 民 に 行動 変容 の 御 協 力 を いた だ いて い 


る が 、 人 流 デ ー タ 等 を 見 る と 、 緊 急 事 態 措置 を 全国 に 拡大 する こと に より 、 
さら な る 国民 の 行動 変容 の 御 協力 を お 願い する 必要 が ある 。 具体 的 な 感染 
者 数 の 推移 を みて も 、 例 えば 3 月 の 中 旬 か ら 連 休 に か け て 、 警 戒 が 一 部 緩 
ん だ こと に より 感染 が 拡大 し た と 考え られ る 。 国 、 地 方 公共 団体 、 関 係 機 
関 等 を 含め た 国民 が 一 丸 と な っ て 、 大 型 連休 期間 も 含め まん 延 防止 に 取り 
組む べき この 時 期 に お いて 、 全 都 道 府 県 が 足並み を そろ えて 感染 拡大 防止 
の 取組 が 行わ れる こと が 必要 で ある こと か ら 、 全 て の 都 道 府 県 に つい て 緊 
急 事態 措置 を 実施 すべ き 区 域 と する こと と する 。 

今回 の 感染 拡大 防止 の た め の 取 組 は 政府 、 地 方 公共 団体 、 医 療 関係 者 、 
専門 家 、 事 業者 を 含む 国民 が 一 丸 と な っ て 行う も の で ある こと を 踏ま え 、 
地域 の 実情 を 踏ま えつ つ 、 迅 速 か つ 適 切 に 感染 拡大 防止 の た め の 措置 を 講 
ずる こと か が 必要 で ある 。 


新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 に つい て は 、 下 記 の よう な 特徴 が ある 。 

一 般 的 な 状況 に お ける 感染 経路 の 中 心 は 飛 深 感染 及び 接触 感染 で ある 
が 、 閉鎖 空間 に お いて 近 距 離 で 多く の 人 と 会 話す る 等 の 一 定 の 環境 下 で 
あれ ば 、 咳 や くし ゃ み 等 の 症状 が な く て も 感染 を 拡大 させ る リス ク が あ 
る と され て いる 。 ま た 、 無 症候 の 者 か ら の 感染 の 可能 性 も 指摘 され て い 
る 。 一 方 、 人 と 人 と の 距離 を と る こと (Social distancing: 社会 的 距離 ) 
に より 、 大 幅 に 感染 リス ク が 下がる と され て いる 。 

集団 感染 が 生じ た 場 の 共通 点 を 踏ま える と 、 特 に ① 密 閉 空間 (換気 
の 悪い 密閉 空間 で ある )、② 密 集 場 所 (多く の 人 が 密集 し て いる )、③ 
密接 場面 (互い に 手 を 伸ばし た ら 届 く 距 離 で の 会 話 や 発声 が 行わ れる ) 
と いう 3 つの 条件 (以下 「 三 つの 密 」 と いう 。) の ある 場 で は 、 感 染 を 
拡大 させ る リス ク が 高い と 考え られ る 。 ま た 、 こ れ 以 外 の 場 で あっ て 
も 、 人 混み や 近 距 離 で の 会 話 、 特 に 大 き な 声 を 出す こと や 歌う こと に は 
リス ク が 存在 する と 考え られ る 。 激しい 呼気 や 大 き な 声 を 伴う 運動 に つ 
いて も 感染 リス ク が ある 可能 性 が 指摘 され て いる 。 

現在 の と ころ 、 感 染 が 拡大 し て いる 地域 で あっ て も 、 多 く の 場 合 、 ラ 


イブ ハウ ス 、 ス ポー ツジ ム 、 医 療 機 関 、 さ ら に 最近 に な っ て 繁華 街 の 接 
待 を 伴う 飲食 店 等 に お ける クラ スタ ー で の 成 染 拡大 が 中 心 で あり 、 限定 
的 に 日 常 生 活 の 中 で の 感染 の リス ク が 生じ て き て いる も の の 、 広く 市 中 
で 感染 が 拡大 し て いる わけ で は な いと 考え られ る 。 

世界 保健 機関 (World Health Organization: WHO) に よる と 、 現 時 
点 に お いて 潜伏 期間 は 1 -14 日 (一 般 的 に は 約 5 日 ) と され て お り 、 ま 
た 、 厚 生 労 働 省 で は 、 こ れ ま で の 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 の 情報 な ど 
も 踏ま えて 、 濃 厚 接触 者 に つい て は 14 日 間 に わ た り 健 康 状態 を 観察 す 
る こと と し て いる 。 

新型 コロ ナウ イル ス に 感染 する と 、 発 熱 や 呼吸 器 症状 が 1 週間 前 後 持 
続 す る こと が 多く 、 強 い だ る さ ( 催 怠 感 ) を 訴え る 人 が 多い こと が 報告 
され て いる 。 

中 国 に お ける 報告 ( 令 和 2 年 3 月 9 日 公表 ) で は 、 新型 コロ ナウ イル ス 感 
染 症 の 入院 期間 の 中 央 値 は 11 日 間 と 、 季 節 性 イン フル エン ザ の 3 日 間 
より も 、 長 く な る こと が 報告 され て いる 。 

尼 患 し て も 約 8 割 は 軽症 で 経過 し 、 また 、 感染 者 の 8 割 は 人 へ の 感染 は な い 
と 報告 され て いる 。 さ ら に 入院 例 も 含め て 治癒 する 例 も 多い こと が 報告 され 
て いる 。 

重症 度 と し て は 、 季 節 性 イン フル エン ザ と 比べ て 死亡 リス ク が 高い こと が 報 
告 さ れ て いる 。 中 国 に お ける 報告 ( 令 和 2 年 2 月 28 日 公表 ) で は 、 確 定 患 者 
で の 致死 率 は 2.3%、 中 等 度 以上 の 肺炎 の 割合 は 18.5% で ある こと が 報告 され 
て いる 。 季 節 性 イン フル エン ザ に 関し て は 、 致 死 率 は 0.00016%-0.001% 程 度 、 
肺炎 の 割合 は 1.1%-4.0%、 累 積 推計 患者 数 に 対す る 超過 死亡 者 数 の 比 は 約 
0.1% で ある こと が 報告 され て いる 。 こ の よう に 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 に 

お ける 致死 率 及 び 肺 炎 の 割合 は 、 季節 性 イン フル エン ザ に 比べ て 、 相当 程度 高 
いと 考え られ る 。 ま た 、 特に 、 高齢 者 ・ 基 人 礎 疾 患 を 有する 者 で は 重症 化す る リ 
スク が 高い こと も 報告 され て お り 、 医 療 機関 や 介護 施設 等 で の 院内 感染 対策 、 
施設 内 感染 対策 が 重要 と な る 。 上 記 の 中 国 に お ける 報告 で は 、 年 齢 ご と の 死亡 


者 の 割合 は 、60 歳 以 上 の 者 で は 6% で あっ た の に 対し て 、30 歳 未満 の 者 で は 
0.2% で あっ た と され て いる 。 

感染 症 の 予防 及び 感染 症 の 患者 に 対す る 医療 に 関す る 法律 (平成 10 年 
法律 第 114 号 。 以 下 「 感 染 症 法 |」 と いう 。) 第 12 条 に 基づき 、 倒 和 2 年 3 
月 31 日 まで に 報告 され た 患者 に お ける 、 発 症 日 か ら 報 告 日 まで の 平均 期間 は 
9.0 日 で あっ た 。 

現時 点 で は 、 有 効 性 が 確認 され た 特異 的 な 抗 ウ イル ス 楽 や ワク チン は 
存在 せ ず 、 治 療 方 法 と し て は 対症 療法 が 中 心 で ある 。 な お 、 現 時 点 で は 
ワク チン が 存在 し な いこ と か ら 、 新型 イン フル エン ザ 等 対策 政府 行動 計 
画 に 記載 され て いる 施策 の うち 、 予 防 接種 に 係る 施策 に つい て は 、 本 基 
本 的 対処 方 針 に は 記載 し て いな い 。 その 一 方 で 、 治療 薬 に つい て は 、 いく 
つか 既存 の 治療 薬 か ら 候 補 薬 が 出 て き て お り 、 患 者 の 観察 研究 等 が 進め 
られ て いる 。 


二 新型 コロ ナウ イ a 5 は 

情報 提供 ・ 共 有 及 びまん 延 防止 策 に より 、 各 地域 に お いて クラ スタ ー 等 
の 封 CN 計り 、 感 染 拡大 の 速度 を 抑制 する 。 

サー ベイ ラン ス ・ 情 報 収 集 及 び 適 切な 医療 の 提供 に より 、 重 症 者 及び 死 
亡者 の 発生 を 最小 限 に 食い 止め る べく くす 。 

的 確 な まん 延 防止 策 及 び 経 済 ・ 雇 用 対策 に より 、 社 会 ・ 経 済 機能 へ の 
影響 を 最小 限 に と ど め る 。 

な お 、 対策 は 、 感染 者 の 増加 に 伴い 不可 逆 的 に 進む も の で は な く 、 例え 
ば 、 地 域 で 感染 者 が 確認 され た 早期 の 段階 で ぜ 、 ク ラス ター 等 の 封じ 込め 
及び 接触 機会 の 低減 が 奏功 し 、 当 該 地 域 で の 感染 者 の 発生 が 抑制 され た 

合 に は 、 強 化し た 対策 を 適宜 適切 に 元 に 戻す 。 


三 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 対策 の 実施 に 関す る 重要 事項 
(1) 情報 提供 ・ 共 有 
① 政府 は 、 以 下 の よ うな 、 国 民 に 対す る 正確 で 分 か りや すく 、 か つづ 状況 


の 変化 に 即応 し た 情報 提供 や 呼び か け を 行い 、 行動 変容 に 資す る 啓発 を 
進め る と と も に 、 冷 静 な 対応 を お 願い する 。 
発生 状況 や 患者 の 病態 等 の 臨床 情報 等 の 正確 な 情報 提供 
国民 に わか りや すい 疫学 解析 情報 の 提供 , 
手洗 い 、 咳 エチ ケッ ト 等 の 基本 的 な 感染 対策 の 徹底 。 
風邪 症状 な ど 体調 不良 が 見 られ る 場合 の 休暇 取得 、 学 校 の 欠席 、 外 
出自 粛 等 の 呼び か け 。 
感染 リス ク を 下げ る た め 、 医療 機関 を 受診 する 時 は 、 予め 電話 で 相談 す 
る こと が 望ま し いこ と の 呼び か け 。 
厚生 労働 省 が 作成 する [新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 に つい て の 相談 ・ 受 診 
の 考え 方 | を わか りや すく 周知 。 
感染 者 ・ 濁 明 凌 線 者 や 、 診療 に 携わっ た 医療 機関 ・ 医 療 関係 者 その 他 の 対 
策 に 携わっ た 方 々 に 対す る 誤解 や 偏見 に 基づく 差別 を 行わ な か いこ と の 呼び 
か け 。 
室内 で | 三 つ の 密 | を 避け る 。 特に 、 日 常 生活 及び 職場 に お いて 、 人 混み 
や 近 距 離 で の 会 話 、 多数 の 者 が 集まり 室内 に お いて 大 き な 声 を 出す こと や 歌 
うこ と 、 呼 気 が 敷 し く な る よう な 運動 を 行う こと を 避 ける よう に 強く 促す 。 
飲食 店 等 に お いて も 「 三 つの 密 ] の ある 場面 は 避け る こと 。 
従業 員 及 び 学 生 の 健康 管理 や 感染 対策 の 徹底 に つい て の 周知 。 
家族 以外 の 多 人 数 で の 会 食 を 避け る こと 。 
今回 の 対策 で は 、「 ロ ッ ク ダ ウン 」 (都市 封鎖 ) の よう な 施策 は 政府 と し て 
実施 し な いこ と を 周知 し 、 国民 の 落ち 着い た 対応 (不要 不 急 の 帰省 や 旅行 な 
ど 都 道 府 県 を また い だ 移 動 の 自粛 等 や 商店 へ の 殺到 の 回 避 及 び 買 い 占め の 
防止 ) の 呼び か け 。 
② 政府 は 、 広 報 担当 官 を 中 心 に 、 官 邸 の ウェ ブサ イト に お いて 厚生 労働 省 
等 の 関係 省庁 の ウェ ブサ イト へ の リン ク を 紹介 する な ど し て 有機 的 に 連 
携 さ せ 、 か つ 、 ソ ー シ ャ ルネ ッ ト ワ ー キ ング サー ビス (S N S) 等 の 媒体 
も 積極 的 に 活用 する こと で 、 迅速 か つ 積 極 的 に 国民 等 へ の 情報 発信 を 行う 。 
③ 政府 は 、 民 間 企 業 等 と も 協力 し て 、 情 報 が 必ず し も 届い て いな い 層 に 十 


分 な 情報 が 行き 届く よう 、 丁 寧 な 情報 発信 を 行う 。 
④ 厚生 労働 省 は 、 感 染 症 の 発生 状況 や クラ スタ ー の 発生 場所 、 規 模 等 に つ 
いて 迅速 に 情報 を 公開 する 。 
⑤ 外務 省 は 、 全 世界 で 感染 が 拡大 し て いる こと を 踏ま え 、 各 国 に 滞在 す 
る 邦人 等 へ の 適切 な 情報 提供 、 支 援 を 行う 。 
⑥ 政府 は 、 検 疫 所 か ら の 情報 提供 に 加え 、 企 業 等 の 海外 出張 又は 長期 の 
海外 滞在 の ある 事業 所 、 留 学 や 旅行 機会 の 多い 大 学 等 に お いて も 、 帰 国 
者 へ の 適切 な 情報 提供 を 行い 、 渡 航 の 是非 の 判断 ・ 確 認 や 、 帰 国 者 に 対 
する 2 週間 の 外出 自粛 の 要請 等 の 必要 な 対策 を 講じ る よう 周知 を 図る 。 
の ⑰⑦ 政府 は 、 国 民 、 在 留 外国 人 、 外 国人 旅行 者 及び 外国 政府 へ の 適切 か 
つ 迅 速 な 情報 提供 を 行い 、 国内 で の まん 延 防止 と 風評 対策 に つなげ る 。 
⑧ 地方 公共 団体 は 、 政 府 と の 緊密 な 情報 連携 に より 、 様 々 な 手段 に より 住 
民 に 対し て 地域 の 感染 状況 に 応じ た メッ セー ジ や 注意 喚起 を 行う 。 
⑨ 政府 は 、 今般 の 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 に 係る 事態 が 行政 文書 の 管理 
に 関す る ガイ ドラ イン (平成 23 年 4 月 1 日 内 閣 総 理大 臣 決定 ) に 基づく 
[歴史 的 緊急 事態 」 と 判断 され た こと を 踏ま えた 対応 を 行う 。 地 方 公共 団 
体 も 、 こ れ に 準じ た 対応 に 努め る 。 


(2) サー ベイ ラン ス ・ 情 報 収 集 

① 感染 症 法 第 12 条 に 基づく 医師 の 届出 に より 疑似 症 患 者 を 把握 し 、 医 師 
が 必要 と 認め る 検査 を 実施 する 。 

② 厚生 労働 省 は 、 感染 が 急速 i 
地方 衛生 研究 所 や 民間 の 検査 機関 等 の 関係 機関 に お ける 検査 体制 の 

の 強化 を 図る 。 また 、 特定 都 道 府 県 (緊急 事態 宣言 の 対象 区 域 に 属 RN 
府県 ) は 、 医療 機関 等 の 関係 機関 に より 構成 され る 会 議 体 を 設け る こと 等 に 
より 、P CR 等 検査 の 実施 体制 の 把握 ・ 調 整 等 を 図り 、 民 間 の 検査 機関 等 を 
活用 する 。 

③ 都 道 府 県 別 に P CR 等 検査 の 実施 人 数 や 陽性 者 数 、 陽 性 率 等 の 分 析 結 果 を 
定期 的 に 公表 する 。 
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④ 厚生 労働 省 は 、 感 染 症 法 第 12 条 に 基づく 医師 の 届出 と は 別に 、 国 内 の 流 
行状 況 等 を 把握 する た め 、 既 存 の サー ベイ ラン ス の 効果 的 な 利用 や さら に 
有効 な サー ベイ ラン ス の 仁 組 み を 構築 する 。 仕 組み の 構築 に 当たっ て は 現 
場 が 混乱 し な いよ うに 留意 する 。 

⑤ 文部 科学 省 及 び 厚 生 労 働 省 は 、 学 校 等 で の 集団 発生 の 把握 の 強化 を 図る 。 

⑥) 政府 は 、 迅 束 診 断 用 の 簡易 検査 キッ ト 等 の 開発 を 引き 続き 可 及 的 速やか に 
進め る 。 


(3) まん 延 防止 

① 倒 和 2 年 4 月 7 日 の 緊急 事態 宣言 は 、 政 府 や 地方 公共 団体 、 医 療 関係 
者 、 専 門 家 、 事 業者 を 含む 国民 が 一 丸 と な っ て 、 こ れ ま で の 施策 を さら 
に 加速 させ る こと を 目的 と し て 行う も の で ある 。 接触 機会 の 低減 に 徹底 
的 に 取り 組め ば 、 事態 を 収束 に 向かわ せる こと が 可能 で あり 、 以 下 の 対 
策 を 進め る こと に より 、 特 定 都 道 府 県 に お いて 、 最 低 7 割 、 極 力 8 割 程 
度 の 接触 機会 の 低減 を 目指 す 。 一 方 で 、 国 民 の 自由 と 権利 に 制限 が 加え 
られ る と き で あっ て も 、 法 第 5 条 の 規定 を 踏ま は え 、 そ の 制限 は 必要 最小 
限 の も の で な けれ ば な ら な いこ と か ら 、 特 定 都 道 府 県 は 、 ま ん 延 の 防止 
に 関す る 措置 と し て 、 ま ず は 法 第 45 条 第 1 項 に 基づく 外出 の 自粛 等 に 
つい て 協力 の 要請 を 行う も の と する 。 

② 特定 都 道 府 県 は 、 ク ラス ター が 発生 し て いる お それ が ある 場合 に お 
ける 当該 クラ スタ ー に 関係 する 催物 (イベ ント ) や | 三 つ の 密 」 の あ 
る 集まり に つい て は 、 法 第 24 条 第 9 項 及 び 法 第 45 条 第 2 項 に 基づき 、 
開催 の 自粛 の 要請 等 を 強く 行う 。 特に 、 全 国 的 か つ 大 規模 な 催物 等 の 開 
催 に つい て は 、 リ スク へ の 対応 が 整わ な い 場 合 は 中 止 又は 延期 する こと 
を 含め 、 主催 者 に よる 慎重 な 対応 を 求め る 。 ま た 、 感 染 が 拡大 傾向 に あ 
り 、 オ ー バ ーシュ ー ト の 予兆 が み ら れ る な どの 地域 で は 、 期 間 を 示し た 
本 NR EN こつ いて 迅速 に 行う 。 一 方 、 感 
染 が 収束 に 向かい 始め た 場合 に は 、 感染 拡大 の リス ク の 低い 活動 か ら 自 
2 
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③ 特定 都 道 府 県 は 、 法 第 24 条 第 9 項 及 び 法 第 45 条 第 2 項 に 基づき 、 感 
染 の 拡大 に つなが る お それ の ある 施設 の 使用 の 制限 の 要請 等 を 行う 。 
これ ら の 場合 に お ける 要請 等 に 当たっ て は 、 第 1 段階 と し て 法 第 24 条 
第 9 項 に よる 協力 の 要請 を 行う こと と し 、 そ れ に 正当 な 理由 が な い に も 
か か わら ず 応 じ な い 場 合 に 、 第 2 段階 と し て 法 第 45 条 第 2 項 に 基づく 
要請 、 次 いで 同 条 第 3 項 に 基づく 指示 を 行い 、 こ れ ら の 要請 及び 指示 の 
公表 を 行う も の と する 。 特 定 都 道 府 県 が 、 法 第 24 条 第 9 項 に 基づく 施 
設 の 使用 制限 の 要請 を 行い 、 ま た 、 特 定 都 道 府 県 に よる 法 第 45 条 第 2 
項 か ら 第 4 項 ま で に 基づく 施設 の 使用 制限 の 要請 、 指示 等 を 行う に あ た 
っ て は 、 特 定 都 道 府 県 は 、 国 に 協議 の 上 、 外 出 の 自粛 等 の 協力 の 要請 の 
効果 を 見 極め つつ 、 専門 家 の 意 見 も 聞い た 上 で 行う も の と する 。 政府 は 、 
新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 の 特性 及び まん 延 の 状況 を 踏ま え 、 施 設 の 使 
用 制限 の 要請 、 指 示 等 の 対象 と な る 施設 等 の 所 要 の 規定 の 整備 を 行う も 
の と する 。 

④ 特定 都 道 府 県 は 、 法 第 45 条 第 2 項 に 基づく 要請 等 を 行う 場合 、 そ の 
実施 状況 を 適切 に 把握 で きる よう 、 職員 体制 を は じ め 所 要 の 環境 整備 を 
行う 。 

⑤ 地方 公共 団体 は 、 ま ん 延 防止 策 と し て 、 「 三 つの 密 」 を 避け る こと を 徹 
底 さ せる と と も に 、 ク ラス ター 対策 及び 接触 機会 の 低減 を 、 地 域 で の 感 
染 状 況 及び 医療 提供 体制 を 踏ま えて 、 的 確 に 打ち 出す 。 

⑥ 地方 公共 団体 は 、 厚生 労 働 省 や 専門 家 と 連携 し つつ 、 積 極 的 疫学 調査 に 
より 、 個々 の 濃厚 接触 者 に 対す る 健康 観察 、 外出 自粛 の 要請 等 を 行う と と 
も に 、 感 染 拡大 の 規模 を 正確 に 把握 する 。 この た め 、 保健 所 の 体制 強化 を 
図る 。 

⑦ 特定 都 道 府 県 は 、 地 域 の 特性 に 応じ た 実効 性 の ある 緊急 事態 措置 を 講じ 
る 。 特定 都 道 府 県 は 、 緊急 事態 措置 を 講じ る に あたっ て は 、 法 第 5 条 を 踏ま 
え 、 必要 最小 限 の 措置 と する と と も に 、 講じ る 措置 の 内 容 及 び 必 要 性 等 に つ 
いて 、 住民 に 対し 丁寧 に 説明 する 。 特定 都 道 府 県 は 、 緊急 事態 措置 を 実施 す 
る に あたっ て は 、 法 第 20 条 に 基づき 政府 対策 本 部 と 密接 に 情報 共有 する 。 
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政府 対策 本 部 は 、 専門 家 の 意見 を きき な が ら 、 必要 に 応じ 、 特定 都 道 府 県 と 
総合 調整 を 行う 。 

特定 都 道 府 県 は 、 緊急 事態 措置 に つい て 、 罰則 を 伴う 外出 禁止 の 措置 や 都 
市 間 の 交通 の 遮断 等 、 諸 外国 で 行わ れ て いる 「 ロ ッ ク ダ ウン 」 (都市 封鎖 ) 
の よう な 施策 と は 異な る も の で ある こと を 、 政 府 と 協力 し つつ 、 住民 に 対し 
周知 する 。 加え て 、 特定 都 道 府 県 は 、 緊急 事態 措置 を 講じ る こと 等 に 伴い 、 
食料 ・ 医 薬品 や 生活 必需 品 の 買い 占め 等 の 混乱 が 生じ な いよ う 、 住 民 に 冷静 
な 対応 を 促す 。 

⑨ 特定 都 道 府 県 は 、① の 法 第 45 条 第 1 項 に 基づく 外出 の 自粛 要請 を 行う に 
あたっ て は 、 基本 的 対処 方 針 等 論 問 委員 会 の 意見 も 踏ま え 、 期間 、 区 域 を 示 
す も の と する 。 そ の 際 、 外 出 の 自粛 の 対象 と な ら な い 外 出 の 具体 例 と し て 
は 、 医療 機関 へ の 通院 、 食料 ・ 医 薬品 ・ 生 活 必需 品 の 買い 出し 、 必要 な 職場 
へ の 出勤 、 屋 外 で の 運動 や 散歩 な ど 生 活 の 維持 の た め に 必要 な も の 等 に つ 
いて も 併せ て 示す も の と する 。 

特定 都 道 府 県 は 、 不要 不 急 の 帰省 や 旅行 な ど 、 都 道府県 を また いで 人 が 移 
動 す る こと は 、 まん 延 防止 の 観点 か ら 極力 避け る よう 住民 に 促す 。 特に 、 大 
型 連休 期間 に お いて は 、 法 第 45 条 第 1 項 の 規定 に 基づき 、 都 道 府 県 を また 
い だ 不 要 不 急 の 移動 を 自粛 する よう 、 住民 に 協力 を 要請 する 。 また 、 域内 の 
観光 施設 等 に 人 が 集中 する お それ が ある と き は 、 当 該 施設 に 対し て 入場 者 
の 制限 等 、 適切 な 対応 を 求め る 。 政府 は 、 必要 に 応じ 、 当該 不要 不 急 の 移動 
の 自粛 に 関し 、 法 第 20 条 の 規定 に よる 総合 調整 を 行う 。 

⑪ 特定 都 道 府 県 は 、 外出 自粛 等 の 要請 に あたっ て は 、 現に クラ スタ ー が 多数 
発生 し て いる 、 繁華 街 の 接待 を 伴う 飲食 店 等 に つい て は 、 年 齢 等 を 問わ ず 、 
強く 外出 を 自粛 する よう 促す 。 

⑫ 職場 へ の 出勤 は 、 外出 自粛 等 の 要請 か ら 除 か れる も の で ある が 、 特定 都 道 
府県 は 、 ま ず は 在宅 勤務 (テレ ワー ク ) を 強力 に 推進 する 。 職場 に 出勤 する 
場合 で も 、 時 差出 勤 、 自転 車 通勤 等 、 人 と の 交わ り を 低減 する 取組 を 今 ま で 
以上 に 強力 に 推進 する 。 指 定 公共 機関 等 は まん 延 防止 対策 に 関す る BCP 
の 策定 ・ 実 施 を 図っ て お り 、 特定 都 道 府 県 は 、 取組 を さら に 強化 を 促す 。 ま 
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た 、 職場 に お いて は 、 感染 防止 の た め の 取 組 (手洗 い 、 咳 エ チケ ッ ト 、 事 
業 場 の 換気 励行 、 発 熱 等 の 症状 が 見 られ る 従業 員 の 出勤 自粛 、 出 張 に よ 
る 従業 員 の 移動 を 減ら す た め の テレ ビ 会 議 の 活用 等 ) を 促す と と も に 、 
| 三 つ の 密 | を 避け る 行動 を 徹底 する よう 促す 。 

⑬ 特定 都 道 府 県 は 、 国民 生活 ・ 国 民 経 済 の 安定 確保 に 不可 欠 な 業務 を 行う 事 
業者 に つい て は 、 十分 に 感染 拡大 防止 策 を 講じ つつ 、 事業 の 特性 を 踏ま え 、 
業務 の 継続 を 要請 する 。 事業 に お いて は 、「 三 つの 密 | を 避け る た め の 必 要 
な 対策 を 講じ る こと と する 。 な お 、 国民 生活 ・ 国 民 経 済 の 安定 確保 に 不可 欠 
な 業務 を 行う 事業 者 と は 、 法 第 2 条 に 規定 され る 指定 公共 機関 及び 指定 地 
方 公共 機関 や 法 第 28 条 に 規定 され る 登録 事業 者 を 参考 と し 、 こ れ ら 医療 、 
国民 生活 ・ 国 民 経 済 維持 の 業務 を サポ ー ト する 事業 者 等 に も 留意 し 、 別 添 に 
例示 する 。 

政府 及び 特定 都 道 府 県 は 、 事業 者 の 円 滑 な 活動 を 支援 する た め 、 事業 者 か 
ら の 相談 窓口 の 設置 、 物流 体制 の 確保 、 ライ フラ イン の 万 全 の 体制 の 確保 等 
に 努め る 。 

⑮ 大 都市 圏 の 特定 都 道 府 県 は 、 人 口 及び 人 口 密度 が 高く 、 交通 の 要 所 で 
も ある こと を 踏ま えて 、 全国 的 か つ 急 速 な まん 延 の 起点 と な ら な いよ う 、 
上 記 の まん 延 防止 の た め の 対 策 を 十分 に 行う 。 それ 以外 の 特定 都 道 府 県 
で あっ て も 、 全国 的 か つ 急 速 な まん 延 の お それ が ある こと か ら 適 切な 対 
策 を 講ず る 。 

政府 及び 地方 公共 団体 は 、 飲 食 店 に つい て は 、 施 設 の 使用 制限 等 の 対 
象 と は な っ て は いな い が 、 「 三 つの 密 」 が 生じ る こと が な いよ う 、 所 要 の 
感染 防止 策 を 講じ る よう 促す 。 食堂 、 レ スト ラン 、 喫 茶店 な ど に つい て 
は 、 換気 、 人 と 人 と の 間隔 を 適切 に と る こと 等 に 注意 する な ど 、 |「 三 つの 
密 ] を 避け る た め の 所 要 の 感染 防止 を 呼び 掛け る 。 

⑰ 政府 は 、 関 係 機関 と 協力 し て 、 ク ラス ター 対策 に あたる 専門 家 の 確 
保 及 び 育 成 を 行う 。 

厚生 労働 省 及 び 特 定 都 道 府 県 は 、 関 係 機関 と 協力 し て 、 特 に 、 感 染 撤 
大 の 兆し が 見 られ た 場合 に は 、 専門 家 や その 他人 上 員 を 確保 し 、 そ の 地域 
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へ の 派遣 を 行う 。 

政府 及び 地方 公共 団体 は 、 ク ラス ター 対策 を 抜本 強化 する と いう 観点 か 
ら 、 保健 所 の 体制 強化 に 迅 束 に 取り 組む 。 これ に 関連 し 、 特定 都 道 府 県 は 、 
管内 の 市 町 村 と 迅速 な 情報 共有 を 行い 、 ま た 、 対 策 を 的 確か つ 迅 速 に 実施 
する た め 必 要 が ある と 認め る と き は 、 法 第 24 条 に 基づく 総合 調整 を 行う 。 
さら に 、 特 定 都 道府県 は 、 ク ラス ター の 発見 に 資す る よう 、 都 道府県 間 の 
迅速 な 情報 共有 に 努め る と と も に 、 政 府 は 、 対 策 を 的 確か つ 迅 束 に 実施 す 
る た め 必 要 が ある と 認め る と き は 、 法 第 20 条 に 基づく 総合 調整 を 行う 。 な 
お 、 政府 は 、 感染 症 法 第 12 条 に 基づく 特定 都 道 府 県 知 事 等 か ら 厚 生 労 働 大 
臣 へ の 報告 が 迅 束 に 行え る よう 必要 な 支援 を 行う 。 また 、 政府 は 、 民間 事業 
者 等 と 協力 し て 、S N S 等 の 技術 を 活用 し て 、 感 染 状況 等 の 把握 を 行う 仕 
組み を 構築 する 。 

文部 科学 省 は 、 4 月 1 日 に 改定 し た 「 新 型 コ ロナ ウイ ルス 成 染 症 に 対 
応 し た 了 臨時 休業 の 実施 に 関す る ガイ ドラ イン 」 等 に お いて 示し た 、 了 臨時 
休業 の 実施 に 係る 考え 方 に つい て 周知 を 行う と と も に 、 今後 の 感染 拡大 
の 状況 や 専門 家 会 議 の 見 解 を 踏ま え 、 厚生 労働 省 の 協力 を 得 つ つ 、 必要 
に 応じ 、 追 加 的 な 考え 方 等 を 示す 。 都 道府県 は 、 学 校 設置 者 に 対し 、 保 
健 管理 等 の 感染 症 対策 に つい て 指導 する と と も に 、 地域 の 感染 状況 や 学 
校 関係 者 の 感染 者 情報 に つい て 速やか に 情報 共有 する 。 

@⑳ 厚生 労働 省 は 、 保 育 所 や 放課後 児童 クラ ブ 等 に つい て 、 保 育 の 縮小 や 
臨時 休園 等 に つい て の 考え 方 を 示す 。 そ の 際 、 可 能 な 保護 者 に 登 園 を 控 
える よう お 願い する な ど 保 育 等 の 提供 を 縮小 し て 実施 する こと や 、 医療 
従事 者 や 社会 の 機能 を 維持 する た め に 就業 継続 が 必要 な 者 、 ひ と り 親 な 
ど で 仕事 を 休む こと が 困難 な 者 の 子ども 等 の 保育 等 を 確保 し つつ 臨時 
休園 する こと の 考え 方 を 示す 。 

② 政府 は 、 関 係 機関 と 協力 し て 、 公 共 交通 機関 その 他 の 多数 の 人 が 集 ま 
る 施設 に お ける 感染 対策 を 徹底 する 。 

②⑳) 政府 は 、 水 際 対 策 に つい て 、 国 内 へ の 感染 者 の 流入 及び 国内 で の 感染 
拡大 を 防止 する 観点 か ら 、 入国 制限 、 渡航 中 止 勧告 、 帰国 者 の チェ ッ ク ・ 
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健康 観察 等 の 検疫 の 強化 、 査 証 の 制限 等 の 措置 等 を 引き 続き 実施 する 。 
な お 、 厚 生 労 働 省 は 、 関 係 省庁 と 連携 し 、 健 康 観察 に つい て 、 保 健 所 の 
業務 負担 の 軽減 や 体制 強化 等 を 支援 する 。 

諸 外国 で の 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 の 発生 の 状況 を 踏ま えて 、 必要 
に 応じ 、 国 土 交通 省 は 、 航 空 機 の 到着 空港 の 限定 の 要請 等 を 行う と と も 
に 、 厚 生 労 働 省 は 、 特 定 検疫 港 等 生ま 

②) 厚生 労働 省 は 、 停 留 に 利用 する 施設 が 不足 する 場合 に は 、 法 第 29 条 
の 適用 も 念頭 に 置き つつ も 、 必 要 に 応じ 、 5 時 停留 に 
利用 可能 た rm の 管理 者 に 対し て 丁寧 な 説明 を 行う こと で 停留 施設 の 
確保 に 努め 

⑳) の あっ て は 、 感染 者 が 少な い 都 
道府県 が ある も の の 、 全 国 的 に 感染 拡大 の 傾向 が 見 られ る こと か ら 、 
地域 の 流行 を 抑制 し 、 特に 、 大 型 連休 期間 に お ける 人 の 移動 を 最小 化す 
る こと を 目的 と 時 宣言 の 対象 と する も の で ある こと に か ん 
が み 、 上 記 ③⑫⑬ の 措置 に つい て は 、 感 染 拡大 防止 を 主眼 と し つつ 、 地 
er こ 与え る 影響 等 を 踏ま え 、 都 道 府 県 知 事 が その 

実施 に つい て 、 判 断 を 行う も の と する 。 


(4 ) 医療 等 
Q①) 厚生 労働 省 は 、 地 方 公共 団体 や 関係 機関 と 協力 し て 、 感染 拡大 の 状況 
に 応じ 、 以 下 の よ うに 、 地 域 ご と I A 
現行 で は 、 帰 国 者 ・ 接 触 者 相談 セン ター 及び 講 国 者 ・ 接 触 者 外来 に よ 
A 
の 外来 医療 を 提供 する こと 。 
また 、 医 師 の 判断 に より 検査 を 実施 し 、 患者 が 認め られ た 場合 に は 、 感染 
症 法 第 19 条 に 基づく 感染 症 指定 医療 機関 等 へ の 入院 勧告 ・ 措 置 を 実施 し 、 
まん 延 防止 を 行い つつ 、 患 者 に 対し 、 適 切な 医療 を 提供 する こと 。 
患者 が 増加 し 重症 者 等 に 対す る 入院 医療 の 提供 に 支障 を きた す お それ が 
ある と 判断 する 特定 孝道 人 県 で は 、 厚生 労働 洛 に Es 火 の 上 、 重症 者 等 に 対す 
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る 医療 提供 に 重点 を 移す 観点 か ら 、 入院 治療 が 必要 な い 軽 症 者 等 は 自宅 療養 
と し 、 電話 等 情報 通信 機器 を 用 いて 遠 防 で 健康 状態 を 把握 し て いく と と も に 、 
医師 が 必要 と し た 場合 に は 電話 等 情報 通信 機器 を 用 いて 診療 を 行う 体制 を 
整備 する こと 。 
また 、 自 宅 療養 と する 際 、 家族 構成 等 か ら 高 齢 者 や 基礎 疾患 を 有する 者 等 
へ の 感染 の お それ が ある 場合 に は 、 地方 公共 団体 は 、 軽症 者 が 宿泊 施設 等 で 
の 療養 を 行う こと や 、 同居 家族 が 一 時 的 に 別 の 場所 に 滞在 する こと 等 、 家族 
内 感染 の リス ク を 下げ る た め の 取 組 を 講じ る こと 。 地 方 公共 団体 は 、 予 め 、 
ホテ ル な ど 一 時 的 な 宿泊 施設 の 確保 に 努め る と と も に 、 国 は 、 地方 公共 団体 
と 密接 に 連携 し 、 地 方 公共 団体 の 取組 を 支援 する こと 。 
患者 が 更に 増加 し 帰国 者 ・ 接 触 者 外来 で の 医療 提供 に 支 議 を きた す お それ 
が ある 地域 で は 、 地 域 の 感染 状況 や 医療 需要 に 応じ 、 帰国 者 ・ 接 触 者 相談 セ 
ンタ ー の 体制 を 強化 し た うえ で 、 帰国 者 ・ 接 畠 者 外来 を 増設 し 、 専属 的 な 人 
材 を 確保 する な ど 外 来 を 早急 に 受診 で きる 体制 を 整備 する こと 。 
さら に 患者 が 増加 し 増設 し た 帰国 者 ・ 接 触 者 外来 で の 医療 提供 の 限度 を 超 
える お それ が ある と 判断 する 都 道 府 県 で は 、 厚生 労働 省 に 相談 の 上 、 必要 な 
感染 予防 策 を 講じ た 上 で 、 一 般 の 医療 機関 で の 外来 診療 を 行う こと 。 
こう し た 状況 で は 、 感染 へ の 不安 か ら 安易 に 医療 機関 を 受診 する こと で か 
えっ て 感染 する リス ク を 高め る 可能 性 が ある こと も 踏ま え 、 症状 が 軽度 で あ 
る 場合 は 、 自 宅 で の 安静 ・ 療 養 を 原則 と し 、 状態 が 変化 し た 場合 に 、 か か り 
つけ 医 等 に 相談 し た 上 で 、 受 診 す る よう 周知 する こと 。 
② 厚生 労働 省 は 、 地 方 公共 団体 や 関係 機関 と 協力 し て 、 オ ー バ ーシュ ー 
ト や 今後 の 感染 者 の 大 幅 な 増加 を 見 据え 、 必 要 に 応じ 、 法 第 31 条 に 基 
づく 医療 等 の 実施 の 要請 等 も 念頭 に お きつ つ 、 以 下 の よ うに 、 医 療 提供 
体制 の 確保 を 進め る 。 
例え ば 、 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 の 患者 を 集約 し て 優先 的 に 受け 入れ る 
医療 機関 の 指定 な ど 、 地域 の 医療 機関 の 役割 分 担 を 行う と と も に 、 結核 病床 
や 一 般 の 医療 機関 の 一 般 病床 等 の 活用 も 検討 し 、 ピー ク 時 の 入院 患者 を 受け 
入れ る た め に 必要 な 病床 を 確保 する こと 。 


医療 提供 体制 を 支え る 医薬 品 や 医療 機器 、 医 療 資材 の 製造 体制 を 確保 
し 、 必 要 な 医療 機関 に 志 東 か つ 円 滑 に 提供 で きる 体制 を 確保 する と と も 
に 、 専 門人 性 を 有する 医療 従事 者 や 人 工 呼吸 器 等 の 必要 な 医療 機器 ・ 物 資 ・ 
感染 防御 に 必要 な 資材 等 を 迅 東 に 確保 し 、 適 切な 感染 対策 の 下 で の 医療 提 
供 体制 を 整備 する こと 
医療 機関 は 、B CP も 踏ま え 、 必 要 に 応じ 、 医 師 の 判断 に より 延期 
が 可能 と 考え られ る 予定 手術 や 予定 入院 の 延期 を 検討 する こと 。 
地域 の 診療 所 な ど 一 般 の 医療 機関 に 勤務 し て いる 医療 従事 者 の 派遣 を 
検討 する こと 。 
例え ば 、 重症 化し や すい 方 が 来院 する が ん セン ター、 透 析 医 療 機関 及び 産 
科 笑 療 機関 な ど は 、 必要 に 応じ 、 新型 コロ ナウ イル ス 感染 症 へ の 感染 が 疑わ 
れる 方 へ の 外来 診療 を 原則 行わ な い 医 療 機関 と し て 設定 する こと 。 
仮設 の 診療 所 や 病棟 の 設置 、 非 稼働 山木 の 利用 、 特 定 都 道 府 県 に よる 法 第 
48 条 に 基づく 臨時 の 医療 施設 を 開設 する に あたっ て 、 必 要 な 支援 を 行う こ 
Es 
医療 提供 体制 の ひっ 迫 及 び オ ー バ ーシュ ー ト の 発生 に 備え 、 都 道 府 県 域 を 
越え る 場合 も 含め た 広域 的 な 患者 の 受入 れ 体制 を 確保 する こと 。 
③ 厚生 労働 省 は 、 医 療 機関 及び 高齢 者 施設 等 に お ける 施設 内 感染 を 徹底 的 
に 防止 する 観点 か ら 、 地方 公共 団体 と 協力 し て 、 以下 の 事項 に つい て 周知 徹 
底 を 行う 。 
医療 機関 及び 高齢 者 施設 等 の 設置 者 に 対し て 、 従 事 者 等 が 感染 源 と な 
ら な いよ う 、「 三 つの 密 ] が 生じ る 場 を 徹底 し て 避け る と と も に 、 症状 が 
な く て も 患者 や 利用 者 と 接する 際 に は マス ク を 着用 する 、 手 洗い ・ 手 指 
消毒 の 徹底 、 パ ソン コン や エレ ベー ター の ボタ ン な ど 複 数 の 従事 者 が 共有 
する も の は 定期 的 に 消毒 する 、 食 堂 や 詰め 所 で マス ク を は ず し て 飲食 を 
する 場合 、 他 の 従事 者 と 一 定 の 距離 を 保つ 、 日 々 の 体調 を 把握 し て 少し 
で も 調子 が 悪けれ ば 自宅 待機 する な どの 対策 に 万 全 を 期す こと 
医療 機関 及び 高齢 者 施設 等 に 対し て 、 面会 者 か ら の 感染 を 防ぐ た め 、 
面会 は 緊急 の 場合 を 除き 一 時 中 止 す べき こと 。 
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さら に 、 患 者 、 利 用 者 か ら の 感染 を 防ぐ た め 、 感 染 が 流行 し て いる 地 
域 に お いて は 、 施 設 で の 通所 サー ビス な どの 一 時 利用 を 中 止 又は 制限 す 
る 、 入 院 患者 、 利 用 者 の 外出 、 外 泊 を 制限 する 等 の 対応 を 検討 すべ き で 
ある こと 。 
医療 機関 及び 高齢 者 施設 等 に 対し て 、 入 院 患 者 、 利 用 者 等 に つい て 、 
新型 コロ ナウ イル ス 成 染 症 を 疑っ た 場合 は 、 早 急 に 個室 隔離 し 、 保 健 所 
の 指導 の 下 、 感 染 対策 を 実施 し 、 標 準 予防 策 、 接 触 予防 策 、 飛 涼感 染 巴 
防 策 を 実施 する こと 。 
④ 政府 及び 特定 都 道 府 県 は 、 特 に 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 を 疑う 患者 に 
PCR 検 査 や 入院 の 受け 入れ を 行う 医療 機関 等 に 対し て は 、 マ スク 等 の 個 
人 防護 具 を 優先 的 に 確保 する 。 
⑤ 特定 都 道 府 県 は 、③ の 周知 に 協力 する と も に 、 感染 者 と 非 感染 者 の 空間 を 
分 ける な ど を 含む 感染 防御 策 の 更 な る 徹底 な ど を 通し て 、 医 療 機関 及び 施 
設 内 で の 感染 の 拡大 に 特に 注意 を 払う 。 また 、 特に 感染 が 疑わ れる 医療 、 施 
設 従事 者 及び 入院 患者 等 に つい て は 、 率 先 し て P CR 検査 等 を 受け させ る 
よう に する 。 
⑥ 厚生 労働 省 は 、 こ の 他 、 適 切な 医療 提供 ・ 感 染 管理 の 観点 で 、 次 の 事項 に 取 
り 組む 。 
関係 省庁 と 協力 し て 、 オー バー シュ ー ト の 発生 に 備え て 、 感 染 証 病床 等 の 
利用 状況 に つい て 一 元 的 か つ 即 座 に 把握 可能 と する 仕組 み の 構築 を 進め る 
こ で で s 
外来 で の 感染 を 防ぐ た め 、 関係 機関 と 協力 し て 、 医療 機関 の 外来 に お いて 、 
一 般 の 患者 も 含め 、 混雑 を 生じ させ な いよ う 、 予約 に よる 診療 や 動 線 が 適切 
に 確保 され た 休日 夜間 急患 セン ター の 施設 活用 な ど を 推 以 する こと 。 
妊産婦 に 対す る 感染 を 防止 する 観点 か ら 、 医療 機関 に お ける 動 線 分 離 等 の 
感染 対策 の 徹底 に 加え 、 関 秦 機関 と 協力 し て 、 感染 が 疑わ れる 妊産婦 へ の 早 
め の 相 談 の 呼び か け や 、 妊娠 中 の 女性 労働 者 に 配慮 し た 休み や すい 環境 整備 
な どの 取組 を 推進 する こと 。 
関係 機関 と 協力 し て 、 外 国人 が 医療 を 適切 に 受け る こと が で きる よう 、 医 
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療 通 訳 の 整備 な ど を 、 引 き 続 き 、 強 化す る こと 。 

関係 省庁 ・ 関 係 機関 と も 理由 し 、 有効 な 治療 薬 や ワク チン 等 の 開発 を 加 束 
する こと 。 特に 、 他 の 治療 で 使用 され て いる 薬剤 の うち 、 効果 が 期待 され る 
も の に つい て 、 そ の 効果 を 検証 する た め の 了 臨床 研究 ・ 治 験 等 を 速やか に 実施 
する こと 。 

法令 に 基づく 健康 診断 及び 予防 接種 に つい て は 、 適切 な 感染 対策 の 下 で 実 
施さ れる よう 、 時 期 や 時 間 等 に 配慮 する こと 。 

⑦ 政府 は 、 上 記 に 関し 、 地 方 公共 団体 等 に 対す る 必要 な 支援 を 行う 


(5) 経済 ・ 雇 用 対策 

政府 は 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 の まん 延 を 防止 する と と も に 、 新 型 
コロ ナウ イル ス 感 染 症 に よる 内 外 経 済 や 国民 生活 へ の 影響 を 注意 深く 見 
極め な が ら 、 機動 的 に 、 必 要 か つ 十 分 な 経済 財政 政策 を 中 踏 な く 行 うこ と 
と し 、 日 本 経済 を 確か な 成長 軌道 へ と 戻す た め の 思 い 切 っ た 措置 を 講じ て 
いく 。 特に 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス の 感染 拡大 に より 経済 活動 が 縮小 する 中 
で 影響 を 受け て いる フリ ー ラ ンス を 含め 、 様々 な 形態 で 働く 方 々 の 雇用 や 
生活 を 維持 する と と も に 、 中 小 ・ 小 規模 事業 者 や 個人 事業 主 の 方 々 が 継続 
し て 事業 に 取り 組め る よう 制度 を 整え る 


(6 ) その 他 重 要 な 留意 事項 

1 ) 人 権 へ の 配慮 等 

① 政府 は 、 患者 ・ 感 染 者 や 対策 に 携わっ た 方 々 等 の 人 権 に 配慮 し た 取 
組 を 行う 。 

② 政府 は 、 海 外 か ら 一 時 帰国 し た 児童 生徒 等 へ の 学校 の 受け 入れ 支援 
や いじ め 防 止 等 の 必要 な 取組 を 実施 する 。 

③ 政府 及び 関係 機関 は 、 各種 対策 を 実施 する 場合 に お いて は 、 国民 の 
自由 と 権利 の 制限 は 必要 最小 限 の も の と する と と も に 、 女 性 や 障害 者 
な ど に 与え る 影響 を 十分 配慮 し て 実施 する も の と する 。 

ん ④ 政府 は 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 対策 に 従事 する 医療 関係 者 が 風 
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評 被害 を 受け な いよ う 、 国 民 へ の 普及 啓 発 等 、 必 要 な 取組 を 実施 する 。 

⑤ 政府 及び 地方 公共 団体 は 、 マ スク 及び 個人 防護 具 、 医 薬品 、 WM 
外 品 、 食料 品 等 に 係る 物価 の 高騰 及び 買占め 、 売り 惜しみ を 未然 に 
放し 又は 沈静 化す る た め 、 必 要 に 応じ 、 法 第 59 条 に 基づく 
ビビ る 。 

⑥ 政府 及び 地方 公共 団体 は 、 外 出 を 自粛 する 方 々 の 心 の ケア や 自宅 で 
の DV や 虐待 の 発生 防止 に 取り 組む と と も に 、 在宅 の 一 人 暮らし の 高 

齢 者 や 障害 者 な どの 要 援 護 者 に 対し て 、 市 町 村 が 行う 見 守り 等 に 対し 
て 適切 に 支援 する 。 
2) 物資 ・ 資 材 等 の 供給 

① 政府 は 、 国 民 や 地方 公共 団体 の 要望 に 応じ 、 マ スク 、 個 人 防護 具 や 
消毒 楽 、 食 料 品 等 の 増産 や 円 滑 な 供給 を 関連 事業 者 に 要請 する 。 ま た 、 
政府 は 、 感 染 防止 や 医療 提供 体制 の 確保 の た め 、 マ スク 、 個 人 防護 具 、 
人 工 呼吸 器 等 の 必要 な 物資 を 国 の 責任 で 確保 し 、 必 要 に 応じ 、 法 第 54 
条 に 基づく 緊急 輸送 の 要請 や 法 第 55 条 に 基づく 売 渡し の 要請 等 を 行 
う 。 例え ば 、 マ スク 等 を 国 で 購入 し 、 必要 な 医療 機関 や 介護 施設 等 に 
優先 配布 する こと や 、 感 染 拡 大 防止 策 が 特に 必要 と 考え られ る 地域 に 
お いて 必要 な 配布 を 行う 。 

② 政府 は 、 マ スク や 消毒 薬 等 の 国民 が 必要 と する 物資 を 確保 する た め 
国民 生活 安定 緊急 措置 法 (昭和 48 年 法律 第 121 号 ) 第 26 条 第 1 頂 を 適 
用 し 、 マス ク の 転売 行為 を 禁止 する と と も に 、 過剰 な 在庫 を 抱え る こと の 
な いよ う 消 費 者 や 事業 者 に 冷静 な 対応 を 呼び か ける 。 また 、 政府 は 、 繰り 
返し 使用 可能 な 布製 マス ク の 普及 を 進め る 。 

③ 政府 は 、 事 態 の 長期 化 も 念頭 に に マス ク や 抗菌 薬 の 原 薬 を 含む 医薬 品 、 
医療 機器 等 の 医療 の 維持 に 必要 な 資材 の 安定 確保 に 努め る と と も に 、 国 産 
化 の 検討 を 進め る 。 

3) 関係 機関 と の 連携 の 推進 

① 政府 は 、 地 方 公共 団体 を 含む 関係 機関 等 と の 双方 向 の 情報 共有 を 強 

化し 、 対策 の 方 針 の 迅速 な 伝達 と 、 対策 の 現場 に お ける 状況 の 把握 を 
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行う 。 

② 政府 は 、 対策 の 推進 に あたっ て は 、 地 方 公共 団体 、 経済 団体 等 の 関 
係 者 の 意見 を 十分 聞き な が ら 進 め る 。 

③ 地方 公共 団体 は 、 保健 部 局 の みな ら ず 、 危機 管理 部 局 も 含め すべ て 
の 部 局 が 協力 し て 対策 に あたる 。 

④ 政府 は 、 国際 的 な 連携 を 密 に し 、 WHO や 諸 外 国 ・ 地 域 の 対応 状況 
等 に 関す る 情報 収集 に 努め る 。 また 、 日 本 で 得 ら れ た 知見 を 積極 的 に 
WHO0 等 の 関係 機関 や 諸 外 国 ・ 地 域 と 共有 し 、 今後 の 対策 に 活か し て 
いく と と も に 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 の 拡大 に よる 影響 を 受け る 
・ 地 域 に 対す る 国際 社会 全体 と し て の 対策 に 貢献 する 。 

⑤) 政府 は 、 基礎 医学 研究 及び 了 臨床 医学 研究 、 疫学 研究 を 含む 社会 医学 
研究 等 の 研究 体制 に 対す る 支援 を 通し て 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 
へ の 対策 の 推進 を 図る 。 

⑥ 特定 都 道 府 県 は 、 近隣 の 特定 都 道 府 県 が 緊急 事態 宣言 後 の 様 々 な 措 
置 を 行う に あたり 、 そ の 要請 に 応じ 、 必 要 な 支援 を 行う 。 

⑦ 特定 都 道 府 県 は 、 緊急 事態 宣言 後 の 様 々 な 措置 を 実施 する に あたっ 
て は 、 予 め 政 府 対策 本 部 と 協議 し 、 迅速 な 情報 共有 を 行う 。 政府 対策 
本 部 長 は 、 特 定 都 道 府 県 が 適切 に 緊急 事態 措置 を 講じ る こと が で きる 
よう 、 専 門 家 の 意見 を 踏ま えつ つ 、 特 定 都 道 府 県 と 総合 調整 を 行う 。 

緊急 事態 宣言 後 の 様 々 な 措置 を 実施 し た 際 に は 、 特 定 都 道 府 県 知事 
及び 指定 行政 機関 の 長 は 政府 対策 本 部 長 に 、 特 定 市 町 村長 及び 指定 地 
方 公共 機関 の 長 は その 所 在 す る 特定 都 道 府 県 知事 に 、 指 定 公共 機関 の 
長 は 所 管 の 指定 行政 機関 に 、 そ の 則 及 びそ の 理由 を 報告 する 。 政府 対 
策 本 部 長 は 国会 に 、 特 定 都 道府県 知事 及び 指定 行政 機関 の 長 は 政府 対 
策 本 部 長 に 、 報 告 を 受け た 事項 を 報告 する 。 

4 ) 社会 機能 の 維持 

① 政府 、 地 方 公共 団体 、 指定 公共 機関 及び 指定 地方 公共 機関 は 、 職員 に お 
ける 感染 を 防ぐ よう 万 全 を 尽く す と と も に 、 万 が 一 職員 に お いて 感染 者 又 
は 濃厚 接触 者 が 確認 され た 場合 に も 、 職 務 が 遅滞 な く 行 える よう に 対策 を 
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予め 講じ る 。 特 に 、 テ レビ 会 議 及 び テ レ ワ ー ク の 活用 に 努め る 。 
② 地方 公共 団体 、 指 定 公共 機関 及び 指定 地方 公共 機関 は 、 電気 、 ガ ス 、 水 
道 、 公 共 交 通 、 通信 、 金 融 業 等 の 維持 を 通し て 、 国 民生 活 及 び 国 民 経済 へ 
の 影響 が 最小 と な る よう 公益 的 事業 を 継続 する 。 
③ 政府 は 、 指 定 公共 機関 の 公益 的 事業 の 継続 に 支障 が 生じ る こと が な いよ 
う 、 必 要 な 支援 を 行う 。 
④ 国民 生活 ・ 国 民 経 済 の 安定 確保 に 不可 欠 な 業務 を 行う 事業 者 は 、 国民 生 
活 及 び 国 民 経済 安定 の た め 、 事 業 の 継続 を 図る 。 
⑤) 政府 は 、 事業 者 の サー ビス 提供 水準 に 係る 状況 の 把握 に 努め 、 必要 
に 応じ 、 国 民 へ の 周知 を 図る 。 
⑥ 政府 は 、 空 港 、 港 湾 、 医 療 機関 等 に お ける トラ ブル な ど を 防止 する た 
め 、 必 要 に 応じ 、 警 戒 警 備 を 実施 する 。 
⑦ 警察 は 、 混乱 に 乗じ た 各種 犯罪 を 抑止 する と と も に 、 取 締り を 徹底 
する 。 
5) 緊急 事態 宣言 後 の 取組 
政府 は 、 緊急 事態 宣言 を 行っ た 後に も 、 特定 都 道 府 県 や 基本 的 対処 方 
針 等 府 問 委員 会 等 と の 定期 的 な 情報 交換 を 通じ 、 感染 状況 の 変化 、 施策 
の 実施 状況 等 を 定期 的 に 分 析 ・ 評 価 し 、 特 に 期間 終期 (5 月 6 日 ) まで 
の 間 に 適切 に 評価 を 行う 。 そ の 上 で 、 必 要 に 応じ て 、 国 民 や 関係 者 へ 情 
報 発信 を 行う 。 ま た 、 緊 急 事態 解除 宣言 を 行っ た 後に も 、 引 き 続 き 、 警 
戒 を 行い 、 国 内 外 の 感染 状況 を 分 析 し 、 そ れ ま で の 知見 に 基づき 、 よ り 
有効 な 対策 を 実施 する 。 


6 ) その 他 
① 政府 は 、 必要 に 応じ 、 他 法 令 に 基づく 対応 に つい て も 、 講ず る こと 
と する 。 


② 今後 の 状況 が 、 緊 急 事 態 宣言 の 要件 等 に 該当 する か 否 か に つい て 
は 、 海 外 で の 感染 者 の 発生 状況 と と も に 、 感 染 経 路 の 不明 な 患者 や 
クラ スタ ー の 発生 状況 等 の 国内 で の 感染 拡大 及び 医療 提供 体制 の ひ 
っ 迫 の 状況 を 踏ま えて 、 国 民生 活 及び 国民 経済 に 甚大 な 影響 を 及ぼ 
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す お それ が ある か 否 か に つい て 、 政 府 対策 本 部 長 が 基本 的 対処 方 針 
等 褒 問 委員 会 の 意見 を 十分 踏ま えた 上 で 総合 的 に 判断 する こと と す 
る 。 
③ 政府 は 、 基本 的 対処 方 針 を 変更 し 、 又 は 、 緊 急 事態 の 継続 若しくは 
終了 する に あたっ て は 、 新た な 科学 的 知見 、 感 染 状況 、 施 策 の 実行 状 
況 等 を 考慮 し た 上 で 、 基 本 的 対処 方 針 等 論 問 委員 会 の 意見 を 十分 踏ま 
えた 上 で 上 臨機 応変 に 対応 する 。 
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( 別 添 ) 緊急 事態 宣言 時 に 事業 の 継続 が 求め られ る 事業 者 


以下 事業 者 等 に つい て は 、「 三 つの 容 」 を 避け る た め の 取 組 を 講じ て いた だ き 
つつ 、 事 業 の 継続 を 求め る 。 


1. 医療 体制 の 維持 

・ 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 の 治療 は も ちろ ん 、 そ の 他 の 重要 疾患 へ の 対応 も 
ある た め 、 す べ て の 医療 関係 者 の 事業 継続 を 要請 する 。 

・ 医療 関係 者 に は 、 病 院 ・ 楽 局 等 の ほか 、 医 楽 品 ・ 医 療 機器 の 輸入 ・ 製 造 ・ 販 
売 、 献 血 を 実施 する 採血 業 、 入 院 者 へ の 食事 提供 な ど 、 患 者 の 治療 に 必要 な 
すべ て の 物資 ・ サ ービス に 関わ る 製造 業 、 サ ービス 業 を 含む 。 


2. 支援 が 必要 な 方 々 の 保護 の 継続 

・ 高齢 者 、 障 害 者 な ど 特 に 支援 が 必要 な 方 々 の 居住 や 支援 に 関す る すべ て の 関 
係 者 (生活 支援 関係 事業 者 ) の 事業 継続 を 要請 する 。 

・ 生活 支援 関係 事業 者 に は 、 介 護 老 人 福祉 施設 、 障 害 者 支援 施設 等 の 運営 関係 
者 の ほか 、 施 設 入所 者 へ の 食事 提供 な ど 、 高 齢 者 、 障 害 者 な ど が 生活 する 上 
で 必要 な 物資 ・ サ ービス に 関わ る すべ て の 製造 業 、 サ ービス 業 を 含む 。 


3. 国民 の 安定 的 な 生活 の 確保 
・ 自宅 等 で 過ごす 国民 が 、 必 要 最 低 限 の 生活 を 送る た め に 不可 欠 な サー ビス を 
提供 する 関係 事業 者 の 事業 継続 を 要請 する 。 


① イン フラ 運営 関係 (電力 、 ガ ス 、 石 油 ・ 石 油 化学 ・LP ガ ス 、 上 下水 道 、 通 
信 ・ デ ー タ セン ター 等 ) 

② 飲食 料 品 供給 関係 (農業 ・ 林 業 ・ 漁 業 、 飲食 料 品 の 輸入 ・ 製 造 ・ 加 工 ・ 流 通 ・ 
ネッ ト 通 販 等 ) 

③ 生活 必需 物資 供給 関係 (家庭 用 品 の 輸入 ・ 製 造 ・ 加 工 ・ 流 通 ・ ネ ッ ト 通 販 等 ) 

④ 食堂 、 レ スト ラン 、 喫茶 店 、 宅 配 ・ テ ー ク アウ ト 、 生 活 必 需 物資 の 小売 関係 
(百貨 店 ・ ス ー パ ー、 コ ン ビ ニ 、 ド ラッ グスト ア 、 ホ ー ム セン ター 等 ) 

⑤ 家庭 用 品 の メン テ ナ ン ス 関係 (配管 エ ・ 電 気 技師 等 ) 

⑥ 生活 必需 サー ビス (ホテ ル ・ 宿泊 、 銭 湯 、 理 美容 、 ラ ンド リー、 湯 医 等 ) 

⑦ ご み 処 理 関係 (廃棄 物 収集 ・ 運 搬 、 処 分 等 ) 

冠 婚 葬 祭 業 関係 (火葬 の 実施 や 遺体 の 死後 処置 に 係る 事業 者 等 ) 

⑨ メデ ィ ア (テレ ビ 、 ラ ジオ 、 新 聞 、 ネ ッ ト 関 係 者 等 ) 

個人 向け サー ビス (ネッ ト 配 信 、 遠隔 教育 、 ネ ッ ト 環 境 維持 に 係る 設備 ・ サ 
ービス 、 自 家用 車 等 の 整備 等 ) 
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4. 社会 の 安定 の 維持 

・ 社 会 の 安定 の 維持 の 観点 か ら 、 緊 急 事態 措置 の 期間 中 に も 、 企 業 の 活動 を 維 
持 す る た め に 不可 欠 な サー ビス を 提供 する 関係 事業 者 の 最低 限 の 事業 継続 
を 要請 する 。 

① 金融 サー ビス (銀行 、 信 金 ・ 信 組 、 証 券 、 保 険 、 ク レジ ッ ト カ ー ド その 他 決 
済 サ ービス 等 ) 

② 物流 ・ 運 送 サ ービス (鉄道 、 バ ス ・ タ クシ ー・ ト ラッ ク 、 海運 ・ 港 湾 管 理 、 
毅 空 ・ 空 港 管 理 、 郵 便 等 ) 

③ 国防 に 必要 な 製造 業 ・ サ ービス 業 の 維持 (航空 機 、 潜 水 艦 等 ) 

④ 企業 活動 ・ 治 安 の 維持 に 必要 な サー ビス (ビル メン テ ナ ン ス 、 セ キュ リティ 
関係 等 ) 

⑤ 安全 安心 に 必要 な 社会 基盤 (河川 や 道路 な どの 公 物 管理 、 公共 工事 、 廃棄 物 
処理 、 個 別 法 に 基づく 危険 物 管理 等 ) 

⑥ 行政 サー ビス 等 (警察 、 消 防 、 そ の 他 行 政 サー ビス ) 

⑦ 育児 サー ビス (託児 所 等 ) 


5. その 他 

・ 医 療 、 製 造 業 の うち 、 設 備 の 特性 上 、 生 産 停止 が 困難 な も の (高炉 や 半導体 
工場 な ど ) 、 医療 ・ 支 援 が 必要 な 人 の 保護 ・ 社 会 基盤 の 維持 等 に 不可 欠 な も の 
(サプライ チェ ー ン 上 の 重要 物 を 含む 。) を 製造 し て いる も の に つい て は 、 
感染 防止 に 配慮 し つつ 、 継 続 す る 。 ま た 、 医 療 、 国 民生 活 ・ 国 民 経 済 維 持 の 
業務 を 支援 する 事業 者 等 に も 、 事 業 継続 を 要請 する 。 
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新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 対策 の 基本 的 対処 方 針 





改正 前 
政府 は 、 新型 a コロナ ウイ ルス 感染 症 へ の 対策 は 危機 管理 上 重大 な 課題 
ある と の 認識 の 下 、 国 民 の 生命 を 守る た め 、 こ れ ま で 水際 で の 対策 、 た 
延 防止 、 医 療 の 提供 等 に つい て 総力 を 挙げ て 講じ て きた 。 し か し な が ら 、 
型 内 に お いて 、 感染 経路 の 不明 な 患者 の 増加 し て いる 地域 が 散発 的 に 発生 



















































































【 資 料 1 一 2】 
令 和 2 年 3 月 28 日 

令 和 2 年 4 月 7 日 変更 
令 和 2 年 4 月 16 日 変更 














改正 後 








政府 は 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 成 染 症 へ の 対策 は 危機 管理 上 重大 な 課題 
ある と の 認識 の 下 、 国民 の 生命 を 守る た め 、 こ れ ま で 水際 で の 対策 、 6 
延 防止 、 医療 の 提供 等 に つい て 総力 を 挙げ て 講じ て きた 。 し か し な が ら 、 











弄 内 に お いて 、 感 染 


























し 、 一 部 の 地域 で 感染 拡大 が 見 られ て きた と ころ で あり 、 こ の 状況 を 踏ま 
え 、 令 和 2 年 3 月 26 日 、 新 型 イ ン フ ル エ ン ザ 等 対策 特別 措置 法 (平成 24 
年 法律 第 31 号 。 以 下 「 法 」 と いう 。) 附則 第 1 条 の 2 第 1 項 及 び 第 2 項 の 
規定 に より 読み 替え て 適用 する 法 第 14 条 に 基づき 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 
0 人 時 の 厚生 労働 大 臣 か ら 内 閣 総 理大 臣 に 
報告 され 、 同 日 に 、 法 第 15 条 第 1 項 に 基づく 政府 対策 本 部 が 設置 され た 。 












































































































































国民 の 生命 を 守る た め に は 、 感染 者 数 を 抑え る こと 及び 医療 提供 体制 や 
社会 機能 を 維持 する こと が 重要 で ある 。 
の ウッー と を より 一 層 推 進 し 、 さ 
ら に 、 積 極 的 疫学 調査 等 に より クラ スタ ー (患者 間 の 関連 が 認め られ た 和 集 
団 。 以 下 「 ク ラス ター」 と いう 。) の 発生 を 封じ 込め る こと が 、 い わ ゆ る 
オー バー シュ ー ト と 呼ば れる 爆発 的 な 感染 拡大 (以下 「 オ ー バ ーシュ ー ト 」 
と いう 。) の 発生 を 防止 し 、 感 染 者 、 重 症 者 及び 死亡 者 の 発生 を 最小 限 に 
食い 止め る た め に は 重要 で ある 。 
また 、 必要 に 応じ 、 外 出自 粛 の 要請 等 の 接触 機会 の 低減 を 組み 合わ せ て 
実施 する こと に より 、 感染 拡大 の 速度 を 可能 な 限り 抑制 する こと が 、 上 記 
の 封じ 込め を 図る た め に も 、 ま た 、 医 療 提 供 体制 を 崩壊 させ な いた め に も 、 
重要 で ある 。 
あわ せ て 、 今後 、 国 内 で 感染 者 数 が 急増 し た 場合 に 備え 、 重 症 者 等 へ の 
対応 を 中 心 と し た 医療 提供 体制 等 の 必要 な 体制 を 整 を える よう 準備 する こ 
と も 必要 で ある 。 

既に 国内 で 感染 が 見 られ る 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 に 関し て は 、 次 項 









































































































































































































































し 、 一 部 の 地域 で 感染 

















傾 経 路 の 不明 な 愚者 の 増加 し て いる 地域 が 散発 的 に 発生 
拡大 が 見 られ て きた と ころ で あり 、 こ の 状況 を 踏ま 

















え 、 令 和 2 年 3 月 











0 と が 、 厚 生 労働 大 臣 か ら 内 閣 総 理大 臣 





に 報告 され 、 同 日 
WU 

















26 日 、 新型 イン フル エン ザ 等 対策 特別 措置 法 (平成 24 
年 法律 第 31 号 。 以 下 「 法 」 と いう 。) 附則 第 1 条 の 2 第 1 項 及 び 第 2 項 
の 規定 に より 読み 替え て 適用 する 法 第 14 条 に 基づき 、 新 型 コ ロナ ウイ ル 



































に 、 























法 第 15 条 第 1 項 に 基づく 政府 対策 本 部 が 設置 され 




















国民 の 生命 を 守る た め に は 、 感 染 染 者 数 を 抑え る こと 及び 医療 提供 体制 や 


社会 機能 を 維持 する こと が 重要 で ある 。 
A 





























「 三 つの 鶴 」 を 避け る こと を より 一 層 推 進 し 、 さ 

















に 、 積極 的 疫学 調査 
OC 




















等 に より クラ スタ ー (患者 間 の 関連 が 認め られ た 集 








オー バー シュ ー ト と 呼ば れる 爆発 的 な 感染 拡大 (以下 「 オ ー バ ーシュ ー ト 」 
と いう 。) の 発生 を 防止 し 、 感染 者 、 重 症 者 及び 死亡 者 の 発生 を 最小 限 に 


食い 止め る た め に は 





重要 で ある 。 



































実施 する こと に より 、 
の 封じ 込め を 図る た め 





重要 で ある 。 
あわ せ て 、 今 後 、 























一 内 で 感染 者 数 が 急増 し た 場合 に 備え 、 











また 、 必要 に 応じ 、 外 出自 草 の 要 請 等 の 接触 機会 の 低減 を 組み 合わ せ て 


























Ce 限り 抑制 する こと が 、 上記 
に ゃ も 、 ま た 、 医 療 提供 体制 を 崩壊 させ な いた め に も 、 





























Il 


症 者 等 へ の 





























対応 を 中 心 と し た 医療 提供 体制 等 の 必要 な 体制 を 整え る よう 準備 する こ 





と も 必要 で ある 。 

















既に 国内 で 感染 が 見 られ る 新型 コロ ナウ イル ス 成 染 症 に 関し て は 、 次 項 











改正 前 

「 一 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 発生 の 状況 に 関す る 事実 」 に 示す と お り 、 
肺炎 の 発生 顔 度 が 、 季 節 性 イン フル エン ザ に か か っ た 場合 に 比 し て 
相当 程度 高く 、 国民 の 生命 及び 健康 に 著しく 重大 な 被害 を 与え る お そ 

れ が ある こと 、 

感染 経路 が 特定 で き な い 症例 が 多数 に 上 り 、 か つ 、 急 速 な 増加 が 確 

RI まこ と か ら 、 全国 的 

か つ 急 速 な まん 延 に より 国民 生活 及び 国民 経済 に 甚大 な 影響 を 及ぼ 

す お それ が ある 状況 で ある こと 

が 、 総 合 的 に 判断 で きる 。 

SN NO Ne 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 
感染 症 対策 本 部 長 は 法 第 32 条 第 1 項 に 基づき 、 只 急 事態 宮 言 を 行っ た 。 
計上 を 2% 季 ナ ご き 提 は 人 2 生 月 か ら 人 年 














































































































































































































一 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 発 4 


肺炎 の 発生 














改正 後 











E の 状況 に 関す る 事実 」 に 示す と お り 、 
豆 度 が 、 季節 性 イン フル エン ザ に か か っ た 場合 に 比 し て 





相当 程度 高く 、 国 民 の 生命 及び 健康 に 着 し く 重 大 な 被害 を 与え る お そ 
れ が ある こと 、 





感染 経路 が 特定 で き な い 
医療 提供 体 第 
か っ 急速 な まん 延 に より 国 


認 さ れ て お り 、 














症例 が 多数 に 上 り 、 か つ 、 急 速 な 増加 が 確 
伸和 PO の と か ら 、 全国 的 
民生 活 及 び 国 民 経 済 に 甚大 な 影響 を 及ぼ 





















































す お それ が ある 状況 で ある こと 
が 、 総 合 的 に 判断 で きる 。 





ご の よう な こさ 





















































日 まで の 29 日 間 で あり 、 堅 急 事態 措置 を 実施 すべ き 区 域 は 埼玉 県 、 千 葉 




















日 






































A 



































態 措置 を 実施 する 必要 が な く な っ た と 認め られ る と き は 、 期間 内 で あっ て 
も 速やか に 上 緊急 事態 を 解除 する 。 























人 の 宣言 は 、 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 の 現状 と と も に 、 こ れ ま 
題 に 照ら し 合わ せ て 、 法 に 基づく 各 施 策 を 用 いて 感染 拡大 を 防ぐ と 
Ne この 宣言 の 下 、 政府 や 地方 公共 団体 、 医 療 関係 寺門 家 、 事 業 
を 含む 国民 が 一 丸 と な っ て 、 基本 的 な 感染 予防 の 実施 や 不要 不 急 の 外出 
の 自粛 、 後 涼 す る 「 三 つの 密 」 を 人 避け る こと な ど 、 自 己 へ の 感染 を 回 避 す 
る と と も に 、 他 人 に 感染 させ な いよ うに 微 底 する こと が 必要 で ある 。 
実効 性 の ある 施策 を 包括 的 に 確実 か つ 迅 速 に 実行 する に あたっ て は ク 
ラス ター 対策 を 行う 体制 の 強化 や 医療 提供 体制 の 確保 が 喫緊 の 課題 で あ 
これ まで の 施策 を 十分 な 有効 性 を 持た せ て 実施 し て いく と と も に 、 特 
に 不要 不 急 の 外出 な ど 外 出自 刺 の 要請 等 を 強力 に 行い 、 人 と 人 と の 接触 を 
徹底 的 に 低減 する こと で 、 必 要 な 対策 を 実施 する こと と する 。 










































































































































































を 踏ま えて 、 
感染 症 対策 本 部 長 は 法 第 32 条 第 1 項 【 
緊急 事態 措 




















令 和 2 年 4 月 7 日 に 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 














に 基づき 、 緊急 事態 家 言 を 行っ た 。 




















置 を 実施 すべ き 期 間 は 令 和 2 年 4 月 7 日 か ら 令 和 2 年 5 月 6 
まで の 29 日 間 で あり 、 緊 急 事 態 措置 を 実施 すべ き 区 域 は 埼玉 県 、 千 葉 



































県 、 東 京都 、 神 奈川 県 、 大 阪 府 、 兵 庫 県 及び 福岡 県 と し た 。 ま た 、 令 和 2 





年 4 月 16 日 現在 に お いて 、 上 記 7 都府県 と 同 得度 に まん 延 が 進ん で いる 


道府県 と し て 北海 道 、 








茨城 県 、 右 川 県 、 




















県 と 同 程度 に まん 延 が 進ん で いる 
岐阜 県 、 愛 知 県 、 京 都 府 を 緊急 事 


























態 措置 を 実施 すべ き 区 域 ( 


























こ 加 える と と 


も に 、 そ れ 以 外 の 県 に お いて も 5 べべ 














ー ジ 以降 で 述べ る 理由 に より 、 全 都 道 府 県 を 緊急 事態 措置 の 対象 と する こ 





と と 








と と し た 。 これ ら の 区 域 に お いて 緊急 事態 措置 を 実施 すべ き 期 間 は 、 令 和 


2 年 4 月 16 





らら た これ ら の 








205484H2 8 6 日 3 











まで と し た 。 な お 、 腎 急 事態 措置 を 











実施 する 必要 が な く な っ た と 
に 腎 急 事態 を 解除 する 。 


で の 課題 に 








緊急 事態 の 宣言 








は 、 新型 a コロナ ウイルス 感染 症 の 現状 と と も に 、 これ ま 
照ら し 合わ せ て 、 法 に 基づく 各 施 策 を 用 いて 感染 拡大 を 防ぐ と 

















認め られ る と き は 、 期 間 内 で あっ て も 速やか 
































と も に 、 こ の 宣言 の 下 、 政府 や 地方 公共 団体 、 医療 関係 者 、 専 門 家 、 事 業 























を 含む 国民 が 一 丸 と な っ て 、 基 本 的 な 感染 予防 の 実施 や 不要 不 急 の 外出 








の 自粛 、 
る と と も 


MR 
































後述 する 「 三 つの 容 」 を 避け る こと な ど 、 自 己 へ の 感染 を 回 避 す 
こ 、 他 人 に 感染 させ な いよ うに 徹底 する こと が 必要 で ある 。 














実効 性 の ある 施策 を 包括 的 に 確実 か つ 迅 速 に 実行 する に あたっ て は ク 
ラス ター 対策 を 行う 体制 の 強化 や 医療 提供 体制 の 確保 が 喫緊 の 課題 で あ 





これ まで の 施策 を 十分 な 有効 
に 不要 不 急 の 外出 な ど 外 出 
徹底 的 に 

















生 を 持た せ て 実施 し て いく と と も に 、 特 
自粛 の 要請 等 
氏 減 す る こと で 、 必 要 な 対策 を 実施 する こと と する 。 


を 強力 に 行い 、 人 と 人 と の 接触 を 


改正 前 
こう し た 対策 を 国民 一 丸 と な っ て 実施 する こと が で きれ ば 
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て いる 感染 を 収束 の 方 向 に 向かわ せる こと が 可能 で ある 。 具体 的 に 、 国 








民 に お いて は 、 
カカ 避け る こと 、 


不要 不 急 の 外出 を 避け る こと 、 




















事業 者 に お いて は 、 業 務 継 続 計画 (BCP) に 基づき 、 出 勤 
者 の 4 割 減少 は も と より 、 テ レ ワ ー ク な ど を 活用 する こと で 、 さ ら に 接触 





a 午 な の お 





























の 機会 を 減ら すこ と を 協力 し て 行っ て いく 必要 が ある 。30 日 間 に 急速 に 収 




















束 に 向かわ せる こと に 成功 で きた と すれ ば 、 数 理 モデ ル に 基づけ ば 、 人 








の 接触 が 回 避 で きた と 判断 され る 。 な お 、 政 府 と し て は 、 上 緊急 事 態 














し て も 、 社 会 ・ 経 済 機能 





の 影響 を 最小 限 に 留め 、 譜 外 国 で 行わ れ て いる 

















ロッ クダ ウン 」 (都市 封鎖 ) の よう な 施策 は 実施 し な い 。 


本 指針 は 、 国 民 の 生命 
状況 を 的 確 に 把握 し 、 政府 や 地方 公共 団体 矢 療 関係 者 、 





























、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 成 梁 症 を めぐ る 
NO 


















































を 含む 国民 が 一 丸 と な っ て 、 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 対策 を さら に 進 





て いく た め 、 今後 講じ る べき 対策 を 現時 点 で 整理 し 





























時 に 





た っ て 準拠 と な る べき 統一 的 指針 を 示す も の で ある 。 
な お 、 新型 コロ ナウ イル ス 成 染 症 は 新型 イン フル エン ザ と は ウイ ルス も 
病態 も 異な る 感染 症 で ある こと か ら 、 政 府 と し て は 、 地 方 公共 団体 、 医 療 








関係 者 、 専 門 家 、 事 業者 を 含む 
に 対策 を 進め て いく こと と する 。 

















一 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 発 4 
我が国 に お いて は 、 令 和 2 年 




















MM 





の 死亡 者 が 確認 され て いる 。 特に 















































国民 の 意見 を くみ 取り つつ 、 協 力 し て 直 ち 





E の 状況 に 関す る 事実 




















レク 


| 15 日 に 最初 の 感染 者 が 確認 され た 後 、 
に お いて 合計 3, 817 人 の 感染 者 、80 人 









































NN 




















で き て いな い 感 染 者 が 40.6% ( 令 和 2 年 4 月 4 日 現在 、 4 月 1 日 まで の 状 
況 ) を 占め る 状況 と な っ て いる 。 こ の こと は 、 ク ラス ター と し て 成 染 が 見 





導き すう 











の 場所 で の 感染 に 加え 、 これ まで 限定 的 で あっ た 日 常 生 活 











こう し た 対策 を 国民 




















て いる 感染 




















を 収束 の 方 向 に 
民 に お いて は 、 不要 不 急 の 外出 を 避け る こと 、 
力 避 ける こと 、 事 業者 に お いて は 、 業務 継続 計画 (BCP) に 基づき 、 出 
勤 者 の 4 割 減少 は も と より 、 テ レ ワ ー ク な ど を 活 / 


改正 後 




















一 丸 と な っ て 実施 する こと が で きれ ば 、 現 在 拡大 し 
に 向かわ せる こと が 可能 で ある 。 具体 的 に は 、 医 
































「 三 つの 審 」 や 夜 の 街 を 極 











H す る こと で 、 さ ら に 接 





触 の 機会 を 減ら すこ と を 協力 し て 行っ て いく 必要 が ある 。30 日 間 に 急 速 





に 収束 に 向かわ せる こと に 


80% の 接触 が 回 避 で きた と 
宣言 し て も 、 社 会 ・ 経 済 機 

















いる 「 ロ ッ ク ダ ウン | 


本 指針 は 
状況 を 的 確 に 把 3 





を 含む 国 


て いく た る め 、 


病態 も 異な 
関係 者 、 専 
に 対策 を : 


ー 新型 
我が国 



































る 感染 
































4 月 14 日 
人 の 死亡 者 が 確認 され て いる 。 特に 、 





まで に 、 合 ョ 


ロロ 




















判断 され る 。 な お 、 政 府 と 





能 へ の 影響 を 最小 限 に 留 
(都市 封鎖 ) の よ 
、 国民 の 生命 を 守る た め 、 新型 
量 し 、 政 府 や 地方 公共 団体 、 医 療 関係 
国民 が 一 丸 と な っ て 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 対策 を さら に 























成功 で きた と すれ ば 、 数 正 


E モ デ デル レ ( に 基づけ ば ば 
ら ヒ で は 緊急 事態 を 








め 、 諸 外 国 で 行わ れ て 
うな 施策 は 実施 しない 。 
J コ ロナ ウイ ルス 感染 症 を めぐ る 























者 、 専門 家 、 


























今後 講じ る べき 対策 を 現時 点 で 整理 し 、 昌和 
た っ て 進 拠 と な る べき 統一 的 指針 を 示す も の で ある 。 
な お 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感 活 症 は 新型 イン フル エン ザ と は ウイ ルス も 
































ある こと か ら 、 政府 と し て は 、 
門 家 、 事業 者 を 含む 国民 の 意見 を くみ 取り 


























め て いく こと と する 。 








コロ ナウ イル ス 感 染 症 発生 の 状況 に 関す る 事 
こ お い て は 、 令 和 2 年 1 月 15 日 【 






























































定 で き て いな い 感 染 


状況 ) 


























の 中 で の 感染 の リス ク が 徐々 に 増大 し 始め て いる こと を 意味 する 。 
国内 の 感染 状況 に つい て は 、 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 対策 専門 家 会 議 
Na MO 


























な 、 オーバ ーシュ 
染 が 次 々 と 報告 され 、 




















迫 し つつ ある 地域 が 出 て き て お り 、 




















ト は 見 られ て いな い が 、 都 市 部 を 中 心 に クラ スタ ー 感 
患者 数 が 急増 し 、 そ うし た 中 、 医 療 供 給 体制 が ひっ 





























医療 供給 体制 の 強化 が 喫 監 の 課題 と な 











が 61% ( 令 和 2 年 4 月 15 日 












































活 の 中 で の 感染 の リス ク が 徐々 に 増大 し 始め て いる こ 


国内 の 感染 状況 に つい て は 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感 # 








地方 公共 団体 、 医療 
つつ 、 協力 し て 直 ち 











E 実 

こ 最 初 の 感染 者 が 確認 され た 後 、 
計 46 都 道 府 県 に お いて 合計 7, 964 人 の 感染 者 、119 
最近 の 状況 と し て は 、 感染 経路 が 特 
現在 、4 月 13 日 まで の 


























を 占め る 状況 と な っ て いる 。 こ の こと は 、 ク ラス ター と し て 感 染 が 
見 られ て きた 特定 の 場所 で の 感染 に 加え 、 こ れ ま で 限定 的 で あっ た 日 常 生 








と を 意味 する 。 











RE ) の 見 解 と し て 、 今 の 





な 、 オー バ 
染 が 次 々 と 報告 








ジュ 




















染 症 対策 専門 家 会 議 
と ころ 諸 外 国 の よう 








ト は 見 られ て いな い が 、 都 市 部 を 





心 に クラ スタ ー 感 





され 、 愚者 数 が 急増 し 、 そ うし た 中 、 
迫 し つつ ある 地域 が 出 て き て お り 、 医 療 供給 体制 の 強 

















医療 供給 体制 が ひっ 
L が 喫緊 の 課題 と な 








改正 前 





っ て いる と 状況 分 析 さ れ て いた と ころ で ある が 、 特 に 3 月 16 日 














か ら 4 月 1 





日 に か け て 、 報告 され た 感 活 者 数 は 817 人 か ら 2, 299 人 と 急増 し 、 倍 化 時 











間 (2 倍 に な る まで の 時 間 ) は 4.0 日 、 
と な っ て いる 。 専門 家 会 議 で は 、 






































感染 経路 の 不明 な 患者 数 は 40.6% 























繁華 街 の 接客 を 伴う 飲食 店 等 の クラ スタ 
ー の 存在 が 指摘 され て お り 、 院 内 感染 や 高齢 者 ・ 福 祉 施設 














感染 と と も に 、 





大 き な 問 題 と な っ て いる 。 ま た 、 無 症候 又は 症状 の 明確 で な い 者 か ら 感 染 
が 広がる お それ が ある と の 専門 家 の 指摘 も 存在 する 。 
一 方 で 、 海外 の 状況 と し て は 、 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 が 発生 し て い 





























る 民 





は 、 

















ー バ ーシュ ー ト の 発生 も 確認 され て いる 。 こ うい っ た 状況 の 中 で 、 
月 中旬 か ら 下 旬 に か け て 、 海 外 に お いて 感染 し 、 


























南極 大 陸 を 除く 全て の 大 陸 に 広がっ て お り 、 イ ラン や 欧米 で は オ 


本 年 3 
国内 に 移入 し た と 疑わ れ 











る 感染 者 が 増加 し た 。 これ ら の 者 が 国内 で 確認 され た 感染 者 の うち に 占め 























る 割合 も 13% (3 月 11 日 
日 ) に 増加 し 、 最 大 で 37% を 超え る 日 





3 月 18 日 









































) か ら 29% (3 月 19 日 





一 3 月 25 


も あっ た が 、 水 際 対 策 の 強化 の 結果 、 








現在 は 一 定 程 度 に 収まっ て いる 。 し か 






































し 、 移 入 元 の 国 に つい て は 、 流 行 当 











共和 国 に 集中 し て いた も の の 、 現在 で は 欧米 を 中 心 に 拡大 し 





改正 後 


っ て いる と 状況 分 析 さ れ て いた と こ 
日 に か け て 、 報告 され た 感染 者 数 は 817 人 か ら 2, 299 人 


ェ ー 











時 間 (2 倍 に な る まで の 時 間 ) は 4.0 




















ろ で ある が 、 特 に 3 月 16 日 か ら 4 月 
と 急増 し 、 倍 化 


日 、 感 染 経路 の 不明 な 患者 数 は 40.6% 

















と な っ て いる 。 専門 家 会 議 で は 、 繁華 街 の 接待 を 伴う 飲食 店 等 の クラ スタ 


ー の 存在 が 指摘 され て お り 、 院 内 感染 や 高齢 者 ・ 福 祉 施設 








感染 と と も に 、 





大 き な 問 題し と な っ て いる 。 また 、 無 症候 又は 症状 の 明確 で な い 者 か ら 感 染 
が 広がる お それ が ある と の 専門 家 の 指摘 も 存在 する 。 
一 方 で 、 海外 の 状況 と し て は 、 新型 コロ ナウ イル ス 成 染 症 が 発生 し て い 





る 還 





























る 感染 者 が 増加 し た 。 こ れ ら の 者 が 























は 、 南極 大 陸 を 除く 全て の 大 陸 に 広がっ て お り 、 イ ラン や 欧米 で は オ 
ー バ ーシュ ー ト の 発生 も 確認 され て いる 。 こう いっ た 状況 の 
月 中 旬 か ら 下 旬 に か け て 、 海 外 に お いて 感染 し 、 国内 に 移入 し た と 疑わ れ 











! で 、 本 年 3 














国内 で 確認 され た 感染 者 の うち に 占め 




















る 割合 も 13% (3 月 11 日 
肖 加 し 、 最 大 で 37% を 超え 
現在 は 
































甲 
ンド 


行 当初 は 





















































ー3 月 18 日 ) か ら 299% (3 月 19 日 


定 程 度 に 収まっ て いる 。 
華人 民 共 和 国 に 集中 し て いた も の の 、 現 在 で は 欧米 を 





一 3 月 25 
も あっ た が 、 水 際 対 策 の 強化 の 結 
し か し 、 移 入 元 の 国 に つい て は 、 流 
心 に 拡 


る 日 





























大 し て お り 、 輸 入 症例 の 広域 化 の 影響 を 受け て いる 。 











初 は 中 華人 
て お り 、 輸 入 症 例 の 広域 化 の 影響 を 受け て いる 。 
国内 の 医療 提供 体制 と し て は 、 感染 者 の 急激 な 増加 が 見 られ る 東京 都 と 























大 阪 府 で は 、 既に 重症 者 等 に 対す る 入院 医療 の 提供 体制 に 支障 を きた す お 




















それ が ある と 判断 
り 奉 える 旨 発表 
える 神奈 
療 提供 
































中 県 も 入院 医療 の 切替 え を 行 
本 制 の ひっ 迫 が 現実 の も の と 























し 、 入院 治療 が 必要 な い 軽 症 者 を 宿 潤 
し て いる 。 ま た 、 東 京都 に 隣接 し 、 感 染 者 数 が 200 人 を 








施設 で の 療養 に 















































画 二 光 








う 方 針 で あり 、 大 都市 圏 を 中 心 に 


飼 

















し て 現れ 始め て いる 。 











都 道 
た 累積 感染 者 数 が 令 和 2 年 4 月 6 
人 、 大 阪 府 429 人 )、 過 去 1 週間 の 
大 阪 府 6.6 






































さら に 、 そ の 近隣 府県 と し て は 、 埼 玉 県 、 千 葉 県 、 パ 

















符 県 別 の 動向 と し て は 、 特 に 東京 都 及 び ブ 
日 現在 、 そ を それぞれ 400 人 以上 (東京 都 1, 123 
音 化 時 間 も 7 
日 ) と な っ て お り 、 感 染 者 数 の さら な る 急増 の 危険 性 が ある 。 


阪 府 に お いて 、 報告 され 
































日 未満 (東京 都 5.0 日 、 
































奈川 県 、 兵 庫 県 、 京 








都 府 に お いて 累積 感染 者 数 が 100 人 を 』 





























に 、 福 
が 約 3 日 
7 割 を 
























































め て いる 状況 に ある 。 こ の よう に 、 


思え て お り 、 そ の うち 、 京都 府 を 除 


全て の 府県 で 、 感染 経路 が 不明 の 感染 者 が ほぼ 半数 を 超え て いる 。 さ ら 
岡 県 に つい て は 、 累 積 報告 数 が 100 人 以上 と な っ て お り 、 倍 化 時 間 
と 急速 な 感染 の 広がり が 見 られ 、 感染 経路 の 不明 な 症例 の 割合 が 
























































東京 都 及び 大 阪 府 、 埼 玉 県 、 














国内 の 医療 提供 体制 と し て は 、 感 染 者 の 急激 な 増加 が 見 られ る 東京 都 と 








大 阪 府 で は 、 既 に 重症 者 等 に 対す る 入院 
入院 治療 が 必要 な 
いる 。 ま た 、 東 京都 に 隣接 し 、 感染 者 数 が 500 人 を 超 
奈川 県 も 入院 医療 の 切替 え を 行う 方 針 で あり 、 大 都市 圏 を 中 心 に 医 











それ が ある と 判断 し 、 
り 閑 える 紳 発 表し て 
え る も 




























































































医療 の 提供 体制 に 支障 を きた す お 
い 軽 症 者 を 宿泊 施設 で の 療養 に 切 



































療 提 供 体制 の ひっ 迫 が 現実 の も の と し て 現れ 始め て いる 。 















































日 、 大 阪 府 6.6 日 ) と な り 、 感 染 


都 道 府 県 別 の 動向 と し て は 、 特に 東京 都 及び 大 阪 府 に お いて 、 報告 され 
た 累積 感染 者 数 が 令 和 2 年 4 月 6 日 
1, 123 人 、 大 阪 府 429 人 ) 、 過去 1 週間 の 倍 化 時 間 も 7 














時 点 で 、 そ れ ぞ れ 400 人 以上 (東京 都 
日 未満 (東京 都 5.0 
数 の さら な る 急増 の 危険 性 が あっ た 。 












































さら に 、 そ の 近隣 府県 と し て は 、 埼玉 県 、 千 葉 県 、 ネ 
都 府 に お いて 累積 感染 者 数 が 100 人 を 超え 、 そ の うち 、 京 都 府 を 除く 全て 


























奈川 県 、 兵 庫 県 、 京 











の 府県 で 、 感染 経路 が 不明 の 感染 者 が ほぼ 半数 を 超え た 。 福岡 県 に つい て 





は 、 累積 報告 数 が 100 人 以上 と な り 





、 倍 化 時 間 が 約 3 日 と 急速 な 感染 の 広 











が り が 見 られ 、 感 染 経 路 の 不明 な 症例 の 割合 が 7 割 を 占め て いる 状況 に あ 
っ た 。 そ の 後 、 北 海道 、 茨 城 県 、 石 川 県 、 岐 阜 県 、 愛 知 県 、 京 都 府 で は 、 























改正 前 改正 後 
千 業 県 、 神 奈川 県 、 兵庫 県 、 福 岡 県 に つい て は 、 特 に 重点 的 に 感染 拡大 の | 4 月 14 日 まで の 累積 報告 数 が 100 人 以上 と な っ て お り 、 か つ 、 茨 城 県 、 
防止 に 向け た 取組 を 進め て いく 必要 が ある 。 石川 県 及び 岐阜 県 に つい て は 直近 1 週間 の 倍 化 時 間 は 10 日 未満 、 北 海道 、 
愛知 県 及び 京都 府 に つい て は 過去 に あっ た 流行 の 影響 を 除い た 直近 1 週 
間 の 倍 化 時 間 が 10 日 未満 と な っ て いる 。 ま た 、 こ れ ら の 道府県 で は 感染 
経路 の 不明 な 症例 の 割合 も 、 直近 1 週間 で は ほぼ 半数 と な っ て いる 。 この 
よう に 、 東 京都 及び 大 阪 府 、 北海 道 、 茨城 県 、 埼玉 県 、 千葉 県 、 神奈 川 県 、 
右 川 県 、 岐 阜 県 、 本 京都 府 、 兵 庫 県 、 福岡 県 に つい て は 、 特 に 重点 
的 に 感染 拡大 の 防止 に 向け た 取組 を 進め て いく 必要 が ある (この 13 都 道 
a 
これ ら 特 定 警 戒 都 道 府 県 以外 の 県 に つい て も 、 都 市 部 か ら の 人 の 移動 等 
に より クラ スタ ー が 都市 部 以外 の 地域 で も 発生 し 、 感 染 拡 大 の 傾向 が 見 ら 
れる 。 その よう な 地域 に お いて は 、 医療 提供 体制 が 十分 に 整っ て いな い 場 
合 も 多く 、 感染 が 拡大 すれ ば 、 医療 が 機能 不全 に 陥る 可能 性 が 高い 。 緊急 
事態 宣言 が 出さ れ た 以後 、 多 く の 国 民 に 行動 変容 の 御 協力 を いた だ いて い 
る が 、 人 流 デ ー タ 等 を 見 る と 、 緊 急 事態 措置 を 全国 に 拡大 する こと に より 、 
さら な る 国民 の 行動 変容 の 御 協 力 を お 願い する 必要 が ある 。 具 体 的 な 感染 
数 の 推移 を みて も 、 例え ば 3 月 の 中 旬 か ら 連 休 に か け て 、 警戒 が 一 部 緩 
ん だ こと に より 感染 が 拡大 し た と 考え られ る 。 国 、 地方 公共 団体 、 関係 機 
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な お 、 こ れ ら 7 都府県 以外 の 都 道 府 県 に お いて も 、 今 回 の 感染 拡大 防止 今回 の 感染 拡大 防止 の た め の 取 組 は 政府 、 地 方 公共 団体 、 医 療 関係 者 、 
の た め の 取 組 は 政府 、 地 方 公共 団体 、 医 療 関係 者 、 専 門 家 、 事 業者 を 含む | 専門 家 、 事 業者 を 含む 国民 が 一 丸 と な っ て 行う も の で ある こと を 踏ま え 、 
型 民 が 一 丸 と な っ て 行う も の で ある こと を 踏ま え 、 地域 の 実情 を 踏ま えつ | 地域 の 実情 を 踏ま えつ つ 、 迅 速 か つ 適切 に 感染 拡大 防止 の た め の 措 置 を 講 
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新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 に つい て は 、 下 記 の よう な 特徴 が ある 。 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 に つい て は 、 下 記 の よう な 特徴 が ある 。 
一 般 的 な 状況 に お ける 感染 経路 の 中 心 は 飛 注 感 染 及び 接触 感染 で あ | ・ 一 般 的 な 状況 に お ける 感染 経路 の 中 心 は 飛 涼感 染 及び 接触 感染 で あ 
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ク が ある と され て いる 。 また 、 無 症 師 の 者 か ら の 感染 の 可能 性 も 指摘 ク が ある と され て いる 。 ま た 、 無 症 師 の 者 か ら の 感染 の 可能 性 も 指摘 
され て いる 。 一 方 、 人 と 人 と の 距離 を と る こと (Social distancing: され て いる 。 一 方 、 人 と 人 と の 距離 を と る こと (Social distancing: 
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・ 世界 保健 機関 (World Health Organization: WHO) 
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で ある こと が 報告 され て いる 。 
死 率 は 0. 00016%-0. 001% 程 度 、 肺炎 の 割合 は 1. 1%-4. 0%、 
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1 日 間 と 、 季 節 性 イン フル エン ザ 














告 さ れ て いる 
しょい 和志 。 
いる 。 さら に 入院 例 も 含め て 治癒 する 例 も 多い 





感染 者 の 8 割 は 人 へ の 感 


生 イ ン フ ル エ ン ザ と 比べ て 死亡 リス ク が 高い 








る 報告 ( 令 和 2 年 2 月 28 日 公表 ) 


| 合 は 18. 5% 




















季節 性 イン フル エン ザ に 関し て は 、 致 








累積 推計 加 




















者 数 に 対す る 


る 。 こ の よう に 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 に お け 
季節 性 イン フル エン サヤ 
特に 、 高齢 者 ・ 
いこ と も 報告 され て お り 、 
施設 


割 


~~ 





と 


合 は 、 
た 





内 感染 


の 死亡 者 の 

















超過 死亡 者 数 の 比 


改正 前 









































対策 が 重要 と な る 。 上 記 の 中 国 に お ける 報告 で 
割合 は 、60 歳 以 上 の 者 で は 6% で あっ た の 


は 約 0.19% で ある こと が 報告 され て い 
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相補 后 愉 共有 及び ま 
等 の 封じ 込め 及び 接触 機会 の 低減 を 


ん 延 防止 策 に 














ー テ 
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トド <E ビ 























年 法律 第 114 号 。 以 下 「 感 染 症 法 」 と いう 。 
和 2 年 3 月 31 
まで の 平均 期間 ! 
現時 点 で は 、 
は 存在 せ ず 、 治 
で は ワク チン が 存在 し な いこ 
行動 計画 に 記 
本 基本 的 対 
いて は 、 い くつ か 既存 の 治 


に お ける 、 発 症 


H 楽 が 日 


) 第 12 条 





療 方 法 と し て は 対症 療法 が 中 心 で も や る 。 な お 、} 

と か ら 、 新 型 イ ン フ ル エ ン ザ 等 
る 施策 の うち 、 
記載 し て いな い 。 
療 楽 か ら 候 有 





の 














ん 延 防止 策 及 び 経 済 ・ 

















の 影響 を 最小 限 に 


な お 、 


例え ば 、 地 域 で 感染 





制 さ れ た 場合 



































と ど め る 。 
対策 は 、 感 染 者 の 増加 に 伴い 不可 逆 
が 確認 され た 早期 の 段 





詩 用 対策 





適切 な 医療 の 提供 に 








に より 、 社 会 











に 基づき 、 令 
日 か ら 報 告 日 























現時 点 
対策 政府 





予防 接種 に 係る 施策 に つい て 
その 三流 で 、 
HH て き て お り 、 患 者 の 観 


治療 薬 に つ 





、 各 地域 に お いて クラ スタ 
IO の 








より 、 重 症 者 及 








・ 経済 機能 へ 


和 り に 進む も の で は な く 、 
皆 で 、 ク ラス ター 等 の 封 
じ 込 め 及 び 接 触 機会 の 低減 が 奏功 し 、 当 該 地 域 で の 感染 者 の 発生 が 抑 
に は 、 強 化し た 対策 を 適宜 適切 に 元 に 戻す 。 





連 改正 後 










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































所 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 対策 の 実施 に 関す る 重要 事項 三 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 対策 の 実施 に 関す る 重要 事項 
) 情報 提供 ・ 共 有 (1) 情報 提供 ・ 共 有 
① 政府 は 、 以 下 の よ うな 、 国 民 に 対す る 正確 で 分 か りや すく 、 か つ ① 政府 は 、 以下 の よう な 、 国 民 に 対す る 正確 で 分 か りや すく 、 か つ 
状況 の 変化 に 即応 し た 情報 提供 や 呼び か け を 行い 、 行 動 変容 に 資す 状況 の 変化 に CR に 資す 
る 啓発 を 進め る と と も に 、 冷 静 な 対応 を お 願い する 。 る 啓発 を 進め る と と も に 、 人 冷静 な 対応 を お 願い する 。 
発生 状況 や 患者 の 病態 等 の 臣 床 情報 等 の 正確 な 情報 提供 。 ・ 発生 状況 や 患者 の 病態 等 の 臨床 情報 等 の 正確 な 情報 提供 。 
国民 に わか りや すい 疫学 解析 情報 の 提供 。 ・ 国民 に わか りや すい 疫学 解析 情報 の 提供 。 
手洗 い 、 咳 エチ ケッ ト 等 の 基本 的 な 感染 対策 の 徹底 。 ・ 手洗 い 、 咳 エチ ケッ ト 等 の 基本 的 な 感染 対策 の 徹底 。 
風邪 症状 な ど 体 調 不良 が 見 られ る 場合 の 休暇 取得 、 学校 の 欠席 、 ・ 風 牙 症状 な ど 体 調 不良 が 見 られ る 場合 の 休暇 取得 、 学 校 の 欠席 、 
外出 自粛 等 の 呼び か け 。 外出 自粛 等 の 呼び か け 。 
感染 リス ク を 下げ る た め 、 医 療 機 関 を 受診 する 時 は 、 予 め 電 上 ・ 感染 リス ク を 下げ る た め 、 医 療 機関 を 受診 する 時 は 、 予 め 電 話 
で 相談 する こと が 望ま し いこ と の 呼び か け 。 で 相談 する こと が 望ま し いこ と の 呼び か け 。 
・ 厚生 労働 省 が 作成 する 「 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 に つい て の ・ 厚生 労働 省 が 作成 する 「 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 に つい て の 
相談 ・ 受 診 の 考え 方 」 を わか りや すく 周知 。 相談 ・ 受 診 の 考え 方 」 を わか りや すく 周知 。 
感染 者 ・ 濃 厚 接触 者 や 、 診 療 に 携わっ た 医療 機関 ・ 医 療 関係 者 ・ 成 染 者 ・ 濃 厚 接触 者 や 、 診 療 に 携わっ た 医療 機関 ・ 医 療 関係 者 
その 他 の 対策 に 携わっ た 方 々 に 対す る 誤解 や 偏見 に 基づく 差別 その 他 の 対策 に 携わっ た 方 々 に 対す る 誤解 や 偏見 に 基づく 差別 
を 行わ な いこ と の 呼び か け 。 を 行わ な いこ と の 呼び か け 。 
室内 で 「 三 つの 鶴 」 を 人 避け る 。 特 に 、 日 常 生活 及び 職場 に お い ・ 室内 で 「 三 つの 秘 」 を 必 け る 。 特 に 、 日 常 生 活 及び 職場 に お い 
て 、 人 混み や 近 距 離 で の 会 話 、 多 数 の 者 が 集まり 室内 に お いて 大 て 、 人 混み や 近 距 離 で の 会 話 、 多数 の 者 が 集まり 室内 ( こ お い て 大 
の の き な 声 を 出す こと や 歌う こと 、 呼気 が 激しく な る よう な 運動 を 行 
うこ と を 避け る よう に 強く 促す 。 飲食 店 等 に お いて も 「 三 つの 密 」 うこ と を 避け る よう に 強く 促す 。 飲食 店 等 に お いて も 「 三 つの 審 」 
の ある 場面 は 避け る こと 。 の ある 場面 は 避け る こと 。 
従業 員 及 び 学 生 の 健康 管理 や 感染 対策 の 徹底 に つい て の 周知 。 ・ 従業 員 及 び 学 生 の 健康 管理 や 感染 対策 の 徹底 に つい て の 周知 。 
家族 以外 の 多 人 数 で の 会 食 を 避け る こと 。 ・ 家族 以外 の 多 人 数 で の 会 食 を 避け る こと 。 
・ 今回 の 対策 で は 、「 ロ ッ ク ダ ウン 」 (都市 封鎖 ) の よう な 施策 は ・ 今回 の 対策 で は 、「 ロ ッ ク ダ ウン 」 (都市 封鎖 ) の よう な 施策 
政府 と し て 実施 し な いこ と を 周知 し 、 型 民 の 落ち 着い た 対応 ( 不 は 政府 と し て 実施 し な いこ と を 周知 し 、 国 民 の 落ち 着い た 対応 
要 不 急 の 帰省 や 旅行 な ど 都 道府県 を また い だ 移 動 の 自粛 等 や 商 (不要 不 急 の 帰省 や 旅行 な ど 都 道 府 県 を また い だ 移 動 の 自粛 等 
店 へ の 殺到 の 回 避 及 び 買 い 占め の 防止 ) の 呼び か け 。 や 商店 へ の 殺到 の 回 避 及 び 買 い 占 め の 防 止 ) の 呼び か け 。 
② 政府 は 、 広 報 担当 官 を 中 心 に 、 官 邸 の ウェ ブサ イト に お いて 厚生 る 政府 は 、 広報 担当 官 を 中 心 に 、 官邸 の ウェ ブサ イト に お いて 厚生 

















労働 省 等 の 関係 省庁 の ウェ ブサ イト へ の リン ク を 紹介 する な ど し 
て 有機 的 に 連携 きせ 、 か つ 、 ソ ー シ ャ ルネ ッ ト ワ ー キ ング サー ビス 
(SNS) 等 の 媒体 も 積極 的 に 活用 する こと で 、 迅 速 か つ 積 極 的 に 
型 民 等 へ の 情報 発信 を 行う 。 





労働 省 等 の 関係 省庁 の ウェ ブサ イト へ の リン ク を 紹介 する な ど し 
有機 的 に 連携 させ 、 か つ 、 ソー シャ ルネ ッ ト ワ ー キ ング サー ビス 
SNS) 等 の 媒体 も 積極 的 に 活用 する こと で 、 迅速 か つ 積 極 的 に 
民 等 へ の 情報 発信 を 行う 。 
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改正 前 























の は 、 間 人 苦 と も 協力 し て 、 情報 が みず しゃ 民 い て いな い 
に 十分 な 情報 が 行き 届く よう 、 丁 寧 な 博幸 発信 を 行う 。 




















④ "厚生 学 働 省 は 、 感 染 導 の 発生 状況 や クラ スタ ー の 発生 場所 、 規 横 

















等 に つい て 迅速 に 情報 を 公開 する 。 

⑤ 外務 省 は 、 全 世界 で 感染 が 拡大 し て いる こと を 踏 
在 す る 邦人 等 へ の 適切 な 情報 提供 、 支 援 を 行う 。 

⑥ 政府 は 、 検 疫 所 か ら の 情報 提供 ( 
期 の 海外 滞在 の ある 事業 所 、 
も 、 
帰国 者 に 対す る 2 週間 の 外出 
よう 周知 を 図る 。 




























































































自 粛 の 要請 等 
































まる 、 


各 


























国 に 滞 





け 


に 加え 、 企 業 等 の 海外 出張 又は 長 
軌 学 や 旅行 機会 の 多い 大 学 等 に 
帰国 者 へ の 適切 な 情報 提供 を 行い 、 渡航 の 是非 の 判断 ・ 確 認 

を の 必要 な 対策 を 講じ る 


に お いて 


⑦ 政府 は 、 国 民 、 在 留 外 国人 、 外 国人 旅行 者 及び 外国 政府 へ の 適切 


























か つ 迅 速 な 情報 提供 を 行い 、 
げ る 。 

地方 公共 団 
より 住民 
を 行う 。 

⑨ 政府 は 、 今 般 の 新 
の 管理 に 関す る ガイ ドラ イン (平成 23 年 4 月 
人 NN 
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を 行う 。 地 方 公共 団体 も 、 こ れ に 準じ た 対応 に 





) サー ベイ ラン ス ・ 情 報 収 集 
① 地方 公共 団体 は 、 感染 症 の 予防 及び 感染 症 の 患者 に 
関す る 法律 (平成 10 年 法律 第 114 号 。 以 下 




















に 対す る 医療 に 
感染 症 法 」 と いう 。) 


国内 で の まん 延 防止 と 風評 対策 に つ な 


団体 は 、 政 府 と の 緊密 な 情報 連携 に より 、 様 々 な 手段 に 
こ 対 し て 地域 の 感染 状況 に 応じ た メッ セー ジ や 注意 喚起 


型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 に 係る 事態 が 行政 文書 
日 内 閣 総 理大 
まえ た 対応 


臣 決 




















第 12 条 に 基づく 医師 の 届出 に より 疑似 症 患 











を 把握 し 、 








要 と 認め る 検査 を 実施 する 。 
② 厚生 労働 省 は 、 感 染 が 急速 に 拡大 する 
よう 、 地 方 衛生 研究 所 や 民間 の 検査 機関 等 の 関係 機関 に 
体制 の 一 層 の 強化 を 図る 。 ま た 、 都 道府県 は 、 医 
関 に より 構成 され る 会 議 体 を 設け る こと 等 
実施 体 誠 








































































































医師 が 必 


「 で 、 必 要 な 検査 が で きる 
お ける 検査 

















療 機 関 等 の 関係 機 
に より 、P CR 等 検査 の 
の 把握 ・ 調 整 等 を 図り 、 民 間 の 検査 機関 等 を 活用 する 。 

















































































































改正 後 
③ 政府 は 、 民間 企業 等 と も 協力 し て 、 情報 が 必ず し も 届い て いな い 
層 に 十分 な 情報 が 行き 届く よう 、 丁 寧 な 情報 発信 を 行う 。 
④ 厚生 労働 省 は 、 感染 症 の 発生 状況 や クラ スタ ー の 発生 場所 、 規模 
等 に つい て 迅速 に 情報 を 公開 する 。 
⑤ 外務 省 は 、 全 世 界 で 感染 が 拡大 し て いる こと を 踏ま え 、 各国 に 滞 
在 する 邦人 等 へ の 適切 な 情報 提供 、 支 援 を 行う 。 


⑥ 政府 は 、 検疫 所 か ら の !' 表 報 提供 ( 
期 の 海外 滞在 の ある 事業 所 、 留 












































も 、 帰 日 玉 
帰国 者 に 対す 
よう 周知 を 図る 。 
⑦ 政府 は 、 国 
か つ 迅 速 な 情報 提 




















げ る 。 


⑧ 地方 公共 団体 は 、 政府 と の 緊密 な 情報 連携 
































る 2 週間 の 外出 


















































に 加え 、 企業 等 の 海外 出張 又は 長 
学 や 旅行 機会 の 多い 大 学 等 に お いて 
へ の 適切 な 情報 提供 を 行い 、 渡航 の 是非 の 判断 ・ 確 認 

自粛 の 要請 等 の 必要 な 対策 を 講じ る 




















民 、 在留 外国 人 、 外国 人 旅行 者 及び 外国 政府 へ の 適切 














供 を 行い 、 国 内 で の まん 延 防 止 と 























より 住 
を 行う 。 
⑨ 政府 は 、 今 般 の 新 


民 に 対 し て 地域 の 感染 状況 に 応じ た メ 
































の 管 選 
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を 行う 。 地 方 公共 団体 も 、 


(2) サー ベイ ラン ス 
① 感染 症 法 第 12 条 に 基づく 医師 の 届出 に より 


定 ) に 基づく 「 歴 史 的 緊急 事態 」 と 


E に 関す る ガイ ドラ イン (平成 23 年 4 月 1 日 内 聞 
NN 
これ に 準じ た 対応 に 努 め 
































・ 情 報 収集 





還 日 
















































































型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 に 係る 事態 が 


疑似 症 


対策 に つ な 








こよ り 、 様々 な 手段 に 
メッ セー ジ や 注意 喚起 


が 行政 文書 
総理 大 臣 決 
踏ま えた 対応 








者 を 把握 






















































































し 、 医 師 が 必要 と 認め る 検査 を 実施 する 。 
② CN 
よう 、 地 方 衛生 研究 所 や 民間 の 検査 機関 等 の 関係 機関 に お ける 検査 
CE 
象 区 域 に 属す る 都 道 府 県 ) は 、 医療 機関 等 の 関係 機関 に より 構成 さ 
れる 会 議 体 を 設け る こと 等 に より 、 P CR を の EO 
揚 ・ 調 整 等 を 図り 、 民 間 の 検査 機関 等 を 活用 する 。 
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③ 
析 
④ 











な 利 
の 








⑤ 文部 科学 省 及び 厚 4 
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⑥ 政府 は 、 迅 速 診 断 
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) ま 
① 






































内 の 流行 状況 等 を 把握 する た め 、 既存 の サー ベイ ラン ス の 効果 
[組み を 構築 する 。 仕組 


利用 や さら に 有効 な 


結果 を 定期 的 に 公表 す 
厚生 労働 省 は 、 感 染 症 法 第 12 条 に 基づく 医師 の 


改正 前 
都 道 府 県 別 に P CR 等 検査 の 実施 人 数 や 陽性 者 数 、 陽 性 率 等 の 


る 。 


























ー ベ イラ ンス の 仁 












































構築 に 当たっ て は 現場 が 混乱 し な いよ うに 留意 する 。 











図る 。 




















や か に 進め る 。 





ん 延 防止 
令 和 2 年 4 月 7 日 の 
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関係 者 、 専 門 家 、 事 業者 を 含 
策 を さら に 加速 さす る こと を 


の 


で 
の 
え 
要 ] 
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氏 減 に 徹底 的 に 取り 














組め ば 、 
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届出 と は 別に 、 


的 
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労働省 は 、 学 校 人 等 で の 集団 発生 の 把握 の 強化 


1 の 簡易 検査 キッ ト 等 の 開発 を 引き 続き 可 及 的 








は 、 政 府 や 地方 公共 団体 、 





矢 








国民 が 一丸 と ど と なっ で 、 これ ま 
的 と し て 行う も の で ある 。 接触 機会 

















接触 機会 の 低減 を 











最小 限 の も の で な けり 
態 宣言 の 対象 区 域 に 














癌 




















条 





第 9 項 に 基づく 施設 の 使用 














中 























事態 を 収束 に 向かわ せる こと が 可 
あり 、 以 下 の 対 策 を 進め る こと に より 、 最 低 7 割 、 極 力 8 割 程度 
指す 。 一 方 で 、 
られ る と き で あっ て も 、 法 第 5 条 の 
}+ れ ば な ら な いこ と か ら 、 特 定 都 道 
属す る 都 道 府 県 ) 








国民 の 自由 と 権利 に 
規定 を 踏ま を 、 そ の 制 

















は 、 ま ん 延 の 防止 ( 


























で の 























制限 が 





限 は 


こ 関 す 


療 
施 
ジム 
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川 
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府県 (緊急 
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音 置 と し て 、 ま ず は 法 第 45 条 第 1 項 に 基づく 外出 の 自粛 等 に つい 


て 協力 の 要請 を 行う も の と する 。 その 上 で 、 都 道 府 県 に よる 法 第 24 











る 法 第 45 条 第 2 項 か ら 第 4 項 ま で に 
































限 の 要請 を 行い 、 特 定 都 道 府 県 に よ 
































基づく 施設 の 使用 制限 の 要請 、 





指示 





示 等 を 行う に あたっ て は 、 特 定 都 









































道府県 は 、 国 に 協議 の 上 、 必 要 


妨 


に 応じ 専門 家 の 意見 も 聞き つつ 、 外出 の 自粛 等 の 協力 の 要請 の 効果 





を 見 極め た 上 で 行う も の と する 。 政 府 は 、 新 型 
施設 の 使用 制限 の 要請 、 


症 























の 特性 及び まん 延 の 状況 を 踏ま え 、 
































指示 











J] コ ロナ ウイ ルス 感染 


示 














等 の 対象 と な る 施設 等 の 所 要 の 規定 








の 整備 を 行う も の する 。 
































② 都 道 府 県 は 、 ク ラス ター が 発生 し て いる お それ が ある 場合 に お け 
当該 クラ スタ NAT AO の 失 N の あ 


る 
る 






































生ま り に つい て は 、 開 催 の 自粛 の 要請 等 を 強く 行う 。 特 に 











改正 後 
③ 都 道 府 県 別に PCR 等 検査 の 実施 人 数 や 陽性 者 数 、 陽 司 
析 結 果 を 定期 的 に 公表 する 。 
④ 厚生 労働 省 は 、 感 染 症 法 第 12 条 に 基づく 医師 の 届出 
民 内 の 流行 状況 等 を 把握 する た め 、 既 存 の サー ベイ ラン 
















































































E 率 等 の 分 


と は 別に 、 
ス の 効果 的 





な 利用 や さら に 有効 な サー ベイ ラン ス の 仕組 み を 構築 する 。 仕組 み 














の 構築 に 当たっ て は 現場 が 混乱 し な いよ うに 留意 する 。 















































⑤ 文部 科学 省 及 び 厚 生 労 働 省 は 、 学 校 等 で の 集団 発生 の 把握 の 強化 





























を 図る 。 
⑥ 政府 は 、 迅 速 診断 用 の 簡易 検査 キッ ト 等 の 開発 を 引き 続き 可 及 的 
速やか に 進め る 。 
(3) まん 延 防止 























① 令 和 2 年 4 月 7 日 の 緊急 事態 宜 言 は 、 政 府 や 地方 公共 
































団体 、 医 療 











関係 者 、 専 門 家 、 事 業者 を 含む 国民 が 一 丸 と な っ て 、 こ れ ま で の 施 



































策 を さら に 加速 させ る こと を 目的 と し て 行う も の で ある 。 
の 低減 に 徹底 的 に 取り 組め ば 、 事 態 を 収束 に 向かわ せる こ 
































で あり 、 以 下 の 対 策 を 進め る こと に より 、 特 定 都 道 府 県 
最低 7 割 、 極 力 8 割 程度 の 接触 機会 の 低減 を 目指 す 。 
の 自由 と 権利 に 制限 が 加え られ る と き で あっ て も 、 法 第 
踏ま え 、 そ の 制限 は 必要 最小 限 の も の で な けれ ば な ら 
ら 、 特 定 都 道 府 県 は 、 ま ん 延 の 防止 に 関す る 措置 と し て 、 
第 45 条 第 1 項 に 基づく 外出 の 自粛 等 に つい て 協力 の 要請 
の と する 。 


















































































































































② 特定 都 道 府 県 は 、 ク ラス ター が 発生 し て いる お それ が 
お ける 当該 クラ スタ ー に 関係 する 催物 (イベ ント ) や 「 
の ある 集まり に つい て は 、 法 第 24 条 第 9 項 及び 法 第 45 



































接触 機会 
と が 可能 
に お いて 、 
方 で 、 国 民 
5 条 の 規定 
な いこ と か 
まず は 法 
青 を 行う も 








ある 場合 に 
三 つ の 審 」 
条 第 2 項 に 
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⑥ 





改正 前 
的 か つ 大 規模 な 催物 等 の 開催 に つい て は 、 リ スク へ の 対応 が 整わ な 



































い 場 合 は 中 止 又は 延 ま 















































する こと を 含め 、 主催 者 に よる 慎重 な 対応 を 

















求め る 。 ま た 、 感 染 が 拡大 傾向 に あり 、 オ ー バ ーシュ ー ト の 予兆 が 
み ら れ る な どの 地域 で は 、 期 間 を 示し た 上 で 、 外 出 や 催物 の 開催 の 





自粛 の 要請 等 に つい て 迅速 ( 
































< 行う 。 一 方 、 感染 が 収束 に 向かい 始め 











た 場合 に は 、 感染 拡大 の リス ク の 低い 活動 か ら 自粛 の 要請 の 解除 を 





行う こと と する 。 

















特定 都 道 府 県 は 、 法 第 24 条 第 9 項 及 び 法 第 45 条 第 2 項 に 基づき 、 


感染 の 拡大 に つなが る お それ の ある 催物 (イベ ント ) 開催 の 制限 の 
要請 等 を 行う 。 こ れ に 関連 し 、 国 及び 地方 公共 団体 間 で 緊密 に 情報 
























































共有 や 連携 を 行う も の と する 。 こ れ ら の 場合 に お ける 要請 等 に 当 た 








っ て は 、 第 1 段階 と し て 法 第 24 条 第 9 項 に よる 協力 の 要請 を 行う 





こと と し 、 そ れ に 正当 な 理由 が な い に も か か わら ず 応 じ な い 場 合 























に 、 第 2 段階 と し て 法 第 45 条 第 2 項 に 基づく 要請 、 次 いで 同 条 第 








3 項 に 基づく 指示 を 行 











と する 。 





その 実施 状況 を 適切 に 把 』 


境 整 備 を 行う 。 


























特定 都 道 府 県 は 、 法 第 45 条 第 2 項 に 基づく 要請 等 を 行う 場合 、 
恒 で きる よう 、 職 上 員 体 制 を は じ め 所 要 の 環 





⑤ 都 道 府 県 及 び 市 町 村 は 、3 





い 、 こ れ ら の 要請 及び 指示 の 公表 を 行う も の 














まん延 防止 策 と し て 、「 三 つの 密 」 を 避 


ける こと を 徹底 させ る と と も に 、 ク ラス ター 対策 及び 接触 機会 の 低 








減 を 、 地 域 で の 感染 状況 及び 


出す 。 
地方 公共 団体 は 、 




















ll 








等 を 行う と と も に 、 
保健 所 の 体制 強化 を 





























医療 提供 体制 を 踏ま そる て 、 的 確 に 打ち 












































厚生 労働 省 や 専門 家 と 連携 し つつ 、 積 極 的 疫学 
肖 査 に より 、 個 々 の 濃厚 接触 者 に 対す る 健康 観察 、 外 出自 粛 の 要請 



































感染 拡 
図る 。 








の 規模 を 正確 に 把握 する 。 こ の た め 、 


























基づき 、 開 催 の 自粛 の 要請 等 


改正 後 











を 強く 行う 。 特 に 、 全 国 的 か つ 大 規模 


な 催物 等 の 開催 に つい て は 、 リ スク へ の 対応 が 整わ な い 場 合 は 中 止 





又は 延期 する こと を 含め 、 主催 者 に よる 慎重 な 対応 を 求め る 。 また 、 
































感染 が 拡大 傾向 に あり 、 オ 


ノバ 


シュート の 予兆 が み ら れ る な どの 





地域 で は 、 期 間 を 示 し た 上 で 、 外 出 や 催物 の 開催 の 自粛 の 要請 等 に 
つい て 迅速 に 行 う 。 一 方 、 感 染 が 収束 に 向かい 始め た 場合 に は 、 感 
染 拡 大 の リス ク の 低い 活動 か ら 自 粛 の 要請 の 解除 を 行う こと と す 











る 














③ 特定 都 道 府 県 は 、 法 第 24 条 第 9 項 及 び 法 第 45 条 第 2 項 に 基づき 、 
感染 の 拡大 に つなが る お それ の ある 施設 の 使用 の 制限 の 要請 等 を 行 
う 。 こ れ ら の 場合 に お ける 要請 等 に 当たっ て は 、 第 1 段階 と し て 法 
第 24 条 第 9 項 に よる 協力 の 要請 を 行う こと と し 、 そ れ に 正当 な 理由 
が な い に も か か わら ず 応 じ な い 場 合 に 、 第 2 段階 と し て 法 第 45 条 第 
2 項 に 基づく 要請 、 次 いで 同 条 第 3 項 に 基づく 指示 を 行い 、 こ れ ら 
の 要請 及び 指示 の 公表 を 行う も の と する 。 特定 都 道 府 県 が 、 法 第 24 





























条 第 9 項 に 基づく 施設 の 使用 提 















































|! 限 の 要請 を 行い 、 ま た 、 特 定 都 道 府 









































県 に よる 法 第 45 条 第 2 項 か ら 第 4 項 ま で に 基づく 施設 の 使用 制限 
の 要請 、 指 示 等 を 行う に あたっ て は 、 特 定 都 道 府 県 は 、 国 に 協議 の 
















































































上 、 外 出 の 自粛 等 の 協力 の 要請 の 効果 を 見 極め つつ 、 専 門 家 の 意見 
も 聞い た 上 で 行う も の と する 。 政府 は 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 







































































の 特性 及び まん 延 の 状況 を 踏ま を 、 施 設 の 使用 制限 の 要請 、 指 示 等 





の 対象 と な る 施設 等 の 所 要 の 規 
④ 特定 都 道 府 県 は 、 法 第 45 条 第 















































定 の 整備 を 行う も の と する 。 











2 項 に 基づく 要請 等 を 行う 場合 、 そ 











の 実施 状況 を 適切 に 把握 で きる よう 、 職 員 体 制 を は じ め 所 要 の 環境 





整備 を 行う 。 


























⑤ 地方 会 共 団体 は 、 ま ん 延 防止 策 と し て 、「 三 つの 密 」 を 人 避け る こ 
と を 徹底 させ る と と も に 、 ク ラス ター 対策 及び 接触 機会 の 低減 を 、 
地域 で の 感染 状況 及び 医療 提供 体制 を 踏ま えて 、 的 確 に 打ち 出す 。 








⑥ 地方 公共 団体 は 、 厚 生 労 人 



























































有 省 や 専門 家 と 連携 し つつ 、 積 極 的 疫学 
調査 に より 、 個 々 の 濃厚 接触 者 に 対す る 健康 観察 、 外 出自 粛 の 要請 




















等 を 行う と と も に 、 感 染 拡 
保健 所 の 体制 強化 を 図る 。 











の 





規模 を 正確 に 把握 する 。 こ の た め 、 

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































改正 前 改正 後 
⑦ 特定 都 道 府 県 は 、 地 域 の 特性 に 応じ た 実効 性 の あぁ る 緊急 事態 措置 ⑦ 特定 都 道 府 県 は 、 CN A 措置 
を 講じ る 。 特 定 都 道 府 県 は 、 緊 急 事態 措置 を 講じ る に あたっ て は 、 を 講じ る 。 特定 都 道 府 県 は 、 緊 急 事 態 措置 を 講じ る に あたっ て は 、 
法 第 5 条 を 踏ま え 、 必 要 最 小 限 の 措置 と する と と も に 、 講 じ る 措 思 法 第 5 条 を 踏ま え 、 oN UN 
の 内 容 及 び 必 要 性 等 に つい て 、 住 民 に 対し 丁寧 に 説明 する 。 特 定 都 の 内 容 及 び 必 要 性 等 に つい て 、 住 民 に 対し 丁寧 に 説明 する 。 特定 都 
道府県 は 、 緊 急 事 態 措置 を 実施 する に あたっ て は 、 法 第 20 条 に 基 道府県 は 、 緊急 事態 措置 を 実施 する に あたっ て は 、 法 第 20 条 に 基 づ 
づき 政府 対策 本 部 と 密接 に 情報 共有 する 。 政府 対策 本 部 は 、 専 門 家 き 政 府 対策 本 部 と 密接 に 情報 共有 する 。 政府 対策 本 部 は 、 専 門 家 の 
の 意見 を きき な が ら 、 必要 に 応じ 、 特定 都 道 府 県 と 総合 調整 を 行う 。 意見 を きき な が ら 、 必 要 に 応じ 、 特 定 都 道 府 県 と 総合 調整 を 行 う 。 
⑧ 特定 都 道 府 県 は 、 緊 急 事 態 描 置 に つい て 、 禄 則 を 伴う 外出 禁止 の ⑧ 特定 都 道 府 県 は 、 緊 急 事 態 措置 に つい て 、 六 則 を 伴う 外出 禁止 の 
措置 や 都市 間 の 交通 の 遮断 等 、 諸 外国 で 行わ れ て いる 「 ロ ッ ク ダ ウ 措置 や 都市 間 の 交通 の 遮断 等 、 諾 外国 で 行わ れ て いる 「 ロ ッ ク ダ ウ 
ン 」 (都市 封鎖 ) の よう な 施策 と ! よ 異 な る も の で ある こと を 、 政 府 NO お に 
と 協力 し つつ 、 住 民 に 対し 周知 する 。 加 えて 、 特 定 都 道府県 は 、 緊 と 協力 し つつ 、 住 民 3 加え て 、 特 定 都 道 府 県 は 、 緊 
急 事 態 措置 を 講じ る こと 等 に 伴い 、 不 要 不 急 の 帰省 や 旅行 な ど 、 都 急 事 態 措置 を 講じ る こと 等 に 伴い 、 i 医薬 品 や 生活 必需 品 の 買 
道府県 を また いで 人 が 移動 する こと は 、 ま ん 延 防止 の 観点 か ら 、 極 い 占 め 等 の 混乱 が 生じ な いよ う 、 住 民 に 冷静 な 対応 を 促す 。 
力 避 ける よう 、 ま た 、 ei 医薬 品 や 生活 必需 き 品 の 買い 占め 等 の 混 























乱 が 生じ な いよ う 、 住 民 に 冷静 な 対応 を 促す 。 





























































































































































































































⑨ 特定 都 道 府 県 は 、 必 要 に 応じ 、 期間 及び 区 域 を し た うえ で 、 ま ⑨ 特定 都 道 府 県 は 、① の 法 第 45 条 第 1 項 に 基づく 外出 の 自粛 要請 を 
ず は 、 法 第 45 条 第 1 項 に 基づく 外出 の 自粛 要請 を 行う 。 基 本 的 対 行う に あたっ て は 、 基 本 的 対処 方 針 等 府 問 委員 会 の 意見 も 踏ま え 、 
処方 針 等 論 問 委員 会 の 意見 も 踏ま そえ 、 一 定期 間 、 外 出自 粛 に より 、 期間 、 区 域 を 示す も の と する 。 そ の 際 、 外 出 の 自粛 の 対象 と な ら な 
まん 外 の 負え 誠 み を 門外 田 の 日 痢 の 対象 と な ら な し 外用 の 岳人 い 外 出 の 具体 例 と し て は 、 医 療 機関 へ の 通院 、 食 料 ・ 医 薬品 ・ 生 活 
例 と し て は 、 医 療 機関 へ の 通院 、 食 料 ・ ・ 生 活 必需 品 の 買い 必需 品 の 買い 出し 、 必 要 な 職場 へ の 出勤 、 屋 外 で の 運動 や 散歩 な ど 
Rl i 生活 の 維持 の た め に 必要 な も の 等 に つい て も 併せ て 示す も の と す 
た め に 必要 な も の が 考え られ る 。 な お 、 外 出自 粛 等 の 要請 の 期間 と る 。 

















し て は 、 対 応 が 効果 を あげ る た め に 必要 な 期間 、 感 染 日 か ら 発症 日 
まで の 平均 期間 (平均 潜伏 期間 )、 対 応 の 効果 を 検知 する こと が で 
きる まで の 期間 と し て 、 基本 的 対処 方 針 等 府 問 委員 会 の 意見 等 も 踏 
まえ 、 3 0 日 程度 が 適当 と 考え られ る 。 た だ し 、 実 際 に これ ら の 指 
置 を 実施 する に あたっ て は 、 期 間 に つ いて 柔軟 に 判断 を 行い 、 地 域 
の 状況 を 踏ま えて 、 短 縮 及 び 延 長 を 適切 に 行う 。 


































































































⑩ 特定 都 道 府 県 は 、 不 要 不 急 の 帰省 や 旅行 な ど 、 都 道府県 を また い 
に 移動 する こと は 、 ま ん 延 防止 の 観点 か ら 極 力 避け る よう 住民 
に 促す 。 特に 、 大 型 連 休 期 間 に お いて は 、 法 第 45 条 第 1 項 の 規定 に 
基づき 、 都 道 府 県 を また い だ 不 要 不 急 の 移動 を 粛 す る よう 、 住 民 
に 協力 を 要請 する 。 ま た 、 域 内 の 観光 施設 等 に 人 が 集中 する お それ 
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年 齢 等 を 問わ ず 、 強 く 外 出 を 
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取組 を 今 ま で 以上 に 強力 に 推 : 
まん 延 防止 対策 に 関す る BCP の 策定 ・ 実 施 を 図 
府県 は 、 取 組 を さら に 強化 を 促す 。 
止 の た め の 取 組 (手洗 い 、 
等 の 症状 が 見 られ る 従業 員 の 出 





改正 前 

















粛 等 の 要請 か ら 除 か れる も の で ある が 、 




















勤務 (テレ ワー ク ) を 強力 に 推進 する 。 
時 差出 勤 、 自 転 車 通勤 等 、 2 
供する 。 指 定 公共 機関 等 

っ て お り 、 MM 
また 、 職 場 に お いて は 、 感 染 防 
咳 エ チケ ッ ト 、 事 業 場 の 換気 励行 、 発 熱 
勤 自 粛 、 出 張 に よる 従業 員 の 移動 を 
















































































用 等 ) を 促す と と も に 、「 三 つの 徐 」 
促す 。 外 出自 粛 等 の 要請 に あたっ て 

E う 飲食 店 
自粛 する よう 促す と と 
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まん 延 の 状況 や 人 の 移動 の 実態 等 を 踏 
の 外出 も 対象 と する 。 
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全 の 体 第 








E え 、 業 務 の 継続 を 要請 する 。 
+ る た め の 必 要 な 対策 を 講じ る こと と する 。 な お 、 








、 十 分 に 感染 拡大 防止 策 を 講じ つつ 、 事 業 
事業 に お いて は 、「 三 つ 


国民 




















国民 経済 の 安定 確保 に 
規定 され る 指定 公共 機関 及び 指定 地方 公共 機関 や 法 第 28 条 
昭 定 され る 登録 事業 者 を 参考 と し 、 
経済 維持 の 業務 を サメ 



































⑬ 大 都市 圏 の 都 道 府 県 は 、 人 日 
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改正 後 
が ある と き は 、 当 該 施 設 に 対し て 入場 者 の 制限 等 、 適 切な 対応 を 求 
め る 。 政 府 は 、 必 要 に 応じ 、 当 該 不要 不 急 の 移動 の 自粛 に 関し 、 法 
第 20 条 の 規定 に よる 総合 調整 を 行う 。 
⑪ 特定 都 道 府 県 は 、 外 出自 粛 等 の 要請 に あたっ て は 、 現 に クラ スタ 
ー が 多数 発生 し て いる 、 繁華 街 の 接待 を 伴う 飲食 店 等 に つい て は 、 
年 齢 等 を 問わ ず 、 強 く 外 出 を 自粛 する よう 促す 。 
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も ある こと を 踏ま えて 、 全 国 的 か つ 急 速 な まん 延 の 起点 と な ら な い 所 で も ある こと を 踏ま えて 、 全 国 的 か つ 急 速 な まん 延 の 起点 と な ら 
よう 、 上 記 の まん 延 防止 の た め の 対 策 を 十分 に 行う 。 そ れ 以 外 の 都 な いよ う 、 上 記 の まん 延 防止 の た め の 対 策 を 十分 に 行う 。 そ れ 以 外 
道府県 で あっ て も 、 全 国 的 か つ 急 速 な まん 延 の お それ が ある こと か の 特定 都 道 府 県 で や っ て も 、 全 国 的 か つ 急 速 な まん 延 の お それ が あ 
ら 適 切な 対策 を 講ず る 。 る こと か ら 適 切な 対策 を 講ず る 。 
⑭ 政府 及び 地方 公共 団体 は 、 飲 食 店 に つい て は 、 施 設 の 使用 制限 等 ⑯ 政府 及び 地方 公共 団体 は 、 飲 食 店 に つい て は 、 施 設 の 使用 制限 等 
の 対象 と は な っ て は いな い が 、「 三 つの 密 」 が 重なる こと が な いよ の 対象 と は な っ て は いな い が 、「 三 つの 密 」 が 生じ る こと が な いよ 
う 、 所 要 の 感染 防止 策 を 講じ る よう 促す 。 食堂 、 レ スト ラン 、 喫 茶 う 、 所 要 の 感染 防止 策 を 講じ る よう 促す 。 食堂 、 レ スト ラン 、 喫 茶 
店 な ど に つい て は 、 換 気 、 人 と 人 と の 間隔 を 適切 に と る こと 等 に 注 店 な ど に つい て は 、 換 気 、 人 と 人 と の 間隔 を 適切 に と る こと 等 に 注 
意 す る な ど 、「 三 つの 密 」 を 人 避け る た め の 所 要 の 感染 防止 を 呼び 掛 意 す る な ど 、「 三 つの 密 」 を 人 避け る た め の 所 要 の 感染 防止 を 呼び 掛 
ける 。 ま た 、 キ ャ バレ ー、 ナ イト クラ ブ 等 の 遊興 施設 に つい て は 、 ける 。 
クラ スタ ー 発 生 の 状況 等 を 踏ま え 、 外 出自 粛 の 周知 を 行 う 。 
































⑯ 政府 は 、 関 係 機関 と 協力 し て 、 ク ラス ター 対策 に あたる 専門 家 の ⑰ 政府 は 、 関 係 機関 と 協力 し て 、 ク ラス ター 対策 に あたる 専門 家 の 







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































確保 及び 育成 を 行う 。 確保 及び 育成 を 行う 。 

⑯ 厚生 労働 省 及 び 都 道府県 は 、 関 係 機関 と 協力 し て 、 特 に 、 感 染 拡 ⑲ 厚生 労働 省 及 び 特 定 都 道 府 県 は 、 関 係 機関 と 協力 し て 、 特 に 、 感 
大 の 兆し が 見 られ た 場合 に は 、 専 門 家 や その 他人 員 を 確保 し 、 そ の 染 拡 大 の 兆し が 見 られ た 場合 に は 、 専 門 家 や その 他人 員 を 確保 し 、 
地域 へ の 派遣 を 行う 。 その 地域 へ の 派遣 を 行う 。 

⑰ 政府 及び 地方 公共 団体 は 、 ク ラス ター 対策 を 抜本 強化 する と いう ⑲ 政府 及び 地方 公共 団体 は 、 ク ラス ター 対策 を 抜本 強化 する と いう 
観点 か ら 、 保 健 所 の 体制 強化 に 迅速 に 取り 組む 。 こ れ に 関連 し 、 都 観点 か ら 、 保 健 所 の 体制 強化 に 迅速 に 取り 組む 。 こ れ に 関連 し 、 特 
道府県 は 、 管 内 の 市 町 村 と 迅速 な 情報 共有 を 行い 、 ま た 、 対 策 を 的 定 都 道 府 県 は 、 管 内 の 市 町 村 と 迅速 な 情報 共有 を 行い 、 ま た 、 対 策 
確か つ 迅 速 に 実施 する た め 必 要 が ある と 認め る と き は 、 法 第 24 条 を 的 確か つ 迅 速 に 実施 する た め 必 要 が ある と 認め る と き は 、 法 第 24 
a CR A の 発見 条 に 基づく 総合 調整 を 行う 。 さ ら に MM クラ スタ ー 
に 資す る よう 、 都 道府県 間 の 迅速 な 情報 共有 に 努め る と と も に 、 政 の 人 に 資す る よう 、 者 所 了 の 近 連 な 情 報 基 有 に 努め る と と も 
は 、 対策 を 的 確か つ 迅 速 に 実施 する た め 必 要 が ある と 誰 吸 め る と き 、 政 府 は 、 対 策 を 的 確か つ 迅 速 に 実施 する た め 必 要 が ある と 認め 
は 、 法 第 20 条 に 基づく 総合 調整 を 行う 。 な お 、 政 府 は 、 感 染 症 法 SN RR 
第 12 条 に 基づく 都 道 府 県 知 事 等 か ら 厚生 労働 大 臣 へ の 報告 が 迅速 症 法 第 12 条 に 基づく 特定 都 道 府 県 知 事 等 か ら 厚 生 労働 大 臣 へ の 報 
に 行え る よう 必要 な 支援 を 行う 。 ま た 、 政 府 は 、 民 間 事 業者 等 と 協 告 が 迅速 に 行え る よう 必要 な 支援 を 行う 。 ま た 、 政 府 は 、 民 間 事 業 
力 し て 、SNS 等 の 技術 を 活用 し て 、 感染 状況 等 の 把握 を 行う 仕組 み 者 等 と 協力 し て 、SNS 等 の 技術 を 活用 し て 、 感 3 染 状 況 等 の 把握 を 
を 構築 する 。 行う 仕組 み を 構築 する 。 

⑱ 文部 科学 省 は 、4 月 1 日 に 改定 し た 「 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 ⑳ 文部 科学 省 は 、4 月 1 日 に 改定 し た 「 新 型 コ ロナ ウイ ルス 成 染 症 
に 対応 し た 臨時 休業 の 実施 に 関す る ガイ ドラ イン 」 等 に お いて 示し に に し た MW の ON ZN TC 
た 、 了 臨時 休業 の 実施 に 係る 考え 方 に つい て 周知 を 行う と と も に 、 今 、 了 臨時 休業 の 実施 に 係る 考え 方 に つい て 周知 を 行う と と も に 

後 の 感 染 拡 大 の 状況 や 専門 家 会 議 の 見 解 を 踏ま る え 、 厚生 労働 省 の 協 0 CH の た 0 
力 を 得 つ つ 、 必 要 に 応じ 、 追 加 的 な 考え 方 等 を 示す 。 都 道府県 は 、 力 を 得 つ つ 、 必 要 に 応じ 、 追 加 的 な 考え 方 等 を 示す 。 都 道 府 県 は 
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学校 設置 者 に 対し 、 保健 管理 等 の 感染 症 対策 に つい て 指導 する と と 学校 設置 者 に 対し 、 保 健 管 理 等 の 感染 症 対策 に つい て 指導 する と と 
も に 、 地 域 の 感染 状況 や 学校 関係 者 の 感染 者 情報 に つい て 速やか に も に 、 地 域 の 感染 状況 や 学校 関係 者 の 感染 者 情報 に つい て 速やか に 
情報 共有 する 。 情報 共有 する 。 

⑲ 厚生 労働 省 は 、 保 育 所 や 放課後 児童 クラ ブ 等 に つい て 、 保 育 の 縮 ⑭ 厚生 労働 省 は 、 保 育 所 や 放課後 児童 クラ ブ 等 に つい て 、 保 育 の 箱 
小 や 臨時 休園 等 に つい て の 考え 方 を ホ す 。 そ の 際 、 可 能 な 保護 者 に 小 や 臨時 休園 等 に つい て の 考え 方 を ボ す 。 そ の 際 、 可 能 な 保護 者 に 
癌 園 を 控え る よう お 願い する な ど 保 育 等 の 提供 を 縮小 し て 実施 す 登 園 を 控え る よう お 願い する な ど 保 育 等 の 提供 を 縮小 し て 実施 する 
る こと や 、 医療 従事 者 や 社会 の 機能 を 維持 する た め に 就業 継続 が 必 こと や 、 医 療 従事 者 や 社会 の 機能 を 維持 する た め に 就業 継続 が 必要 
要 な 者 、 ひ と り 親 な ど で 仕 事 を 休む こと が 困難 な 者 の 子ども 等 の 保 な 者 、 ひ と り 親 な ど で 仕事 を 休む こと が 困難 な 者 の 子ども 等 の 保育 
育 等 を 確保 し つつ 臨時 休園 する こと の 考え 方 を 示す 。 等 を 確保 し つつ 臨時 休園 する こと の 考え 方 を 示す 。 

⑳ 政府 は 、 関 係 機関 と 協力 し て 、 公 共 交 通 機関 その 他 の 多数 の 人 が 政府 は 、 関 係 機関 と 協力 し て 、 公 共 交 通 機関 その 他 の 多数 の 人 が 
集まる 施設 に お ける 感染 対策 を 徹底 する 。 集まる 施設 に お ける 感染 対策 を 徹底 する 。 

⑳ 政府 及び 特定 都 道 府 県 以 外 の 都 道 府 県 は 、 職場 等 に お ける 感染 の 








拡大 を 防止 する た め 、BCP に 基づく 対応 の さら な る 強化 、 労 働 者 を 
使用 する 事業 者 に 対し 職場 内 に お いて も 「 三 つの 知 」 を 施 け る こと 
と と も に 、 事 業 場内 及び 通勤 ・ 外 勤 時 の 感染 防止 の た め の 行 動 ( 手 
洗い 、 咳 エチ ケッ ト 等 ) の 徹底 、 在 宅 勤務 (テレ ワー ク ) や や 時差 通 
勤 、 自 転 車 通勤 の 積極 的 な 活用 、 事 業 場 の 換気 等 の 励行 、 発 熱 等 の 
風邪 症状 が 見 られ る 労働 者 へ の 出勤 免除 (テレ ワー ク の 指示 を 含 
む 。) や 外出 自粛 勧 箕 、 出 張 に よる 移動 を 減ら す た め の テレ ビ 会 議 
の 利用 等 を 強力 に 呼び か ける 。 




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































⑱ 政府 は 、 水 際 対 策 に つい て 、 国 内 へ の 感染 者 の 流入 及び 国内 で の ⑲ 政府 は 、 水 際 対 策 に つい て 、 国 内 へ の 感染 者 の 流入 及び 国内 で の 
感染 拡大 を 防止 する 観点 か ら 、 入 国 制 限 、 渡 航 中 止 勧告 、 帰 国 者 の 感染 拡大 を 防止 する 観点 か ら 、 入 国 制 限 、 渡 航 中 止 勧告 、 帰 国 者 の 
チェ ッ ク ・ 健 康 和 観察 等 の 検疫 の 強化 、 査 証 の 制限 等 の 措置 等 を 引き チェ ッ ク ・ 健 康 和 観察 等 の 検疫 の 強化 、 査 証 の 制限 等 の 措置 等 を 引き 
続き 実施 する 。 な お 、 硫 生 労 働 省 は 、 関 係 省庁 と 連携 し 、 健 康 観 宗 続き 実施 する 。 な お 、 厚 生 労 働 省 は 、 関 係 省 庁 と 連携 し 、 健 康 観 祭 
に つい て 、 保 健 所 の 業務 負担 の 軽減 や 体制 強化 等 を 支援 する 。 に つい て 、 保 健 所 の 業務 負担 の 軽減 や 体制 強化 等 を 支援 する 。 

⑳⑲ 諸 外 国 で の 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 の 発生 の 状況 を 踏ま えて 、 ⑳ 諸 外 国 で の 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 の 発生 の 状況 を 踏ま えて 、 
必要 に 応じ 、 国 土 交 通 省 は 、 航 空 機 の 到着 空港 の 限定 の 要請 等 を 行 必要 に 応じ 、 国 土 交 通 省 は 、 航 空 機 の 到着 空港 の 限定 の 要請 等 を 行 
うと と も に 、 昼 生 労 働 省 は 、 特 定 検疫 港 等 の 指定 を 検討 する 。 うと と も に 、 厚 生 労 働 省 は 、 特 定 検疫 港 等 の 指定 を 検討 する 。 

⑳⑭ 厚生 労働 省 は 、 停留 に 利用 する 施設 が 不足 する 場合 に は 、 法 第 29 ⑳ 厚生 労働 省 は 、 停留 に 利用 する 施設 が 不足 する 場合 に は 、 法 第 29 
条 の 適用 も 念頭 に 置き つつ も 、 必 要 に 応じ 、 関 係 省 庁 と 連携 し て 、 条 の 適用 も 念頭 に 置き つつ も 、 必 要 に 応じ 、 関 係 省 庁 と 連携 し て 、 
停留 に 利用 可能 な 施設 の 管理 者 に 対し て 丁寧 な 説明 を 行う こと で 停留 に 利用 可能 な 施設 の 管理 者 に 対し て 丁寧 な 説明 を 行う こと で 停 
停留 施設 の 確保 に 努め る 。 留 施設 の 確保 に 努め る 。 

⑳⑯ 特定 警戒 都 道 府 県 以 外 の 特定 都 道 府 県 に あっ て は 、 感 染 者 が 少な 
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な 医 


有する 


) 医療 等 
① 厚生 労働 省 は 、 地 方 公共 機関 や 関係 機関 と 協力 し て 、 感染 拡大 の 
状況 に 応じ 、 以 下 の よ うに 
する 。 
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より 検査 を 実施 し 、 
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医師 の 判断 に 
に は 、 感 染 症 法 第 19 
置 を 実施 し 、 ま ん 延 防止 を 行い 
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要 な い 軽 症 者 等 は 自宅 療養 と し 、 電 話 等 
を 把握 し て いく と と も (【 
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こ 、 医 師 が 必要 と し た 場合 に 








本 制 を 整備 する こと 。 

















宇 また 、 





4 宅 療 養 と する 際 、 











か ら 高齢 者 や 基礎 疾患 を 
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等 へ の 感染 の お それ が ある 場合 に は 、 
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の 場所 に 滞在 する こ 
じ る こと 。 地 方 公共 団体 は 、 予 
宿泊 施設 の 確保 に 





と 等 、 家 族 内 感染 
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し 、 地 方 公共 団体 の 取組 を 支援 する こ 








加 し 帰国 者 ・ 接 触 者 外来 








地方 公共 団体 は 

同居 家族 が 一 時 的 に 
の リス ク を 下げ る た め の 
め 、 ホ テル な ど 一 時 的 な 
地方 公共 団体 と 密接 に 
で の 医療 提供 に 支障 を き 














改正 後 


い 都 道府県 が ある も の の 、 全 国 的 に 感染 拡大 の 傾向 が 見 られ る こと 





か ら 、 地域 の 流行 を 抑制 し 、 特 に 、 
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を 最小 化す る こと を 目的 と し て 緊急 事 
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主眼 と し つつ 、 地 域 の 感染 状況 や 経済 社会 ( 


こ 与 える 影響 等 を 踏ま え 、 





























都 道 府 県 知 事 が その 実施 に つい て 、 判 断 を 行う も の と する 。 




















(4) 医療 等 
① SH 感染 拡大 の 
状況 に 応じ 、 以下 の よう に 、 地域 ご と に 柔軟 な 医療 提供 体制 を 確保 


する 。 
現行 で は 、 帰 国 接触 者 
来 に より 、 適切 な 感染 管理 
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に は 、 感 染 症 法 第 19 条 に 
勧告 ・ 
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患者 が 増加 し 重症 
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談 モ セン ター 及び 帰国 者 ・ 
を 行っ た 上 で 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感 
汗 わ れる 患者 へ の 外来 医療 を 提 人 人 
医師 の 判断 に より 検査 を 実施 し 、 患 者 が 認 
基づく 感染 症 指 定 医療 機関 等 
措置 を 実施 し 、 ま ん 延 防止 を 行い つつ 、 患 者 
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外す る こと 。 
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< 支 障 を きた す 


お それ が ある と 判断 する 特定 都 道 府 県 で は 、 厚 生 労 働 省 に 相談 の 











上 、 重症 者 等 に 対す る 医療 提供 に 
が 必要 な い 軽 症 
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こ 重 点 を 移す 観点 か ら 、 
等 は 自宅 療養 と し 、 電話 等 情報 通信 機器 

て 遠隔 で 健康 状態 を 把握 し て いく と と も に 
等 情報 通信 機器 を 用 いて 診 み 療 を 行 う 体 
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用 し ヽ 








、 医師 が 必要 と 
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また 、 和 自宅 療 養 と する 際 、 家族 構 











成 等 か ら 高 齢 者 や 基礎 疾患 を 














有する 者 等 


























別 の 場所 に 滞在 する こと 等 
取組 を 語 
宿泊 施設 の 確保 に 努め る と と も に 
連携 し 、 地 方 公共 団体 の 取組 
・ 患者 が 更に 増加 し 帰国 者 ・ 接 触 

















































































































へ の 感染 の お それ が ある 場合 に 
軽症 者 が 宿泊 放 設 等 で の 療 差 を 行う こと や 、 同 居 家 族 が 一 時 的 に 
、 家 族 内 感染 の リス ク を 下げ る た め の 
る る 。 地方 公共 団体 は 、 予め 、 ホ テル な ど 一 時 的 な 
こ 、 国 は 、 地方 公共 団 








は 、 地 方 公共 団体 は 





団体 と 密接 に 





を 支援 する こと 。 
外来 で の 医療 提供 





に 支障 を き 
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ュー ト ぐ 今後 の 感染 者 の 大 


条 
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デー 


ー ュ 


改正 前 
た す お それ が ある 地域 で は 、 地 域 の 感染 状況 や 医療 需要 に 応じ 、 












































帰国 者 ・ 接 触 者 相談 セン ター の 体制 を 強化 し た うえ で 、 帰 国 者 ・ 
接触 者 外来 を 増設 し 、 専 属 的 な 人 材 を 確保 す る な ど 外 来 を 早急 に 






































受診 で きる 体制 を 整備 する こと 。 

























































































さら に 患者 が 増加 し 増設 し た 帰国 者 ・ 接 触 者 外来 で の 医療 提供 
の 限度 を 超え る お それ が ある と 判断 する 都 道 府 県 で は 、 厚 生 労働 











省 に 相談 の 上 、 必 要 な 感染 予防 策 を 講じ た 上 で 、 一 般 の 医療 機関 
で の 外来 診療 を 行う こと 。 

こう し た 状況 で は 、 感 染 へ の 不安 か ら 安 易 に 医療 機関 を 受診 す 
る こと で か えっ て 感染 する リス ク を 高め る 可能 性 が ある こと も 
踏ま え 、 症 状 が 軽度 で ある 場合 は 、 自 宅 で の 安静 ・ 療 養 を 原則 と 
し 、 状 態 が 変化 し た 場合 に 、 かかり つけ 医 等 に 相談 し た 上 で 、 受 
診 す る よう 周知 する こと 。 
厚生 労働 省 は 、 地 方 公共 団体 や 関係 機関 と 協力 し て 、 オ ー バ ー シ 
呈 な 増加 を 見 据え 、 必要 に 応じ 、 法 第 31 
も 念頭 に お きつ つ 、 以 下 の よ 5 





































































































に 基づく 医療 等 の 実施 の 要請 等 
医療 提供 体制 の 確保 を 進め る 。 

例え ば 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 の 患者 を 集約 し て 優先 的 に 
受け 入れ る 医療 機関 の 指定 な ど 、 地 域 の 医療 機関 の 役割 分 担 を 行 
うと と も に 、 結 核 病 床や 一 般 の 医療 機関 の 一 般 病 床 等 の 活用 も 検 
討 し 、 ピ ー ク 時 の 入院 患者 を 受け 入れ る た め に 必要 な 病床 を 確保 
する こと 。 
医療 提供 体 第 













































































医療 資材 の 製造 体制 
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を 支え る 医薬 品 や 医療 機器 、 














を 確保 し 、 必 要 な 医療 機関 に 迅速 か つ 円 滑 に 提供 で きる 体制 を 確 











保 す る と と も に 、 専 門 性 を 有 有 する 医療 従事 者 や 人 工 呼 吸 器 等 の 必 
要 な 医療 機器 ・ 物 資 ・ 感 染 防御 に 必要 な 資材 等 を 迅速 に 確保 し 、 
適切 な 感染 対策 の 下 で の 医療 提供 体制 を 整備 する こと 。 

医療 機関 は 、BCP も 踏ま え 、 必 要 に 応じ 、 医 師 の 判断 に より 延 
期 が 可能 と 考え られ る 予定 手術 や 予定 入院 の 延期 を 検討 する こ 
3 

地域 の 診療 所 な ど 一 般 の 
派遣 を 検討 する こと 。 
例え ば 、 重 症 化 し や すい 方 が 来院 する が ん セン ター、 透 析 医 療 


















































医療 機関 に 勤務 し て いる 医療 従事 者 の 














② 





改正 後 
た す お それ が ある 地域 で は 、 地 域 の 感染 状況 や 医療 需要 に 応じ 、 
帰国 者 ・ 接 触 者 相談 セン ター の 体制 を 強化 し た うえ で 、 帰国 者 ・ 
接触 者 外来 を 増設 し 、 専 属 的 な 人 材 を 確保 する な ど 人 外来 を 早急 に 
受診 で きる 体制 を 整備 する こと 。 
さら に 患者 が 増加 し 増設 し た 帰国 者 ・ 接 触 者 外来 で の 
の 限度 を 超え る お それ が ある と 判断 する 都 道 府 県 で は 、 厚 生 労 働 
省 に 相談 の 上 、 必要 な 感染 予防 策 を 講じ た 上 で 、 一 般 の 医療 機関 
で の 外来 診療 を 行う こと 。 
こう し た 状況 で は 、 感染 へ の 不安 か ら 安 易 に 医療 機関 を 受診 す 
る こと で か えっ て 感染 する リス ク を 高め る 可能 性 が ある こと も 
まえ 、 症状 が 軽度 で ある 場合 は 、 自 宅 で の 安静 ・ 療 養 を 原則 と 
し 、 状態 が 変化 し た 場合 に 、 か か りつ け 医 等 に 相談 し た 上 で 、 受 
診 す る よう 周知 する こと 。 
厚生 労働 省 は 、 地方 公共 団体 や 関係 機関 
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と 協力 し て 、 オー バー シ 

















ュー ト や 今後 の 感染 者 の 大 幅 な 増加 を 見 据え 、 必 要 に 応じ 、 法 第 
31 条 に 基づく 医療 等 の 実施 の 要請 等 も 念頭 に お きつ つ 、 以 下 の よ 





























うに 、 医 療 提供 体制 の 確保 を 進め る 。 
例え ば 、 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 の 患者 を 集約 し て 優先 的 に 
受け 入れ る 医療 機関 の 指定 な ど 、 地域 の 医療 機関 の 役割 分 担 を 行 
うと と も に 、 結 核 病 床や 一 般 の 医療 機関 の 一 般 病 床 等 の 活用 も 検 
討 し 、 ピ ー ク 時 の 入院 患者 を 受け 入れ る た め に 必要 な 病床 を 確保 
5 で 
・ 医療 提供 体制 を 支え る 医薬 品 や 医療 機器 、 医療 資材 の 製造 体制 
を 確保 し 、 必要 な 医療 機関 に 迅速 か つ 円 滑 に 提供 で きる 体制 を 確 
保 す る と と も に 、 専 門 性 を 有する 医療 従事 者 や 人 工 呼吸 器 等 の 必 
要 な 医療 機器 ・ 物 資 ・ 感 染 防御 に 必要 な 資材 等 を 迅速 に 確保 し 、 
適切 な 感染 対策 の 下 で の 医療 提供 体制 を 整備 する こと 。 
・ 医療 機関 は 、BCP も 踏ま え 、 必要 に 応じ 、 医 師 の 判断 に より 
延期 が 可能 と 考え られ る 予定 手術 や 予定 入院 の 延期 を 検討 する 
こさ 。 
地域 の 診療 所 な ど 一 般 の 
派遣 を 検討 する こと 。 
例え ば 、 重 症 化 し や すい 方 が 来院 する が ん セン ター、 透 析 医 療 























































































































































































































医療 機関 に 勤務 し て いる 医療 従事 者 の 








⑨ 厚生 労働 省 は 、 医 療 機 
徹底 的 に 防止 する 観点 か ら 、 地 方 公共 団 
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機関 及び 産科 


感染 症 へ の 感染 が 疑 
定 す る こと 。 
『 や 病棟 の 設置 、 非 稼働 病床 の 利用 、 特 定 都 道 
条 に 基づく 了 臨時 の 医療 施設 を 開設 


機関 と し て 設 
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保 す る こと 。 








反 設 の 診療 及 
よる 法 第 48 
要 な 支援 を 行 
医療 提供 体制 
道府県 域 を 越え る 場合 も 含め た 広 】 
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源 と な ら な いよ う 、 
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ー の ボタ ン な ど 和 複数 の 従事 者 が 共有 する も の は 定期 
る 、 食 堂 や 詰め 所 で マス ク を は ず し て 飲食 を する 場合 、 
者 と 一 定 の 距離 を 保つ 、 
宅 待機 する な どの 対策 に 


ける と と も 
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けれ ば 自 
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域 的 な 患者 の 
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医療 機関 及び 高齢 者 施設 等 の 設 





直 
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さら に 、 患 
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お いて は 、 
正 又 は 制限 する 、 入 院 患 者 
対応 を 検討 すべ き で ある こと 。 
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医療 機関 及び 高齢 者 施 
いて 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 成 梁 症 を 疑っ た 場合 は 


離し 、 保 健 所 の 指 




















設 圭 


導 の 下 、 感 染 





設 で の 通所 サー ビ 


属し て 少 
全 を 期す こと 。 
面会 者 か ら の 感染 を 防ぐ 
一 時 中 止 す べき こと 。 
] 用 者 か ら の 感染 を 防ぐ た め 、 感 染 が 流行 し て 
バス な どの 一 時 利用 を 





に 対 














予防 策 、 飛 涼感 染 予 防 策 を 実施 する こと 。 








政府 及び 都 道 府 県 は 、 特に 新 
に PCR 検査 や 入院 の 受け 入れ を 行う 医 》 
ク 等 の 個人 防護 具 を 優 
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③ 厚生 労働 省 は 、 
を 徹底 的 に 防止 する 観点 か ら 、 地 方 公共 
事項 に 
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て 、 必 要 な 支援 を 行う こと 。 


た め 、 


改正 後 

機関 及び 産科 医療 機関 な ど は 、 必要 に 応じ 、 新型 
感 当 症 へ の 感染 が 移 
機関 と し て 設定 する こ だ 

















延 わ れる 方 へ の 外来 診療 を 原則 行わ な い 


コロ ナウ イル ス 
医療 











仮設 の 診療 所 や 病棟 の 設 
に よる 法 第 48 条 に 基づく 臨時 の 医療 施設 を 開 
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療 提 供 体制 の ひっ 人 迫 及 び オ ー バ ーシュ ー ト の 
道府県 城 を 越え る 場合 も 含め た 広域 的 な 患者 の 受 
保 す る こと 。 












































医療 機関 及び 高齢 者 施設 等 に 
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医療 機関 及び 高 

六 と たら な いう 
と も に 、 症状 が な く て も 患者 や 利用 者 と 接する 際 に 
用 する 、 手洗 い ・ 手 指 消毒 の 徹底 、 パ ソコ ン や エ 
タン な ど 複 数 の 従事 者 が 共有 する も の は 定期 的 に 





































































































婦 置 、 非 稼 働 病床 の 利用 、 


特定 都 道 府 県 
設 す る に あたっ 











発生 に 備え 、 都 
入れ 体制 を 確 

















お ける 施設 内 感染 


団体 と 協力 し て 、 以 下 の 





設 等 の 設置 者 に 対し て 、 従 事 者 等 が 感染 
「 三 つの 密 」 が 生じ る 場 を 徹底 し て 避け る と 








は マス ク を 着 
レベ ー タ ー の ボ 
消毒 する 、 食堂 




















詰め 所 で マス ク を は ず し て 飲食 を する 場合 、 他 の 従事 者 と 一 定 








の 距離 を 保つ 、 日 
宅 待機 する な どの 対策 に 万 全 
医療 機関 及び 高齢 者 施設 等 に 対し て 、 








々 の 体調 を 把握 し て 少し で も 
を 期す こと 。 
面会 者 か 
























































さら に 、 愚 者 、 利 用 
いる 地域 に お いて は 、 施 設 で の 通所 サー ビス な ど 
止 又は 制限 する 、 入 院 患者 、 利用 者 の 外出 、 外 潤 
対応 を 検討 すべ き で ある こと 。 

医療 機関 及び 高齢 者 施設 等 に 対し て 、 入 院 愚 者 、 

































































調子 が 悪けれ 


面会 は 緊急 の 場合 を 除き 一 時 中 止 す べき こ 
か ら の 感染 を 防ぐ た め 、 感染 が 流行 し て 








れ ば 自 





ら の 感染 を 防ぐ 
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を 制限 する 等 








利用 者 等 に つ 

















いて 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 を 疑っ た 場合 は 、 





離し 、 保 健 所 の 指導 の 下 、 感染 対策 を 実施 し 、 標 
予防 策 、 飛 涼感 染 予 防 策 を 実施 する こと 。 
I ER 
A NS OE 
等 の 個人 防護 具 を 優先 的 に 確保 する 。 



























































療 機関 等 


早急 に 個室 隔 


進 予防 策 、 接触 




















ス 感 染 症 を 疑う 
に 対し て は 





改正 前 
⑤ 都 道 府 県 は 、③ の 周知 に 協力 する と も に 、 感染 者 と 非 感染 者 の 空 





間 を 分 ける な ど を 含む 感染 防御 策 の 更 な る 徹底 な ど を 通し て 、 
機関 及び 施設 内 で の 感染 の 拡大 に 特に 注意 を 払う 。 
医療 、 施 設 従事 者 及び 入院 患 





が 疑わ れる 




















医療 
また 、 特 に 感染 
者 等 に つい て は 、 率先 し て 














PCR 検 査 等 を 受け させ る よう に する 。 


⑥ 厚生 労働 省 は 、 こ の 他 、 適 切な 





の 事項 に 取り 組む 。 





医療 提供 ・ 感 染 管 理 の 観点 で 、 次 





関係 省庁 と 協力 し て 、 オ ー バ ーシュ ー ト の 発生 に 備え て 、 感 梁 
症 病床 等 の 利用 状況 に つい て 一 元 的 か つ 即 座 に 把握 可能 と する 





進 








仕組 み の 構 築 を 





め る こと 。 











外来 で の 感染 を 防ぐ た め 、 関 係 機関 と 協力 し て 、 医 療 機関 の 外 
来 に お いて 、 一 般 の 患者 も 含め 、 混 雑 を 生じ させ な いよ う 、 予 約 


に よる 診療 や 動 線 が 適切 に 確保 され た 休 












































妊産婦 

































































施設 活用 な ど を 推進 する こと 。 
* に 対す る 感染 を 防止 する 観点 か ら 、 
線 分 離 等 の 感染 対策 の 徹底 に 加え 
土産 婦 へ の 早め の 相談 の 
に 配慮 し た 休み や すい 環境 整備 








日 夜間 急患 セン ター の 





医療 機関 に お ける 動 
、 関 係 機関 と 協力 し て 、 感 染 が 
呼び か け や 、 妊 娠 中 の 女性 労働 
な どの 取組 を 推進 する こと 。 
































関係 機関 と 協力 し て 、 外 医 











人 が 








医療 を 適切 に 受け る こと が で き 


っ て 








る まま SR 
関係 省 




















ち 、 効 果 が 期 
臨床 研究 ・ 























医療 通訳 の 整備 が など を 、8 
庁 ・ 関 係 機関 と も 連携 し 、 
開発 を 加速 する こと 。 特に 、 他 の 治療 で 使用 





き 続 き 、 強 化す る こと 。 
有効 な 治療 薬 や ワク チン 等 の 
され て いる 薬剤 の う 
































待 さ れる も の に つい て 、 そ の 効果 を 検証 する た め の 
治験 等 を 速やか に 実施 する こと 。 





法令 に 基づく 健康 診断 及び 予防 接種 に つい て は 、 適 切な 感染 対 
策 の 下 で 実施 され る よう 、 時 期 や 時 間 等 に 配慮 する こと 。 





⑦ 政府 は 、 上 記 に 関し 、 地 方 公共 


(5) 経済 ・ 雇 用 対策 
政府 は 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 
型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 

















団体 等 に 対す る 必要 な 支援 を 行う 。 





症 の まん 延 を 防止 する と と も に 、 新 
こよ る 内 外 経 済 や 





国民 生活 へ の 影響 を 注意 深 














く 見 極め な が ら 、 機 動 的 に 、 必 要 か つ 十 分 な 経済 財政 政策 を 時 踏 な く 行 





っ と 














ss 蛋 





本 経済 を 確か な 成長 














肌 
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⑤ 特定 都 道 府 県 は 、③ の 周知 に 
の 空間 を 分 ける な ど を 含む 感染 








協力 する と も に 、 感染 者 と 非 感染 
防御 策 の 更 な る 徹底 な ど を 通し て 、 

















医療 機関 及び 施設 内 で の 感染 の 拡大 に 特に 注意 を 払う 。 また 、 特に 
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関係 省庁 と 協力 し て 、 オ ー バ ーシュ ー ト の 発生 に 備 
症 病床 等 の 利用 状況 に つい て 一 元 的 か つ 即 座 に 把握 可能 と する 
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仕組 み の 構 築 を 進め る こと 。 
外来 で の 感染 を 防ぐ た め 、 
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医療 、 施設 従事 者 及び 入院 患者 等 に つい て は 、 率先 
し て PCR 検 査 等 を 受け させ る よう に する 。 
⑥ 厚生 労働 省 は 、 こ の 他 、 適 切な 

















医療 提供 ・ 感 染 管理 の 観点 で 、 次 








に 備 


えて 、 感染 








関係 機関 と 協力 し て 、 





医療 機関 の 外 
じ さ せな いよ う 、 予 約 











に よる 診療 や 動 線 が 適切 に 確保 され た 休日 夜間 急患 セン ター の 





用 











施設 活 



































る 机 
線 分 向 


な ど を 推進 する こと 。 
妊産婦 に 対す る 感染 を 防止 する 観点 か ら 、 医療 機関 に お ける 動 
等 の 感染 対策 の 徹底 に 





加え 、 関係 機関 と 協力 し て 、 感染 が 








疑わ れる 妊産婦 へ の 早め の + 
者 に 配慮 し た 休み や す 














> 
い ー 

















談 の 呼び か け や 、 妊 娠 中 の 女性 労働 




















い 環境 整備 な どの 取組 を 推進 する こと 。 





外 攻 





関係 機関 と 協力 し て 、 








人 が 医療 を 適切 に 受け る こと が で き 














る よう 、 医 療 通 訳 の 整 
関係 省 
開発 を 加速 する こと 。 特に 、 














ち 、 効果 が 期待 され る も の に 
治験 等 を 速やか に 実施 する こと 。 








臨床 研究 ・ 
法令 に 基づく 健康 診断 及 O 




















病 な ど を 、 引 き 続 き 、 強 化す る こと 。 
庁 ・ 関 係 機関 と も 連携 し 、 有 効 な 治療 薬 や ワク チン 等 の 











他 の 治療 で 使用 され て いる 薬剤 の う 
つい て 、 そ の 効果 を 検証 する た め の 

















予防 接種 に つい て は 、 適切 な 感染 対 


策 の 下 で 実施 され る よう 、 時 期 や 時 間 等 に 配慮 する こと 。 


⑦ 政府 は 、 上記 に 関し 、 地方 公 チ 





圧 団体 等 に 対す る 必要 な 支援 を 行う 。 

















(5) 経済 ・ 雇 用 対策 




















政府 は 、 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 の まん 延 を 
型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 に よる 内 外 経済 や 医 
に 、 必要 か つ 十 分 な 経済 財政 政策 を 路 踏 な く 行 





























く 見 極め な が ら 、 機動 的 








防 」 


民生 活 へ の 影 


止 す る と と も に 、 新 


卿 を 注意 深 












































うこ と と し 、 日 本 経済 を 確か な 成長 














軌道 




















へ と 戻す た め の 思 い 切 っ た 措置 



































改正 前 改正 後 

を 講じ て いく 。 特 に 、 新型 コロ ナウ イル ス の 感染 拡大 に より 経済 活動 が を 講じ て いく 。 特に 、 新型 コロ ナウ イル ス の 感染 拡大 に より 経済 活動 が 
縮小 する 中 で 影響 を 受け て いる フリ ー ラ ンス を 含め 、 様々 な 形態 で 働く 縮小 する 中 で 影響 を 受け て いる フリ ー ラ ンス を 含め 、 様 々 な 形態 で 働く 
方 々 の 雇用 や 生活 を 維持 する と と も に 、 中 小 ・ HG 方 々 の 雇用 や 生活 を 維持 する と と も に 、 中 小 ・ 小 規模 事業 者 や 個人 事業 

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































主 の 方 々 が 継続 し て 事業 ( に 取り 組め る よう 制度 を 束 る 。 主 の 方 々 が 継続 し て 事業 に 取り 組め る よう 制度 を 整え る 
(6 ) その 他 重 要 な 留意 事項 (6 ) その 他 重 要 な 留意 事項 
1 ) 人 権 へ の 配慮 等 1) 人 権 へ の 配慮 等 
① 政府 は 、 患 者 ・ 感 染 者 や 対策 に 携わっ た 方 々 等 の 人 権 に 配慮 し た ① 政府 は 、 患者 ・ 感 染 者 や 対策 に 携わっ た 方 々 等 の 人 権 に 配慮 し た 
取組 を 行う 。 取組 を 行う 。 
② 政府 は 、 海外 か ら 一 時 帰国 し た 児童 生徒 等 へ の 学校 の 受け 入れ 支 ② 政府 は 、 海 外 か ら 一 時 帰国 し た 児童 生徒 等 へ の 学校 の 受け 入れ 支 
援 や いじ め 防 止 等 の 必要 な 取組 を 実施 する 。 援 や いじ め 防 止 等 の 必要 な 取組 を 実施 する 。 
③ 政府 及び 関係 機関 は 、 各 種 対策 を 実施 する 場合 に お いて は 、 国 民 ③ 政府 及び 関係 機関 は 、 各種 対策 を 実施 する 場合 に お いて は 、 国民 
I こ 、 女 性 や 障 の 自由 と 権利 の 制限 は 必要 最小 限 の も の と する と と も に 、 女 性 や 障 
害 者 な ど に 与え る 影響 を 十分 配慮 し て 実施 する も の と する 。 害 者 な ど に 与え る 影響 を 十分 配慮 し て 実施 する も の と する 。 
④ 政府 は 、 新型 コロ ナウ イル ス 成 染 症 対策 に 従事 する 医療 関係 者 が ④ 政府 は 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 成 染 症 対策 に 従事 する 医療 関係 者 が 
風評 被害 を 受け な いよ う 、 国民 へ の 普及 啓発 等 、 必 要 な 取組 を 実施 風評 被害 を 受け な いよ う 、 国 民 へ の 普及 啓発 等 、 必要 な 取組 を 実施 
する 。 する 。 
⑤ 政府 及び 地方 公共 団体 は せ 、 マ スク 及び 個人 防護 具 、 医 薬品 、 医 薬 ⑤ 政府 及び 地方 公共 団体 は せ 、 マ スク 及び 個人 防護 具 、 医 薬品 、 医 薬 
部 外 品 、 食 料 品 等 に 係る 物価 の 高騰 及び 買占め 、 売 り 惜 し み を 未然 部 外 品 、 食料 品 等 に 係る 物価 の 高騰 及び 買占め 、 売り 惜しみ を 未然 
に 回 避 し 又は 沈静 化す る た め 、 必 要 に 応じ 、 法 第 59 条 に 基づく 指 に 回 避 し 又は 沈静 化す る た め 、 必 要 に 応じ 、 法 第 59 条 に 基づく 措 
置 を 講じ る 。 置 を 講じ る 。 
⑥ 政府 及び 地方 公共 団体 は 、 外 出 を 自粛 する 方 々 の 心 の ケア や 自宅 ⑥ 政府 及び 地方 公共 団体 は 、 外 出 を 自粛 する 方 々 の 心 の ケア や 自宅 
で の DV や 虐待 の 発生 防止 に 取り 組む と と も に 、 在 宅 の 一 人 暮らし で の DV や 虐待 の 発生 防止 に 取り 組む と と も に 、 在 宅 の 一 人 暮らし 
RIN GIIRR 市 町 村 が 行う 見 守り 等 I a 
に 対し て 適切 に 支援 する 。 に 対し て 適切 に 支援 する 。 
2) 物資 ・ 資 材 等 の 供給 2) 物資 ・ 資 材 等 の 供給 
① 政府 は 、 国 民 や 地方 公共 団体 の 要望 に 応じ 、 マ スク 、 個 人 防護 具 ① 政府 は 、 国 民 や 地方 公共 団体 の 要望 に 応じ し 、 マ スク 、 個 人 防護 具 
や 消毒 薬 、 食料 品 等 の 増産 や 円 滑 な 供給 を 関連 事業 者 に 要請 する 。 や 消毒 薬 、 食 料 品 等 の 増産 や 円 滑 な 供給 を 関連 事業 者 に 要請 する 。 
まだ を 、 感 染 防 止 や 医療 提供 体制 の 確保 の た め 、 マ スク 、 個 また 、 政府 は 、 感染 防止 や 医療 提供 体制 の 確保 の た め 、 マ スク 、 個 
人 防護 具 、 人 工 呼 吸 器 等 の 必要 な 物資 を 国 の 責任 で 確保 し 、 必要 に 人 防護 具 、 人 工 呼吸 回 等 の 必要 な 物資 を 国 の 責任 で 確保 し 、 必要 に 
応じ 、 54 条 に 基づく 緊急 輸送 の 要請 や 法 第 55 条 に 基 づ く 売 渡 応じ 、 法 第 54 条 に 基づく 緊急 輸送 の 要請 や 法 第 55 条 に 基づく 売 渡 
し の 要請 等 を 行う 。 例 えば 、 マ スク 等 を 国 で 購入 し 、 必 要 な 医療 機 し の 要請 等 を 行う 。 例え 【 ば 、 マス ク 等 を 国 で 購入 し 、 必要 な 医療 機 
関 や 介護 施設 等 に 優先 配布 する こと や 、 感 染 拡 大 防止 策 が 特に 必要 関 や 介護 施設 等 に 優先 配布 する こと や 、 感 染 拡 大 防止 策 が 特に 必要 
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と 考え られ る 地域 に お いて 必要 な 配布 を 行 う 。 と 考え られ る 地域 に お いて 必要 な 配布 を 行 う 。 

② 政府 は 、 マ スク 消毒 薬 等 の 国民 が 必要 と する 物資 を 確保 する た ② 政府 は 、 マ スク や 消毒 楽 等 の 国民 が 必要 と する 物資 を 確保 する た 
め 、 国 民生 活 安 定 緊急 措置 法 (昭和 48 年 法律 第 121 号 ) 第 26 条 第 め 、 国 民生 活 安定 緊急 措置 法 (昭和 48 年 法律 第 121 号 ) 第 26 条 第 
1 項 を 適用 し 、 マ スク の 転売 行為 を 禁止 する と と も に 、 過 剰 な 在庫 1 項 を 適用 し 、 マ スク の 転売 行為 を 禁止 する と と も に 、 山 剰 な 在庫 
を 抱え る こ と の な いよ う 消 費 者 や 事業 者 に 冷静 な 対応 を 呼び か け を 抱え る こと の な いよ 2 消費 者 や 事業 者 に 冷静 な 対応 を 呼び か け 
る 。 また 、 政府 は 、 繰り 返し 使用 可能 な 布製 マス ク の 普及 を 進め る 。 る 。 また 、 政府 は 、 繰 り 返 し 使用 可能 な 布製 マス ク の 普及 を 進め る 。 

③ 政府 は 長期 信頼 に 、 マ スク や 居合 ③ 政府 は 、 事態 の 長期 化 も 念頭 に に マス ク や 抗菌 薬 の 原 薬 を 含む 医 
者 医療 機器 等 の 医療 の 維持 に 必要 な 資材 の 安定 確保 に 努め る と 薬品 、 医 療 機器 等 の 医療 の 維持 に 必要 な 資材 の 安定 確保 に 努め る と 

、 国 産 化 の 検討 を 進め る 。 と も に 、 国 産 化 の 検討 を 進め る 。 

i 3 ) 関係 機関 と の 連携 の 推進 

① 政府 は 、 地 方 公共 団体 を 含む 関係 機関 等 と の 双方 向 の 情報 共有 を ① 政府 は 、 地 方 公共 団体 を 含む 関係 機関 等 IN 
強化 し 、 対 策 の 方 針 の 迅速 な 伝達 と 、 対 策 の 現場 に お ける 状況 の 把 強化 し 、 対策 の 方 針 の 迅速 な 伝達 と 、 対策 の 現場 に お ける 状況 の 把 
揚 を 行う 。 提 を 行う 。 

② 政府 は 、 対 策 の 推進 に あたっ て は 、 地 方 公共 団体 等 の 関係 者 の 意 ② 政府 は 、 対策 の 推進 に あたっ て は 、 地方 公共 団体 、 経済 団体 等 の 
見 を 十分 聞き な が ら 進 め る 。 関係 者 の 意見 を 十分 聞き な が ら 進 め る 。 

③ 地方 公共 団体 は 、 保 健 部 局 の みな ら ず 、 危機 管理 部 局 も 含め すべ ③ 地方 公共 団体 は 、 保健 部 局 の みな ら ず 、 危機 管理 部 局 も 含め すべ 
て の 部 局 が 協力 し て 対策 に あたる 。 て の 部 局 が 協力 し て 対策 に あたる 

④ 政府 は 、 国 際 的 な 連携 を 密 に し 、WHO や 諸 外 国 ・ 地 域 の 対応 状 ④ 政府 は 、 国 際 的 な 連携 を 密 に し 、 WHO や 諸 外 国 ・ 地 域 の 対応 状 
況 等 に 関す る 情報 収集 に 努め る 。 ま た 、 日 本 で 得 ら れ た 知見 を 積極 況 等 に に 関す る 情報 収集 ! に 努め る 。 また 、 日 本 で 得 ら れ た 知見 を 積極 
的 に WHO 等 の 関係 機関 や 諸 外 国 ・ 地 域 と 共有 し 、 人 活 的 に WHO 等 の 関係 機関 や 諸 外 国 ・ 地 域 と 共有 し 、 今後 の 対策 に 活 
か し て いく と と も に 、 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 の 拡大 に RE か し て いく と と も に 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 の 拡大 に よる 影響 
を 受け る 国 ・ 地 域 に 対す る 国際 社会 全体 と し て の 対策 | を 受け る 国 ・ 地 域 に 対す る 国際 社会 全体 と し て の 対策 に 貢献 する 。 

⑤ 政府 は 、 基 礎 医 学研 究 及び 了 臨床 医学 研究 、 疫 学研 究 を 含む 社会 医 ⑤ 政府 は 、 基礎 医学 研究 及び 了 臨床 医学 研究 、 疫学 研究 を 含む 社会 医 
学研 究 等 の 研究 体制 に 対す る 支援 を 通し て 、 新型 コロ ナウ イル ス 感 学研 究 等 の 研究 体制 に 対す る 支援 を 通し て 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感 
染 症 へ の 対策 の 推進 を 図る 。 染 症 へ の 対策 の 推進 を 図る 。 

⑥ 都 道 府 県 は 、 近隣 の 特定 都 道 府 県 が 緊急 事態 宣言 後 の 様 々 な 措置 ⑥ 特定 都 道 府 県 は 、 近 隣 の 特定 都 道 府 県 が 緊急 事態 宣言 後 の 様 々 な 
を 行う に あたり 、 そ の 要請 に 応じ 、 必 要 な 支援 を 行 う 。 措置 を 行 う 【 こ あ た り 、 そ の 要請 に 応じ 、 必 要 な 支援 を 行う 。 

⑦ 特定 都 道 府 県 は 、 緊 急 事 態 宣言 後 の 様々 な 措置 を 実施 する に あ た の 各々 人 を する に こ あ た 
っ て は 、 予 め 政 府 対策 本 部 と 協議 し 、 迅 速 な 情報 共有 を 行う 。 政 府 っ て は 、 予め 政府 対策 本 部 と 協議 し 、 迅速 な 情報 共有 を 行う 。 政 府 
対策 本 部 長 は 、 特 定 都 道府県 が 適切 に 緊急 事態 措置 を 講じ る こと が jn リ な [を 講じ る こと が 
で きる よう 、 専 門 家 の 意見 を 踏ま えつ つ 、 特 定 都 道府県 と 総合 調整 で きる よう 、 専門 家 の 意見 を 踏ま ほえ つつ 、 特定 都 道 府 県 と 総合 調整 
を 行う 。 を 行う 。 

⑧ 緊急 事態 宜 言 後 の 様 々 な 措置 を 実施 し た 際 に は 、 特 定 都 道 府 県 知 ⑧ 緊急 事態 宣言 後 の 様 々 な 措置 を 実施 し た 際 に は 、 特 定 都 道府県 知 
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事 及 び 指 定 行政 機関 の 長 は 政府 対策 本 部 長 に 、 特 定 市 町 村長 及び 指 事 及 び 指 定 行政 機関 の 長 は 政府 対策 本 部 長 に 、 特 定 市 町 村長 及び 指 
定 地方 公共 機関 の 長 は その 所 在 す る 特定 都 道 府 県 知 事 に 、 指定 公共 人 の は その 所 在 す る 人 だ に 、 和 人 
機関 の 長 は 所 管 の 指定 行政 機関 に 、 そ の 則 及 びそ の 理由 を 報告 機関 の 長 は 所 管 の 指定 行政 機関 に の 旨 及 びそ の 理由 を 報告 す 
る 。 政 府 対策 本 部 長 は 国会 に 、 特定 都 道 府 県 知事 及び 指定 行政 機関 る 。 政府 対策 本 部 長 は 国会 に 、 特定 i A 
の 長 は 政府 対策 本 部 長 に 、 報 告 を 受け た 事項 を 報告 する 。 の 長 は 政府 対策 本 部 長 に 、 報 告 を 受け た 事項 を 報告 する 。 

4) 社会 機能 の 維持 4) 社会 機能 の 維持 

① 政府 、 地 方 公共 団体 、 指 定 公共 機関 及び 指定 地方 公共 機関 は 、 職 ① 政府 、 地方 公共 団体 、 指定 公共 機関 及び 指定 地方 公共 機関 は 、 職 
員 に お ける 感染 を 防ぐ よう 万 全 を 尽く す と と も に 、 万 が 一 職員 に お 員 に お ける 感染 を 防ぐ よう 万 全 を 尽く す と と も に 、 万 が 一 職員 に お 
いて 感染 者 又は 濃厚 接触 者 が 確認 され た 場合 に も 、 職務 が 遅滞 な く いて 感染 者 又は 濃厚 接触 者 が 確認 され た 場合 こも 、 職務 が 遅滞 な く 
行え る よう に 対策 を 予め 講じ る 。 特 に 、 テ レビ 会 議 及 び テ レ ワ ー ク 行え る よう に 対策 を 予め 講じ る 。 特に 、 テ レビ 会 議 及び テレ ワー ク 
の 活用 に 努め る 。 の 活用 に 努め る 。 

② 地方 公共 団体 、 指 定 公共 機関 及び 指定 地方 公共 機関 は 、 電 気 、 ガ ② 地方 公共 団体 、 指定 公共 機関 及び 指定 地方 公共 機関 は 、 電 気 、 ガ 
ス 、 水 道 、 公 共 交 通 、 通 信 、 金 融 業 等 の 維持 を 通し て 、 国民 生 清 及 ス 、 水 道 、 公 共 交 通 、 通信 、 金 融 業 等 の 維持 を 通し て 、 国民 生活 及 
び 国 民 経済 へ の 影響 が 最小 と な る よ う 公 益 的 事業 を 継続 する 。 び 国 民 経済 へ の 影響 が 最小 と な る よう 公益 的 事業 を 継続 する 。 

③ 政府 は 、 指 定 公 共 機関 の 公益 的 事業 の 継続 に 支障 が 生じ る こと が ③ 政府 は 、 指 定 公共 機関 の 公益 的 事業 の 継続 に 支障 が 生じ る こと が 
な いよ う 、 必 要 な 支援 を 行う 。 な いよ う 、 必 要 な 支援 を 行う 。 

④ 国民 生活 ・ 国 民 経 済 の 安定 確保 に 不可 欠 な 業務 を 行う 事業 者 は 、 ④ 国民 生活 ・ 国 民 経 済 の 安定 確保 に 不可 欠 な 業務 を 行う 事業 者 は 
型 民 生活 及び 国民 経済 安定 の た め 、 事 業 の 継続 を 図る 。 型 民 生活 及び 国民 経済 安定 の た め 、 事 業 の 継続 を 図る 。 

⑤ 政府 は 、 事 業者 の サー ビス 提供 水準 に 係る 状況 の 把握 に 努め 、 必 ⑤ 政府 は 、 事業 者 の サー ビス 提供 水準 に 係る 状況 の 把握 に 努め 、 必 
要 に 応じ 、 国 民 へ の 周知 を 図る 。 要 に 応じ 、 国 民 へ の 周知 を 図る 。 

⑥ 政府 は 、 空 港 、 港 湾 、 医 療 機 関 等 に お ける トラ ブル な ど を 防止 す ⑥ 政府 は 、 空 港 、 港湾 、 医療 機関 等 に お ける トラ ブル な ど を 防止 す 
る た め 、 必 要 に 応じ 、 警 戒 警 備 を 実施 する 。 る た め 、 必 要 に 応じ 、 警 戒 警 備 を 実施 する 。 
警察 は 、 混 乱 に 乗じ た 各種 犯罪 を 抑止 する と と も に 、 取 締り を 微 警察 は 、 混乱 に 乗じ た 各種 犯罪 を 抑止 する と と も に 、 取 締り を 徹 
底 す る 。 底 す る 。 

5) 緊急 事態 宜 言 後 の 取 組 5) 緊急 事態 宣言 後 の 取 組 

政府 は 、 緊 急 事態 宜 言 を 行っ た 後に も 、 特 定 都 道 府 県 や 基本 的 対処 方 政府 は 、 緊急 事態 宣言 を 行っ た 後に も 、 特定 都 道 府 県 や 基本 的 対処 方 

針 等 褒 問 委員 会 等 と の 定期 的 な 情報 交換 を 通じ 、 感染 状況 の 変化 、 施策 針 等 府 問 委員 会 等 と の 定期 的 な 情報 交換 を 通じ 、 感染 状況 の 変化 、 施策 






























































の 実施 状況 等 を 定期 的 に 分 析 ・ 評 価 し 、 必 要 に 応じ て 、 国 民 や 関係 者 へ の 実施 状況 等 を 定期 的 に 分 析 ・ 評 価 し 、 特 に 期間 終期 (5 月 6 日 ) まで 



















































































情報 発信 を 行う 。 ま た 、 緊 急 事態 解除 宣言 を 行っ た 後に も 、 引 き 続 き 、 の 間 に 適 切 に 評価 を 行う 。 そ の 上 で 、 必要 に 応じ て 、 国 民 や 関係 者 へ 情 

警戒 を 行い 、 国 内 外 の 感染 状況 を 分 析 し 、 そ れ ま で の 知見 に 基づき 、 よ 報 発信 を 行う 。 ま た 、 監 急 事 態 解除 宣言 を 行っ た 後に も 、 引 き 続 き 、 警 

り 有 効 な 対策 を 実施 する 。 戒 を 行い 、 国 内 外 の 感染 状況 を 分 析 し 、 そ れ ま で の 知見 に 基づき 、 よ り 
有効 な 対策 を 実施 する 。 

6 ) その 他 6) その 他 
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改正 前 改正 









































































































































































































































































































































① 政府 は 、 必 要 に 応じ 、 他 法令 に 基づく 対応 に つい て も 、 講 ずる こ ① 政府 は 、 必要 に 応じ 、 他 法 令 に 基づく 対応 に つい て も 、 講ず る こ 

と と する 。 と と する 。 
今後 の 状況 が 、 上 緊急 事態 宣言 の 要件 等 に 該当 する か 否 か に つい て ② 今後 の 状況 が 、 緊 急 事態 宣言 の 要件 等 に 該当 する か 否 か に つい て 

は 、 海 外 で の 感染 者 の 発生 状況 と と も に 、 感 染 経 路 の 不明 な 患者 や は 、 海外 で の 感染 者 の 発生 状況 と と も に 、 感染 経路 の 不明 な 愚者 や 
クラ スタ ー の 発生 状況 等 の 国内 で の 感染 拡大 及び 医療 提供 体制 の クラ スタ ー の 発生 状況 等 の 国内 で の 感染 拡大 及び 医療 提供 体制 の 
ひっ 人 迫 の 状況 を 踏ま えて 、 国民 生活 及 び 国 民 経済 に 基 大 な 影響 を 及 ひっ 人 迫 の 状況 を 踏ま えて 、 国 民生 活 及 び 国 民 経済 に 甚大 な 影響 を 及 
ぼ す お それ が ある か 否 か に つい て 、 政 府 対策 本 部 長 が 基本 的 対処 方 ぼ す お それ が ある か 否 か に つい て 、 政 府 対策 本 部 長 が 基本 的 対処 方 
針 等 府 間 委員 会 の 意見 を 十分 踏ま えた 上 で 総合 的 に 判断 する こと 針 等 府 間 委員 会 の 意見 を 十分 踏ま えた 上 で 総合 的 に 判断 する こと 
きま る 。 と する 。 

③ 政府 は 、 基 本 的 対処 方 針 を 変更 し 、 又 は 、 緊 急 事 態 の 継続 若 し く ③ 政府 は 、 基本 的 対処 方 針 を 変更 し 、 又 は 、 緊急 事態 の 継続 若 しく 
は 終了 する に あたっ て は 、 新 た な 科学 的 知見 、 感 染 状況 、 施 策 の 実 は 終了 する に あたっ て は 、 新た な 科学 的 知見 、 感染 状況 、 施 策 の 実 
行状 況 等 を 考慮 し た 上 で 、 基本 的 対処 方 針 等 誠 間 委員 会 の 意見 を 十 行状 況 等 を 考慮 し た 上 で 、 基 本 的 対処 方 針 等 府 問 委員 会 の 意見 を ] 
分 踏ま ほそ た 上 で 了 臨機 応変 に 対応 する 。 分 踏ま えた 上 で 了 臨機 応変 に 対応 する 。 
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( 別 添 ) 緊急 事態 官 言 時 に 事業 の 継続 が 求め られ る 事業 者 ( 別 添 ) 緊急 事態 宣言 時 に 事業 の 継続 が 求め られ る 事業 者 
以下 事業 者 等 に つい て は 、「 三 つの 夫 」 を 避け る た め の 取 組 を 講じ て い 以下 事業 者 等 に つい て は 、「 三 つの 密 」 を 避け る た め の 取 組 を 講じ て い 
た だ きつ つ 、 事 業 の 継続 を 求め る 。 た だ きつ つ 、 事 業 の 継続 を 求め る 。 
1 . 医療 体制 の 維持 1 . 医療 体制 の 維持 
・ 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 の 治療 は も ちろ ん 、 その 他 の 重要 疾患 へ の ・ 新 型 コ ロナ ウイ ルス 成 染 症 の 治療 は も ちろ ん 、 そ の 他 の 重要 疾患 へ の 
対応 も ある た め 、 す べ て の 医療 関係 者 の 事業 継続 を 要請 する 。 対応 も ある た め 、 ES 表す る 。 



































・ 医 療 関 係 者 に は 、 病 院 ・ 薬 局 等 の ほか 、 医 薬品 ・ 医 療 機器 の 輸入 ・ 製 ・ 医 療 関係 者 に は 、 病 院 ・ 薬 局 等 の ほか 、 医 薬品 ・ 医 療 機器 の 輸入 ・ 製 
造 ・ 販 売 、 献血 を 実施 する 採血 業 、 入院 者 へ の 食事 提供 な ど 、 患 者 の 造 ・ 販 売 、 献血 を 実施 する 採血 業 、 入 院 者 へ の 食事 提供 な ど 、 患者 の 治 
治療 に 必要 な すべ て の 物資 ・ サ ービス に 関わ る 製造 業 、 サ ービス 業 を 療 に 必要 な すべ て の 物資 ・ サ ービス に 関わ る 製造 業 、 サ ービス 業 を 含む 。 





















































































































































































































































含む 。 

2. 支援 が 必要 な 方 々 の 保護 の 継続 2. 支援 が 必要 な 方 々 の 保護 の 継続 
・ 高 齢 者 、 障害 者 な ど 特 に 支援 が 必要 な 方 々 の 居住 や 支援 に 関す る すべ ・ 高 齢 者 、 障 害 者 な ど 特 に 支援 が 必要 な 方 々 の 居住 や 支援 に 関す る すべ 
て の 関係 者 (生活 支援 関係 事業 者 ) の 事業 継続 を 要請 する 。 A OR 青 す る 。 
・ 生 活 支 援 関 係 事 業者 に は 、 介護 老人 福祉 施設 、 障 害 者 支援 施設 等 の ・ 生 活 支 援 関係 事業 者 に は 、 介 護 老 人 福祉 施設 、E 支援 施設 等 の 運 
営 関係 者 の ほか 、 施設 入所 者 へ の 食事 提供 な ど 、 高齢 者 、 0 まう 営 関係 者 の ほか 、 施 Dj 障害 者 な ど 








































































































が 生活 する 上 で 必要 な 物資 ・ サ ービス に 関わ る すべ て の 製造 業 、 サー が 生活 する 上 で 必要 な 物資 ・ サ ービス に に 関わ る すべ て の 製造 業 、 = 


























































































































































































































































































































































































































































































































ビス 業 を 含む 。 ビス 業 を 含む 。 
3. 国民 の 安定 的 な 生活 の 確保 3. 国民 の 安定 的 な 生活 の 確保 

・ 自 宅 等 で 過ごす 国民 が 、 必要 最低 限 の 生活 を 送る た め に 不可 欠 な サー ・ 自 宅 等 で 過ごす 国民 が 、 必要 最低 限 の 生活 を 送る た め に 不可 欠 な サー 
ビス を 提供 する 関係 事業 者 の 事業 継続 を 要請 する 。 ビス を 提供 する 関係 事業 者 の 事業 継続 を 要請 する 。 

① イン フラ 運営 関係 (電力 、 ガ ス 、 石油 ・ 石 油 化 学 ・LP ガ ス 、 上 下 ① イン フラ 運営 関係 (電力 、 ガ ス 、 石 油 ・ 石 油 化学 ・ し LP ガ ス 、 上 下 
水道 、 通 信 ・ デ ー タ セン ター 等 ) 水道 、 通 信 ・ デー タ セ ンタ ー 等 ) 

② 飲食 料 品 供給 関係 (農業 ・ 林 業 ・ 漁 業 、 飲 食料 品 の 輸入 ・ 製 造 ・ 加 ② 飲食 料 品 供給 関係 (農業 ・ 林 業 ・ 漁 業 、 飲 食料 品 の 輸入 ・ 製 造 ・ 加 
工 ・ 流 通 ・ ネ ッ ト 通 販 等 ) 工 ・ 流 通 ・ ネッ ト 通 販 等 ) 

③ 生活 必需 物資 供給 関係 (家庭 用 品 の 輸入 ・ 製 造 ・ 加 工 ・ 流 通 ・ ネ ッ ③ 生活 必需 物資 供給 関係 (家庭 用 品 の 輸入 ・ 製 造 ・ 加 工 ・ 流 通 ・ ネ ッ 
ト 通販 等 ) ト 通販 等 ) 

④ 食堂 、 レ スト ラン 、 喫茶 店 、 宅 配 ・ テ ー ク アウ ト 、 生 活 必 需 物 資 の ④ 食堂 、 レ スト ラン 、 喫茶 店 、 宅 配 ・ テ ー ク アウ ト 、 生 活 必 需 物 資 の 
小売 関係 (百貨 店 ・ ス ー パ ー、 コ ン ビ ニー、 ド ラッ グスト ア 、 ホー ム セ en ON ドジ ウジ グスト か ム セ 
ンタ ー 等 ) ンタ ー 等 ) 

⑤ 家庭 用 品 の メン テ ナ ン ス 関係 (配管 工 ・ 電 気 技師 等 ) ⑤ 家庭 用 品 の メン テ ナ ン ス 関係 (配管 工 ・ 電 気 技師 等 ) 

⑥ 生活 必需 サー ビス (ホテ ル ・ 宿 泊 、 僕 湯 、 理 美容 、 ラ ンド リー、 獣 ⑥ 生活 必需 サー ビス (ホテ ル ・ 和 宿泊 、 銭 湯 、 理 美容 、 ラ ンド リー、 獣 
医 等 ) 医 等 ) 



























































ご み 処 理 関係 (廃棄 物 収 集 ・ 直 、 処分 等 ) ⑦ ご み 処 理 関係 (廃棄 物 収 集 ・ 運搬 、 処分 等 ) 
福 婚 葬祭 業 関係 (火葬 の 実施 や 遺体 の 死後 処置 に 係る 事業 者 等 ) ⑧ 有 冠 尋 葬 祭 業 関係 (火葬 の 実施 や 遺体 の 死後 処置 に 係る 事業 者 等 ) 
メデ ィ ア (テレ ビ 、 ラ ジオ 、 新 聞 、 ネ ッ ト 関 係 者 等 ) ⑨ メデ ィ ア (テレ ビ 、 ラ ジオ 、 新 聞 、 ネ ッ ト 関 係 者 等 ) 
サー ビス (ネッ ト 配 信 、 遠隔 教育 、 ネ ッ ト 環 境 維持 に 係 ⑩ 個人 向け サー ビス (ネッ ト 配 信 、 遠隔 教育 、 ネ ッ ト 環 境 維 持 に 係る 
自家 用 車 等 の 整備 等) 設備 ・ ビス 、 自 家用 車 等 の 整備 等 ) 
選 ・ 庄 す 二 
. 社会 の 安定 の 維持 の 観点 か ら 、 ER 企業 の 活 ・ 八 持 の 観点 か ら 、 緊 急 事態 措置 の 期間 中 に も 、 企業 の 活 
動 を 維持 する た め に 不可 欠 な サー 章介 の 動 を 維持 する た め に 不可 欠 な サー US 事業 者 の 最低 
M Rr ) 
① 金融 サー ビス (銀行 、 信 金 ・ 信 組 、 証 券 、 保 険 、 ク レジ ッ ト カ ー ド 金融 サー ビス (銀行 、 信 金 ・ 信 組 、 証 券 、 保 険 、 ク レジ ッ ト カ ー ド 
その 他 決 済 サ ービス 等 ) DB 決済 サー ビス 等 ) 
② RES 2 トラ ッ ク 、 海運 ・? 流 ・ 運 送 サ ービス (鉄道 、 バ ス ・ タ クシ ー・ ト ラッ ク 、 
湾 管 理 、 航 空 ・ 空 港 管理 、 郵 便 等 ) 湾 管 理 、 航 空 ・ 空 港 管 理 、 郵 便 等 ) 
型 防 に i ビス 業 の 維持 (航空 機 、 潜水 艦 等 ) 当 防 に 必要 な 製造 薬 ・ サ ービス 業 の 維持 (航空 機 、 剰 水 艦 等 ) 
企業 活動 ・ の 維持 に 必要 な サー ビス (ビル メン テ ナ ン ス 、 セ キ ④ 企業 活動 ・ 治 安 の 維持 に 必要 な サー ビス (ビル メン テ ナ ン ス 、 セ キ 
ュ リ テイ 関係 ああ 
⑤ 安全 安心 に 必要 な 社会 基盤 (河川 や 道路 な どの 公 物 管理 、 公 共 工 事 、 ⑤ 安全 安心 に 必要 な 社会 基盤 (河川 や 道路 な どの 公 物 管理 、 公 共 工 事 、 
廃棄 物 処理 、 個 別 法 に 基づく 危険 物 管 理 等 ) 廃棄 物 処理 、 個 別 法 に 基づく 危険 物 管 理 等 ) 
⑥ 行政 ビス 等 (警察 、 消 防 、 そ の 他 行 政 サ ービス ) ⑥ 行政 サー ビス 等 (警察 、 消 防 、 そ の 他 行 政 サ ービス ) 
⑦ 育児 サー ビス (託児 所 等 ) ⑦ 育児 サー ビス (託児 所 等 ) 
5. その 他 5. その 他 
・ 医 療 、 製造 業 の うち 、 設備 の 特性 上 、 生 産 停 止 が 困難 な も の (高炉 や ・ 医 療 、 製 造 業 の うち 、 設備 の 特性 上 、 生 産 停止 が 困難 な も の (高炉 や 
半導体 工場 な ど ) 、 医 療 ・ 支 援 が 必要 な 人 の 保護 ・ 社 会 基盤 の 維持 等 半導体 工場 な ど ) 、 医療 ・ 支 援 が 必要 な 人 の 保護 ・ 社 会 基盤 の 維持 等 に 
こ 不 可 欠 な も の (サプライ チェ ー ン 上 の 重要 物 を 含む 。) を 製造 し て 不可 欠 な も の (サプライ チェ ー ン 上 の 重要 物 を 含む 。) を 製造 し て いる 
いる も の に つい て は 、 感染 防止 に 配慮 し つつ 、 継続 する 。 また 、 医療 、 も の に つい て は 、 感染 防止 に 配慮 し つつ 、 継 続 す る 。 ま た 、 医 療 、 国 民 
型 民 生活 ・ 国 民 経 済 維持 の 業務 を 支援 する 事業 者 等 に も 、 事業 継続 生活 ・ 国 民 経 済 維持 の 業務 を 支援 する 事業 者 等 に も 、 事業 継続 を 要請 す 
要請 する 。 2 の 







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































正 部 分 は 、 下 線 の 部 分 で ある 。 
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【 資 料 2 】 


新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 に 係る 対応 等 に つい て 


1 国内 の 感染 者 の 状況 




























































































































































































( 1 ) 全国 の 状況 (チャ ー タ ー 便 帰国 者 を 除く ) R2.4.16 12 時 現在 (人 ) 
PCR 検査 うち 無 症状 者 うち 有 症 状 者 うち 症状 有無 
陽性 者 うち 死亡 者 | 確認 中 
和 吾 内 事例 8, 442 513 5, 309 136 2, 620 
(2) 東北 地域 の 状況 R2.4.16 12 時 現在 (人 ) 
自治 体 | 3/27 ( 金 ) 時 点 | 473 ( 金 ) 時 点 | 4/10( 金 ) 時 点 | 4/16 (月 ) 時 点 
青森 県 4 11 14 22 
秋田 県 3 9 12 16 
岩手 県 = = = = 
宮城 県 2 13 37 65 
山形 県 - 1 27 45 
福島 県 2 9 36 40 
合計 11 43 126 188 























2 これ まで の 対応 状況 
(1) 国 の 対応 

1 月 6 日 ・ 各 都 道府県 等 に 対し 、 武 漢 市 滞在 歴 を 有する 愚者 の 医療 機関 で の 感 
染 対策 の 徹底 等 を 要請 


































































































1 月 7 日 ・ 各 検 疫 所 に 対し 、 有 症状 者 に 対す る 自己 申告 の 呼び か け 、 受 診 勧 奨 
文書 発 | 

1 月 16 日 ・ 国内 患者 発生 を 受け 、 国 民 に メッ セー ジ 発 出 (通常 の 感染 対策 の 呼 
び か け 等 ) 

1 月 21 日 ・ 関係 閣僚 会 議 を 開催 

1 























月 30 日 ・ 「 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 対 策 本 部 」( 本 部 長 : 首相 ) を 設置 
・ 全国 知事 会 が 「 新 型 コ ロナ ウイ ルス 緊急 対策 会 議 」 を 設置 
1 月 31 日 ・ WHO が 「 国 際 的 に 懸念 され る 公衆 衛生 上 の 緊急 事態 」 を 宣言 
・ 外務 省 が 感染 症 危 険 情 報 を 、 中 国 全 土 を 対象 に 「 渡 航 自 粛 」 に 
上 げ (湖北 省 は 渡航 中 止 勧告 ) 
2 月 1 日 ・ 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 を 「 指 定 感染 症 」 等 に 指定 する 政令 施行 
出入 国 管理 法 に 基づく 入国 規制 の 実施 湖北 省 発 行 旅券 を 所 持 す る 
者 及び 14 日 以内 の 湖北 省 滞在 者 ) 
都 道 府 県 に 対し 、 下 記 の 体制 を 今月 上 旬 ま で に 整備 する こと を 要請 
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月 13 日 


月 16 日 





月 19 日 


月 24 日 


月 25 日 


月 27 日 


月 29 日 
月 6 日 





月 9 日 


月 10 日 
月 14 日 
月 19 日 














① 次 医療 圏 毎 の 「 帰 国 者 ・ 接 触 者 外来 」 の 設置 
②  「 帰 国 者 ・ 接 触 者 外来 」 へ の 受診 調整 を 行う 「 帰 国 者 ・ 接 触 者 

相談 セン ター」 の 各 保 健 所 へ の 設置 
新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 を 検疫 法 上 の 隔離 ・ 停 留 で きる 感染 症 と 
する た め 、 ま た 、 和 無 症状 病原 体 保有 者 を 入院 措置 ・ 公 費 負 担 と する た 
め 、 関 係 政令 を 改正 

新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 の 流行 が 確認 され て いる 地域 に 「 河 江 省 」 
を 追加 

感染 症 対策 専門 家 会 議 を 開催 し 、 対 策 に つい て 医学 的 見 地 か ら 対 応 
策 等 を 協議 

第 2 回 感染 症 対策 専門 家 会 議 を 開催 し 、 患 者 が 増加 する 局面 を 想定 
し た 対応 に つい て 協議 
相談 ・ 受 診 の 目安 に つい て 協議 

第 3 回 感染 症 対策 専門 家 会 議 を 開催 し 、 感 染 対 策 の 基本 方 針 に つい 
て 協議 

政府 対策 本 部 に お いて 、! 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 対策 の 基本 方 針 」 
を 決定 

安倍 首相 が 国 の 対策 本 部 に お いて 、 全 国 の 小 中 学 校 、 高 校 、 特 別 支 
3 月 2 日 か ら 臨 時 休校 する よう 要請 

安倍 首相 記者 会 見 (臨時 休校 や PCR の 保険 適用 等 に つい て ) 
新型 コロ ナウ イル ス に 係る P CR 検査 の 保険 適用 開始 

都 道 府 県 に 対し 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス の 患者 数 が 大 幅 に 増え た 時 に 
備え た 医療 提供 体制 等 の 検討 を 要請 
新型 コロ ナウ イル ス 対 策 専門 家 会 議 

(| 新型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 対策 の 見 解 」 を 発表 

「 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 に 関す る 緊急 対応 策 一 第 2 弾 一 」 
新型 イン フル エン ザ 等 対策 特別 措置 法 の 改正 法 施行 

新型 コロ ナウ イル ス 対 策 専 門 家 会 議 
(「 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 対策 の 状況 分 析 ・ 提 言 」 を 発表 
本 国内 の 感染 状況 は 、 引き 続き 持ち こたえ て いる が 、 一 部 の 地域 で は 感染 拡大 が 見 
られ 、 今後 地域 に お いて 、 感染 源 が 分 か ら な い 患 者 数 が 継続 的 に 増加 し 、 こ うし た 地域 
が 全国 に 拡大 すれ ば 、 どこ か の 地域 を 発端 と し て 、 爆発 的 な 感染 拡大 を 伴う 大 規模 流行 
に つなが りか ね な いと 考え て いる 。 

現時 点 で は 、 社会 ・ 経 済 機能 へ の 影響 を 最小 限 と し な が ら 、 感染 拡大 防止 の 効果 を 最 
大 限 に する と いう 方 針 を 続け て いく 必要 が あり 、 

① クラ スタ ー (集団 ) の 早期 発見 ・ 早 期 対応 

② 患者 の 早期 診断 ・ 重 症 者 へ の 集中 治療 の 充実 と 医療 提供 体制 の 確保 

③ 市 民 の 行動 変容 
の 3 本 柱 の 基本 戦略 を 維持 、 必 要 に 応じ て 強化 し 、 速 や か に 行わ な けれ ば な ら な い 。 
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3 月 19 日 ・ 都 道 府 県 に 対し 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 の 患者 数 が 大 幅 に 増え 

た と き に 備え た 入院 医療 提供 体制 等 の 整備 を 要請 
・ 県 内 の 患者 受入 れ を 調整 する 「 都 道府県 調整 本 部 」 を 各 都 道府県 に 設置 
(集中 治療 、 呼 吸 器 内 科 治 療 、 救 急 医療 、 感 染 症 医療 の 専門 家 、 炎 害 医療 コー ディ ネ 
ー タ ー 等 に より 構成 ) 

厚 労 省 に お いて 地方 厚生 局 の 区 域 を 単位 と する 「 広 域 調整 本 部 」 を 設置 

入院 患者 、 重 症 者 の 受入 医療 機関 の 確保 等 

患者 搬送 体制 の 確保 。 等 















































































































































月 26 日 ・ 新型 イン フル エン ザ 等 対策 特別 措置 法 第 1 5 条 に 基づき 、 政 府 対策 
本 部 を 設置 





月 28 日 新型 コロ ナウ イル ス 成 染 症 対策 本 部 
「 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 対策 の 基本 的 対処 方 針 」 を 決定 





月 1 日 ・ 新型 コロ ナウ イル ス 対 策 専 門 家 会 議 
(新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 対策 の 状況 分 析 ・ 提 言 」 を 発表 ) 
・ 本 国内 の 感染 状況 は 、 今 の と ころ 諸 外 国 の よう な 、 オ ー バ ーシュ ー ト (爆発 的 患者 






























































急増 ) は 見 られ て いな い が 、 都 市 部 を 中 心 に クラ スタ ー 感 染 が 次 々 と 報告 され 、 感 染 者 
数 が 急増 し て いる 。 そ うし た 中 、 医 療 供給 体制 が 軍 迫 し つつ ある 地域 が 出 て き て お り 医 
療 供給 体制 の 強化 が 近々 の 課題 と な っ て いる 。 

いわ ゆる 「 医 療 崩壊 」 は 、 オ ー バ ーシュ ー ト が 生じ て か ら 起 こる も の と 解 さ れる 向き 





























も ある 。 し か し 、 新 規 感染 者 数 が 急増 し 、 ク ラス ター 感染 が 頻繁 に 報告 され て いる 現状 
を 考え れ ば 、 爆 発 的 感 筑 が 起こ る 前 に 医療 供給 体制 の 限度 を 超え る 負担 が か か り 医 療 現 
場 が 機能 不全 に 陥る こと が 予想 され る 。 





都 道 府 県 に 関連 する 主 な 提言 

地域 ご と の まん 延 の 状況 を 判断 する 際 に 考慮 すべ き 指 標 等 を ボ す と と も に 、 地域 の 医 
体制 の 対応 を 検討 する 上 で 、 あ ら か じ め 把 握 し て お くべ き 事 項 が 示さ れ た 。 

① 重症 者 数 

② 入院 者 数 

③ 利用 可能 な 病床 数 と 、 そ の 稼働 率 や 空 床 数 

④ 利用 可能 な 人 工 呼吸 器 数 ・ECMO 数 と 、 そ の 稼働 状況 

⑤ 医療 従事 者 の 確保 状況 

市 民 の 行動 変容 の 取組 強化 
重症 者 を 優先 し た 医療 提供 体制 の 確保 
医療 崩壊 に 備え た 市 民 と の 認識 共有 

クラ スタ ー 対 応 す る 保健 所 等 の 強化 
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(2) 県 の 対応 


1 
1 
1 


Do tM 





月 7 日 





月 7 日 





月 16 日 


月 9 日 
月 21 日 
月 24 日 





月 25 日 


月 8 日 
月 29 日 





月 2 日 


月 5 日 
月 6 日 


月 7 日 


月 8 日 





月 10 日 


月 11 日 





月 18 日 


月 22 日 





月 26 日 


・ 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 緊 急 経済 対策 の 公表 








= 











改正 新型 イン フル エン ザ 等 対策 特別 措置 法 第 3 2 条 第 1 項 の 規定 に 
基づき 、 緊 急 事態 宣言 を 発 ! 

4 月 7 日 に 宣言 し た 緊急 事態 措置 を 実施 すべ き 区 域 を 、7 都府県 か 
ら 全 都 道 府 県 に 拡大 







































































県 医師 会 、 感 染 症 指定 医療 機関 等 に 対し 、 感 染 対策 等 の 徹底 を 要請 

県 ホー ムペ ー ジ へ の 掲載 に よる 県 民 へ の 情報 提供 の 実施 

県 旅館 ホテ ル 生 活 衛生 同業 組合 等 に 旅行 客 発症 の 場合 の 適切 な 対応 
を 要請 
上 海 定期 便 機内 で の 健康 カー ド 配 布 に よる 自己 申告 と 適切 な 受診 勧 

状 を 実施 































































































感染 症 指定 医療 機関 等 で 構成 する 「 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 医 療 
連絡 会 議 」 を 開催 し 、 愚 者 発生 時 の 具体 的 対応 を 確認 

厚 労 省 か ら DMAT に 対し 武漢 か ら の 航空 機 帰 国 者 の 健康 管理 に 係る 派 
遺 依頼 が あり 、 本 県 で は 岩手 医科 大 学 か ら 1 名 が 2 日 間 対 応 

「 庁 内 各部 局 連絡 会 議 」 を 設置 し 、 各 部 局 の 取組 み 等 を 情報 共有 
第 2 回 医療 連絡 会 議 を 開催 し 、 指 定 感染 症 と し て の 愚者 発生 時 の 具 
体 的 対応 を 確認 

「 岩 手 県 感染 症 対策 委員 会 」 を 開催 し 、 県 の 感染 対策 及び 専門 委員 
会 の 設置 に つい て 協議 

「 帰 国 者 ・ 接 触 者 相談 セン ター」 及び 「 帰 国 者 ・ 接 触 者 外来 」 の 対 
応 を 開始 
県 民生 活 の 安全 安心 に 関わ る 各 分 野 の 関係 団体 等 に よる 「 連 絡 会 議 」 
を 開催 し 、 消 防 、 和 警察 、 医 療 、 各 種 イ ン フ ラ 、 人 金融 、 報 道 等 の 団体 と 
情報 共有 

「 岩 手 県 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 対策 専門 委員 会 」 を 設置 し 、 県 
の 対策 に 関し 専門 的 な 知見 に 基づき 具体 的 に 協議 

岩手 県 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 対策 本 部 を 設置 し 、 第 1 回 本 部 員 
会 議 を 開催 

第 2 回 専門 委員 会 開催 
(新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 対策 に 係る 県 内 の 医療 体制 に つい て ) 

第 3 回 医療 連絡 会 議 を 開催 し 、 患 者 が 増加 する こと を 想定 し た 医 
体制 に つい て 協議 

県 対策 本 部 第 2 回 本 部 具 会 議 開催 













































































































































































4 
沿 








月 6 日 





月 13 日 





月 17 日 


月 23 日 


月 26 日 





月 28 日 


月 30 日 


月 3 日 


月 8 日 


月 10 日 





月 14 日 





月 14 日 


県 対策 本 部 第 3 回 本 部 内 会 議 開催 
(知事 か ら 「 県 民 の 皆様 へ の メッ セー ジ 」 発 | 

県 対策 本 部 第 4 回 本 部 具 会 議 開催 
( 国 の 緊急 対応 策 第 2 弾 を 踏ま えた 対応 方 針 に つい て ) 
(新型 イン フル エン ザ 等 対策 特別 措置 法 の 改正 案 の 内 容 に つい て ) 

第 3 回 専門 委員 会 開催 
(新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 対策 に 係る 課題 と 今後 の 対応 等 に つい て ) 

県 対策 本 部 第 5 回 本 部 貞 会 議 開催 
( 国 の 緊急 対応 策 第 2 弾 を 踏ま えた 補正 予算 に つい て ) 

新型 イン フル エン ザ 等 対策 特別 措置 法 第 2 2 条 に 基づき 、 県 対策 本 
部 を 設置 

県 対策 本 部 第 6 回 本 部 内 会 議 開催 
(新型 イン フル エン ザ 等 対策 特別 措置 法 に 基づく 県 対策 本 部 の 設置 に つ 
いて ) 

県 対策 本 部 第 7 回 本 部 貞 会 議 開催 
(新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 に 係る 対応 等 に つい て ) 
県 対策 本 部 第 8 回 本 部 貞 会 議 開催 








ュー ン 




























































































(新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 対策 の 基本 的 対処 方 針 (素案 ) に つい て ) 


県 対策 本 部 第 9 回 本 部 員 会 議 開催 
(新型 イン フル エン ザ 等 緊急 事態 宣言 に つい て ) 
県 対策 本 部 第 10 回 本 部 員 会 議 開 催 

















(新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 対策 の 基本 的 対処 方 針 に つい て ) 


県 と 市 町 村 と の 意見 交換 会 開催 
(県 内 で 感染 者 が 発生 し た 場合 の 具体 的 対応 策 に 係る 市 町 村 へ の 情報 提 
供 等 ) 

第 1 回 岩手 県 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 医療 体制 検討 委員 会 開催 
(新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 に 係る 医療 体制 の 素案 に つい て ) 























(3 ) 県 内 の 帰国 者 ・ 接 触 者 相談 セン ター へ の 相談 状況 
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開設 日 





令 和 2 年 2 月 8 日 






































受付 時 間 ・ 設 置 機関 
受付 時 間 設置 機関 
平日 9 時 00 分 て 17 時 00 分 各 県 保健 所 (9 か 所 ) 
盛岡 市 保健 所 
全日 (土日 ・ 祝 日 を 含む ) 24 時 間 体 制 (2/19~) | 県 庁 医療 政策 室 
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相談 対応 件 数 
+ 談 | 6 王 ] 45 | 4o | mn | 2 | 5 | ym 者 
対 応 日 | 48 水 | 條 ” 直 a 人 ー 
各 保健 所 | 2,322 147 170 20 24 283 160 | 3, 126 
医療 政策 室 705 22 22 54 52 31 14 900 
合 計 | 3,027 169 192 74 76 314 174 | 4,026 
主 な 相談 内 容 
数 日 前 に 東京 の 友人 と 会 っ た 後 、 喫 覚 が 無く な っ た た め 不 安 に な っ た 。 
一 般 受 診 し た が 、 そ の 後 も 発熱 や の どの 痛み が 続い て いる 。 再 受診 し て 良い か 。 
(4 ) 県 内 の 一 般 相 談 窓口 へ の 相談 状況 
開設 日 
令 和 2 年 1 月 21 日 
受付 時 間 ・ 設 置 機関 
受付 時 間 設置 機関 
平日 9 時 00 分 ~17 時 00 分 各 県 保健 所 (9 か 所 ) 
盛岡 市 保健 所 
全日 (土日 ・ 祝 日 を 含む ) 9 時 00 分 て 21 時 00 分 | 県 庁 医 療 政 策 室 
相談 対応 件 数 (件 数 の 計上 は 2 月 8 日 か ら ) 
4 談 | 上 エ | 45 | 0 | mn | 2 | 8 | ym 5 
対 応 日 | 48 氷 が 還 を a 
各 保健所 | 2,149 107 111 23 12 86 99 | 2,587 
医療 政策 室 469 41 36 3 36 31 44 660 
合 計 | 2,618 148 147 26 48 117 143 | 3,247 
主 な 相談 内 容 
他 県 ナン バー の 車 が た くさ ん 来 て いる 。 規制 を 行う こと は で き な い か 。 
P CR 検査 を 実施 し て いる 件 数 が 少な い の は な ぜ か 。 理由 は ある の か 。 
家族 が 済生会 陸前 高田 診療 所 を 受診 し た 。 症 状 は 無い が 出勤 し て 良い か 。 
(5) 新型 コロ ナウ イル ス の 検査 状況 
これ まで の 検査 状況 (全て 陰性 ) (4 月 17 日 6 時 現在 ) 
検査 結果 A 4/10 | 411 | 4712 | 4/13 | 4714 | 415 | 416 | a 計 
判 明 日 0 伯 米 金 本 月 火 水 木 8 
行政 検査 件 数 130 14 3 3 15 11 23 6| 205 
民間 検査 件 数 5 1 1 7 












































(6) 医療 用 マス ク の 医療 機関 へ の 提供 状況 に つい て 








提供 元 


厚生 労働 省 


県 ・ 市 町 村 在 庫 分 


国 省庁 備蓄 分 





第 1 弾 
ー 括 購入 分 
(全国 で 1500 万 枚 分 ) 





回 














岩手 県 競馬 組合 か ら 
の 寄付 


第 2 弾 
ー 括 購入 分 
(全国 で 1500 万 枚 分 ) 





団 較 











第 3 弾 
国 一 括 購入 分 
(全国 で 1500 万 枚 分 ) 

















大 連 良 運 集団 有限 公 
司 、 上 海 大 か ら の 寄 
付 


BYD か ら の 寄付 


NPO 法 人 全日 本 地域 
活性 化 連盟 か ら の 寄 
付 


第 4 弾 
ー 括 購入 分 
(全国 で 1500 万 枚 分 ) 








国 陣 








(7) その 他 


青森 県 か ら の 要請 に 基づき 、 令 和 2 年 4 


申込 日 





提供 枚数 


40, 
3 月 16 日 46,150 枚 
3 月 16 日 41.100 枚 
己 


208.000 枚 


208.000 枚 


208.000 枚 








配分 先 


岩手 県 医師 会 (診療 所 ) 


提供 日 
(寄付 の あっ た 日 ) 


備 考 




















会 (診療 所 ) 





岩手 県 薬剤 師 会 (薬局 ) 


山 医 療 機関 を 想定 











手 県 医師 会 (診療 所 ) 





手 県 歯科 医師 会 (診療 所 ) 





手 県 薬剤 師 会 (薬局 ) 





並 ] 並 | 並 | 並 


手 県 医療 局 


指定 医療 機関 等 


mr 





hl 
D 


| 
弟 
財 
濃 
避 
紀 





手 県 医師 会 (診療 所 ) 





手 県 歯科 医師 会 (診療 所 ) 





寿 | 詐 | 性 


手 県 薬剤 師 会 (薬局 ) 


般 医 療 機関 を 想定 


股 医療 機関 を 想定 


股 医療 機関 を 想定 


医療 機関 等 





医療 局 を 想定 





(3 月 24 日 ) 


(4 月 14 日 ) 


(4 月 16 日 ) 


(4 月 16 日 ) 








(今後 実施 する 在庫 状況 調査 に 基づき 配付 予定 ) 


(今後 実施 する 在庫 状況 調査 に 基づき 配付 予定 ) 


今後 実施 する 在庫 状況 調査 に 基づき 配付 予定 ) 


(今後 実施 する 在庫 状況 調査 に 基づき 配付 予定 ) 





月 15 日 ( 水 )、 い わ て 感染 制御 支援 チー ム 


(ICAT) を 青森 県 十和田 市 に 派遣 。 高 齢 者 福祉 施設 に お ける 感染 管理 強化 を 支援 


その 他 資 料 : 文化 スポ ー ツ 部 
























































緊急 事態 宣言 に 伴う 県 営 文化 ・ ス ポー ツ 施 設 の 休館 に つい て 








【 要 計 】 

新型 コロ ナウ イル ス 成 染 増加 に 対応 し て 、 国 が 緊急 事態 官 言 の 対 象 地域 を 全都 道府県 に 拡大 し た こと 
に 伴い 、 本 県 で の 感染 拡大 防止 の た め 、 県 営 文化 ・ ス ポー ツ 施 設 (文化 施設 2 施設 、 スポ ー ツ 施設 9 施設 ) 
を 、4 月 18 日 ( 土 ) か ら 5 月 6 日 ( 水 ) まで 休館 する こと と し ます 。 
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1 対象 と する 県 営 文化 ・ ス ポー ツ 施 設 


と 
トー 
ュ ン 


文化 施設 
県 民 会 館 (指定 管 


公会 堂 
































定 管理 者 : 県 文化 振興 事業 団 ) 
定 管理 者 : 希望 卿 グル ー プ (第 一 商事 、 瀧澤 字 館 、I BC 開発 セン ター、 総 合 企画 梓 和 グ ルー プ ) ) 

















SS 


























er 
ト つ 
ュ ン 


スポ ー ツ 施設 

県 営 運動 公園 

県 営 体育 館 

県 営 野 球場 

県 営 ス ケー ト 場 (指定 管理 者 : 県 スポ ー ツ 振興 事業 団 ) 
県 勤労 身体 障害 者 体育 館 

御所 湖 広域 公園 艇 庫 

県 営 武道 館 

県 営 屋内 温水 プー ル (指定 管理 者 : セン トラ ルス ポー ツ 績 、 帆 盛岡 総合 ビル メン テ ナ ン ス ) 
県 営 ス キー ジャ ンプ 場 (指定 管理 者 : 八幡 平 市 ) 


休館 と な る 期間 
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令 和 2 年 4 月 18 日 ( 土 ) か ら 5 月 6 日 ( 水 ) (緊急 事態 宜 言 の 発令 期間 ) 


3 休館 と する 理由 















































型 が 監 急 事態 宮 言 の 対象 地域 を 全都 道府県 に 拡大 し た こと に 伴い 、 本 県 で の 感染 拡大 防止 を 図る た め 






















































































【 要 計 】 

済生会 陸前 高田 診療 所 に 勤務 し た 応援 医師 の 新型 コロ ナウ イル ス へ の 感染 を 受け 、 陸 前 
高田 市 内 全て の 小 中 学 校 に お いて 4 月 17 日 ( 金 ) か ら 4 月 24 日 ( 金 ) まで の 期間 、 一 斉 
休業 する こと と され た 。 
県 教育 委員 会 と し て 、 地 域 全体 の 感染 防止 を 強化 する 等 の 観点 か ら 、 
に つい て も 同期 間 、 休 業 と し まし た 。 


済生会 陸前 高田 診療 所 で 4 月 10 日 ( 金 ) に 勤務 し た 応援 医師 の 新型 コロ ナウ イル ス へ 
の 感染 が 、 4 月 15 日 ( 水 ) に 帰 県 し た 宇都 宮 市 で 判明 し た 。 

これ を 踏ま え 、4 月 16 日 ( 木 ) に 同 診療 所 の 医療 スタ ッ フ 等 11 名 の P CR 検査 を 実施 
し 、 全 て 陰性 で あっ た が 、 現 在 、 当 該 医 師 が 勤務 し た 10 日 に 診療 所 を 利用 し た 93 人 に 対 
する 健康 観察 が 、 大 船渡 保健 所 に お いて 行わ れ て いる 。 













































































2 陸前 高田 市 の 対応 状況 に つい て 

4 月 16 日 ( 木 ) に 陸前 高田 市 長 、 陸 前 高田 市 教育 委員 会 教育 長 、 大 船渡 保健 所 長 等 で 協 
議 し 、 児 童 生徒 の 安心 ・ 安 全 の た め 、 大 事 を と っ て 、 陸 前 高田 市 内 全て の 小 中 学 校 に お い 
て 4 月 17 日 ( 金 ) か ら 4 月 24 日 ( 金 ) まで の 間 、 一 斉 休業 する こと と し た も の 。 














3 県 立 高田 高等 学校 の 休業 に つい て 
県 教育 委員 会 と し て 地域 全体 の 感染 防止 を 強化 する 等 の 観点 か ら 、 県 立 高田 高等 学校 に 
つい て も 、 陸 前 高田 市 内 の 小 中 学 校 と 同様 に 、4 月 17 日 ( 金 ) か ら 4 月 24 日 ( 金 ) まで の 


























間 、 休 業 と する よう 、 4 月 16 日 ( 木 ) に 通知 を 発出 し た も の 。 








令 和 2 年 4 月 16 日 付け 高田 高等 学校 長 あて 通知 】 
『 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 拡大 防止 の た め の 了 臨時 休業 に つい て 」 
1 休業 の 措置 等 に つい て 
4 月 17 日 か ら 4 月 24 日 まで の 期間 休業 と する 。 
な お 、 私 物 の 持ち 帰り 等 の た め 、 必 要 に 応じ 、 個 別に 登校 する こと は 構わ な いこ と 。 
2 休業 中 の 対応 に つい て 
(1) 家庭 学習 を 適切 に 課す 等 の 必要 な 措置 を 講じ た 上 で 、 基 本 的 に 自宅 で 過ごす よ う 指 導 す 
DEE 
(2) 部 活動 に つい て は 、 禁 止 と する 。 
生徒 を 癌 校 させ る 際 に は 、 可 能 な 限り 感染 防止 の た め の 措 置 を 講じ 、 必 要 最 低 限 の 時 間 
で 行 ヴ と > 
(4) ホー ムペ ー ジ や 一 斉 配 信 メ ー ル を 活用 する 等 、 生 徒 及び 保護 者 へ の 連絡 体制 を 確立 する 
ご 8 



























































































































































































































































(その 他 資 料 : 県 土 整 備 部 ) 










































































緊急 事態 宣言 に 伴う 県 土 整備 部 所 管 施設 の 利用 休止 に つい て 








【 要 旨 】 

新型 コロ ナウ イル ス 感 染 増加 に 対応 し て 、 国 が 緊急 事態 家 言 の 対象 地域 を 全都 道府県 に 拡大 し た こと 
に 伴い 、 本 県 で の 感染 拡大 防止 の た め 、 県 土 整備 部 所 管 施設 (都市 公園 2 施設 、 港湾 施設 2 施設 ) を 、 
4 月 18 日 ( 土 ) か ら 5 月 6 日 ( 水 ) まで 利用 休止 する こと と し ます 。 






































1 対象 と する 県 土 整備 部 所 管 施設 


(1) 都市 公園 

① 御所 湖 広 域 公園 (指定 管理 者 : KO IWA I (小岩井 農 牧 帆 、 小岩 井 農産 内 の 共同 企業 体 ) ) 
(対象 施設 : 乗り 物 広場 、 フ ァ ミ リー ラン ド 、 町 場 地 区 園地 、 御 所 大 橋 運 動 場 ) 

② 花巻 広域 公園 (指定 管理 者 : ( 公 財 ) 岩手 県 スポ ー ツ 振興 事業 団 ) 












































































































































(2) 港湾 施設 
① リア スハ ー バ ーー 宮古 (指定 管理 者 : ( 特 非 ) いわ て マリ ン フ ィ ー ル ド ) 
② 宮古 港 フ ェ リ ー タ ー ミ ナル (指定 管理 者 : 宮古 市 ) 























2 利用 休止 と な る 期間 











令 和 2 年 4 月 18 日 ( 土 ) か ら 5 月 6 日 ( 水 ) (緊急 事態 宣言 の 発令 期間 ) 














利用 休止 と する 理由 



























































私 が 緊急 事態 宜 言 の 対象 地域 を 全都 道府県 に 拡大 し た こと に 伴い 、 本 県 で の 感染 拡大 防止 を 図る た め 

















